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　賜たまヒ野の乱らん歩ぽが事件現げん場ばに──上うえ野の駅えき前に到とう着ちやくした頃ころ、時じ刻こくは逢おう魔まが時ときに差し掛かりつつあった。

　広場を照らすガス灯とうに、混乱する群ぐん衆しゆうの姿すがたが浮かび上がっている。

　血けつ相そうを変えて走り去る詰つめ襟えり姿の学生。呆ぼう然ぜんと立ち尽くす子こ連づれの婦ふ人じん。何事か喚わめいている山やま高たか帽ぼうの紳しん士し──。彼らの間をすり抜け、乱歩は現場の中ちゆう枢すうへ潜もぐり込んでいった。

　この先に、彼の追う少女がいるはずだ。

「──広場を出て右手に、救きゆう護ごの本ほん隊たいが控ひかえている！」

　人ひと混ごみの向こうで、女性警けい官かんがサーベルを片手に人々を誘ゆう導どうしている。

「そちらへ逃げるんだ！　動けない者は申もうし出てくれ！」

　凛りんとした声こわ色いろに、周囲の混乱がわずかに緩かん和わした。人々は我に返ったように前を向くと、指し示じに従いその場を離れていった。

「桔き梗きようさん！」

　彼女の元に駆かけ寄り、ほとんど叫ぶように名を呼んだ。

「おお、賜ヒ野じゃないか！」

　火ひノ星ほし桔梗巡じゆん査さ部長は、警けい戒かい姿し勢せいを崩くずさぬまま振り返える。長い髪かみが詰つめ襟えりの上を流れた。

「こんなところまで来るとは、また取しゆ材ざいか！」

「はい！」

「見上げた根こん性じようだが命は落とすなよ！　死にさえしなければ睡すい蓮れんがなんとかする！」

　言って、彼女は後こう方ほうに視線をやった。

　その先では──一人の女性が数名の助手に囲まれ、怪け我が人にんの応おう急きゆう処置に当たっていた。

　たっぷりとした看かん護ご衣いが、今は真まっ赤かな血に濡ぬれている。

「承しよう知ちです。止やむを得ない場合は、桔梗さんの管かん轄かつを出てから死ぬようにしますよ！」

「そいつは助かる！」

　笑う桔梗に一いち礼れいし、乱歩はもう一いち度ど駆け出した。袴はかまがはためき、足あし元もとで砂すな埃ぼこりが舞い上がった。

　さほど広くもない駅前広ひろ場ばだ。すぐに戦せん闘とうが行われていたであろう中央付ふ近きんに到着する。

　既すでに避ひ難なんが済んでいるらしい。付近に都と民みんは残されていない。

　しかし──目当ての「少女」の姿が見当たらない。

　彼女が戦っているはずの活いキ人形の姿も。

　もしかして、もう戦闘は終わったのだろうか？　あるいは、どこか別の場所へ移動した……？

　不ふ可か解かいな状況に、乱歩が推すい測そくを始めたその時だった──。

　彼の耳に、遠く風を切るような音が届く。どこから聴きこえるのか分からない「ヒュウウウ」という小さな音。それは徐じよ々じよに大きく鮮せん明めいになり、乱歩に近づいてくる。

　そして、本ほん能のう的てきに危険を感じ取り、乱歩がその場から飛び退のいた瞬しゆん間かん──。

　目の前に──何かが墜おちてきた。

　何度も続けざまに、凄すさまじい轟ごう音おんを立てながら。

　背後で悲ひ鳴めいと怒ど声せいが上がる。混乱を通り越し、恐きよう慌こう状態が伝でん播ぱしていく。

　突然の風ふう圧あつとはじけ飛んだ砂じや利りに、乱らん歩ぽは思わず蹲うずくまったが──落らつ下か音おんは数秒で止やんだ。

　残ったのは、奇き妙みような静けさと立ち込める砂すな埃ぼこりのみ。

　状況を把は握あくせんと、乱歩は必ひつ死しに目を凝こらす。何が墜おちてきたのか。そしてそれは誰だれによって墜とされたものなのか。どうしてもそれを、確かく認にんせねばならない。──実のところ、答えはほとんど自じ明めいなのだが。

　乳にゆう白はく色しよくの砂埃の向こう、最初に浮かびがったのは──人の顔だった。

　無む表情に目を見開き、口をわずかに開けた、人間の顔。

　不ぶ気き味みなその様よう相そうに息をのみつつ、乱歩はさらに確認する。

　顔は一つだけではない。無む数すうの人間の体が、折り重なるようにして散さん乱らんしていた。その数、およそ十じつ体たいほど。不ふ自然に折れ曲がりちぎれた関かん節せつからは、銀ぎん色いろに輝く金きん属ぞくが覗のぞいている。地面には、濃のう厚こうな死の匂においを放つ血ち溜だまりがどす黒く淀よどんでいた。

　──活いキ人形だ。

　──活キ人形が目の前で墜つい落らくし、絶ぜつ命めいしたのだ。

　ということは……。

　乱歩はゆっくりと顔を上げ──空から彼女が降りてくるのを目もく撃げきする。

　ところどころ黒いアクセントをあしらった、真しん紅くのドレス。

　手にする日ひ傘がさはドレスに合わせた漆しつ黒こく。

　背せ丈たけは決して低くはないが、服ふく越ごしにも体の細さがはっきりと見て取れた。

　小さなおかっぱの頭の後ろには魔ま法ほう陣じんが浮かび、ゆっくりと回転している。

　そして、幼いながらも整ったその顔は──見み下くだすような表情を浮かべ、活キ人形の残ざん骸がいの方を向いていた。




　──墜つい落らく乙女おとめ。




　降こう臨りんとでも呼ぶべきその登場に、周囲の空気が瞬しゆん時じに変へん質しつする。

　戦せん慄りつが走り、畏い怖ふが広がり、誰だれもが一歩たりとも動けなくなる。

　風に吹かれ、広ひろ場ばを縁ふち取どる梅うめの花びらが散った。

　桃もも色いろのそれは少女の周囲を不ふ自然に踊り、その光こう景けいに乱歩は寒さむ気けを覚えた。

　闇やみに浮かぶ赤と黒と桃もも色いろが、どこか悪あく夢むめいているように見えて。

　そして──その中心で闇に浮かぶ少女が、わずかに微笑ほほえんでいるように見えて。

「ああ……」

　淫いん靡びに息を吐き、少女は呟つぶやくような声を漏もらした。

「眺ちよう望ぼう絶ぜつ佳か」
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大たい正しよう十一年　三月十六日

帝てい都と日にち日にち雑ざつ報ぽう朝ちよう刊かん




墜つい落らく乙女おとめ、人形座ざと上うえ野のにて交こう戰せん




昨夜、午ご后ご八時頃ごろ。十じつ體たい程ほどの活いキ人形が上野に現はれ、付近を通行中の帝都民みんに襲おそい掛かった。歸き宅たく途と中ちゆうの男性と學がく生せい等、計十一名死し亡ぼう。直後、墜落乙女が現はれ、高所から落らつ下かせしめ活キ人形を退たい治じした。

人形座による襲しゆう撃げきはこれで十二件目め。

墜落乙女との戰せん鬪とうは通つう算さん六囘目となる。

また、この度たび初めて本ほん紙し記者がその戰鬪の目もく撃げきに成功した爲ため、本ほん記事に於おいて詳しよう細さいに經けい緯いを記き述じゆつする──
















　　　＊




「一体何なん度ど言えば、分かってくれるのだ」

　昼過ぎの麴こうじ町まち区く富ふ士じ見み町ちよう。帝都日日雑報の記者室にて。

　編へん集しゆう長ちようの東とう条じようは、眉み間けんにしわを寄せカイゼル髭ひげをひねった。

「賜たまヒ野の君くんが頑がん張ばっていることは、私もよく分かっているよ。墜落乙女の戦いに居い合あわせたことのある記者は、帝都内でも君だけだろう。それでも君の記事は、その長所を帳ちよう消けしにして余りあるほどに──地じ味みなのだ」

　革かわ張ばりの椅い子すに腰掛ける彼の体は、さながら三さん方ぽうからはみ出した鏡かがみ餅もちのようにでっぷり太っていた。しかし、そこから放たれるのは、めでたさとは程ほど遠とおい不満の色だ。

　苦にがい気分で視線を窓の外にやる。隣となり棟むねの屋上の伝でん書しよ鳩ばと小屋と神楽かぐら坂ざかの町が目に入った。このところ暖かい日が続いていたが、今日きようの帝都には真ま冬ふゆを思わせる冷たい風が吹いていた。

「例えば、これらの記事を見てくれ」

　東条は、何紙か他社の朝刊を取り出し机の上に並べる。

「書かき賈うり新聞も、時じ事じ報ほう社しやも、毎まい朝あさ國こく報ほうも、戦闘には立ち会わず、事じ後ご取しゆ材ざいだけでこれだけ派は手でな記事を書いている。そうすると、どれだけ君の記事の質が高くても、帝都民の目はこちらへ行ってしまうのだ」

　確かにそこには、人ひと目めを惹ひきやすい外連けれん味み溢あふれる見出しが躍おどっていた。

「戦せん慄りつ！　墜つい落らく乙女おとめの残ざん虐ぎやく！」

「死者多た数すう！　上うえ野の駅えき前の地じ獄ごく絵え図ず」

「無む差さ別べつに襲しゆう撃げきする人形座ざの外げ道どう」

　しかし、乱らん歩ぽはそれらの見出しに──半なかば反射的に、嫌けん悪お感かんを覚える。

「こんな記事……絶対に書けません！」

　声に力を込め、乱歩は主張した。

「残虐だの地獄絵図だの外道だの……こんな言葉を使えば、徒いたずらに帝てい都と民みんの不安を煽あおるだけでしょう。確かに人目は惹くかもしれませんが、そんなやり方は間違っています。新聞が伝えるのは、まずは客きやつ観かん的てきな事実であるべきだ！」

「……君の言っていることも、もちろん分かるのだよ」

　押すだけでは効果がないと悟さとったのか、諭さとすような声で東とう条じようは言った。

「それでも、我が社も新しん聞ぶん社しやである以上、人々に購こう読どくしてもらわねばならんのだ。そうなると、どうしても『人形座ざ事じ件けん』の記事は派は手でなものである必要が出てくる。墜落乙女と活いキ人形の戦いは、今や帝都民の一いち大だい関かん心しん事じだからな」




　──「人形座座ざ長ちよう」を名乗る者から最初に犯はん行こう予告が寄せられたのは、三ヶ月前のことだった。

「──帝都ニハ、血ノ香かおリガ不足シテオリマス。嘆なげキガ、怒いかリガ、絶ぜつ望ぼうガ不足シテオルノデス。シカラバ我々人形座ガ、混こん亂らんト殺さつ戮りくノ華はなヲ咲カセマセウ」

　そんな文ぶん面めんが警けい視し庁ちようと報道各かく社しやに寄せられ──そして実際に「活キ人形」たちが人々を襲撃し始めた。

　──活キ人形。

　彼らは一いつ見けんすると、非常に精せい緻ちに作られた人形のように見える。身の丈たけは赤あか子ご程てい度どのものから熊くま程ほどの巨きよ軀くのものまで様さま々ざまだ。捕ほ獲かくした個体を検けん分ぶんして分かったのは、体は桐きり材ざいで、髪かみは馬うまの鬣たてがみで、玉ぎよく眼がんはガラスで作られている、ということだった。

　しかし、どれだけ仔し細さいに調べても──ただの人形が「自動的に動く」原げん理りが分からない。

　身体からだの内部構こう造ぞうに使われている金きん属ぞくの加か工こう方ほう法ほうも、人じん語ごを解かいし自ら発はつ話ごする仕組みも全く解かい明めい出来ない。

　つまり彼らは──現代の科学の埒らち外がいにある力によって駆く動どうし、帝都の人々に襲おそい掛かっているのだ。

「モダン」が持て囃はやされ、技術の発展著いちじるしいこの大たい正しようの御み代よに──帝都民は、条じよう理りに反する化ばけ物ものに怯おびえる日々を過ごしている。




「──そうそう、今日きようもまた『座ざ長ちよう』から犯はん行こう声明が届いておってな」

　東とう条じようは一枚の紙を乱らん歩ぽに手渡す。

「これがまた──帝てい都と民みんの注ちゆう目もくを一いつ層そう集めそうなものなのだ」

　そこには、帝都を混乱に陥おとしいれる計画は順じゆん調ちように進んでいること、今後も襲しゆう撃げきは続くことが、独どく特とくの角ばったペン字で記されていた。そして、

「私ハ座長デアルト共ニ役やく者しやデモアリマス。次囘公こう演えんデハ是ぜ非ひ舞ぶ臺たいニアガリ、我ガ演技ヲ皆みな樣さまニ御ご覽らんニイレマセウ」

　声明は、そんな文章で結ばれていた。

「座長が公演に参加する……」

「つまり、戦せん闘とうの場に首しゆ謀ぼう者しや直じき々じき出向く、ということなのだろう。そして当然そうなれば──墜つい落らく乙女おとめとも、戦うことになるはずだ」




　──人形座ざの襲撃が始まり、しばらくした頃ころ。

　遡さかのぼることひと月ほど前──一人の少女が、活いキ人形に戦いを挑いどみ始めた。

　真まっ赤かなドレスを身にまとい、妖あやしい術じゆつを駆く使しする正しよう体たい不ふ明めいの少女が。

　彼女は誰だれよりも早く活キ人形出しゆつ現げんを察さつ知ちし、現げん場ばに出現──凄すさまじい力りき量りようでそれらを圧あつ倒とうし続けた。

　警けい官かん隊たいが活キ人形との戦闘に手こずっていた折りだ、帝都民はその活かつ躍やくを大いに歓かん迎げいし、自らを守ってくれる「正せい義ぎの味み方かた」として持て囃はやした。「墜おちる」ようにして空を舞うその様さまから「墜落乙女」という特別の呼び名まで付けられたほどだった。実際、彼女の登場により命いのち拾びろいした人間は、かなりの数に上るだろう。

　だが……それからひと月経たった現在。

　その実じつ情じようが、性質が少しずつ明らかになり、彼女もまた活キ人形同どう様よう──あるいはそれ以上に、帝都民から恐れられる存在となっている。




「墜落乙女の登場、座長の参加……もうここまでくれば、全ぜん帝都民が事件に注目すると言っても過か言ごんではない。だから、本当に何でもいいんだ……」

　気付けば東条の声は、懇こん願がんするような響ひびきを孕はらみ始めていた。

「現状を打だ破は出来るような、他た紙しに勝てるような策はないものかね……？」

　……こうやって弱られてしまうと、さすがにこれ以上強つよ気きではいられなくなる。

　東条は、自分を記者として拾い上げてくれた恩おん人じんでもあるのだ。ひたすら説せつ得とくを突っぱねてきたが、ここで方針を変えることにしよう。

　実のところ……今後の策も、用意出来ている。

「昨日きのうの取しゆ材ざいの後になのですが」

「うむ」

「『人形座ざ事件』の真しん相そうに迫り得るかもしれない情報を手に入れたのです」

「……情報？」

　興きよう味みを持った様よう子すで、東とう条じようは顎あごを撫なでた。

「はい。他た社しやは持っていないであろう、重要な情報です」

「ふむ……」

　にわかには信じられないだろうが、乱らん歩ぽがこういう場面で話を誇こ張ちようしないことはよく分かっているのだろう。東条は、真剣な表情で話を聴きいている。

「今日きようはこれからその情報を元に取材しようと考えています。もしそれがうまくいけば──少なからず、帝てい都と民みんの注ちゆう目もくは集められることと思います」

「……なるほどね」

　頷うなずき、目をすがめる東条。

　視線を落とし、何かを考えるようにしばし顎を撫でると、

「……分かった」

　彼は計画の内容を問い質ただすこともなく、まっすぐ乱歩の目を見た。

「敢あえて深くは訊きかんが、期待しているぞ。必ずや、他た紙しに追いつき追い越す記事を書いてくれ」

「分かりました」

「では、いつも通り記き者しや章しようは牧まき島しま君くんから受け取ってくれたまえ」

「ありがとうございます」

　一いち礼れいして自じ席せきに戻り、乱歩は荷物をまとめ出掛ける準備を始めた。

　徐じよ々じよに鼓こ動どうは高たか鳴なり始め、鞄かばんを持つ手に力が込もる。

　今日の取材はきっと、自分の記者生せい命めいを──場合によっては、人生そのものを左右するものになるだろう。




　　　＊




「しかしまあ、よくもあんな事件を取材出来るものだな」

　都と電でんの駅に向け外そと堀ぼり通どおりを歩きながら、臼うす杵き久きゆう作さくは半なかば呆あきれたようにそう言った。

「人形座も墜つい落らく乙女おとめも分からんことだらけだし、怖こわい思いをすることも多いだろうよ」

　十七歳さいには見えぬ老ふけた顔にざっくばらんな性格の彼は、乱歩と同どう時期に入社した政せい治じ経けい済ざい部の記者だ。同じく午後に取材があるとのことだったので、二人は連れ立って社を出たのだ。

「まあ、それは僕としても否ひ定ていは出来ないな」

　苦く笑しようしつつ、乱らん歩ぽは頷うなずく。

「確かに、直じかに見る活いキ人形は足がすくむほど恐おそろしいよ」

「……いや、活キ人形もそうなんだが」

　言って、臼うす杵きは声を潜ひそめる。

「俺おれが怖こわいのは『墜つい落らく乙女おとめ』だよ……」

「……ああ、そうなのか」

「あんな『悪あく人にん』に帝てい都と民みんの命を守られていると思うと、心しん底そこぞっとしないね……」

　臼杵がそう思うのも仕方がない。乱歩は鼻から息を吐くと、深く頷いた。

　──悪人。

　当とう初しよのうちこそ、都民を救う正せい義ぎの味み方かたとして期待の目で見られていた墜落乙女だが、今や彼女は、多くの帝都民に悪人として認にん識しきされていた。

　その戦い方は、あまりに残ざん虐ぎやくすぎたのだ。

　──首を一いつ瞬しゆんで刎はねる。

　──高こう所しよから突き落とす。

　──死し体たいを必ひつ要よう以上に損そん壊かいする。

　そんな蹂じゆう躙りんとしか言えないような方法で彼女は活キ人形を駆く逐ちくし──向けられる視線には、いつしか期待ではなく恐れが込められるようになった。

　さらに、その口からは傲ごう岸がん不ふ遜そんな発言ばかりが紡つむがれ、悪あく辣らつな精神も帝都民に恐きよう怖ふされている。最近では、戦せん闘とう能のう力りよくが上である分、活キ人形よりも墜落乙女の方が恐れられているほどだ。同どう業ぎよう他た社しやの記事では「墜落乙女は活キ人形を殺すことで性せい的てき高こう揚ようを得ている」などという中ちゆう傷しようめいた説まで取り上げられていた。

「その上お前ときたら、記者業ぎように対するこだわりが強いもんだから……そりゃあ取しゆ材ざいに難なん儀ぎするのも当然だろうさ」

「んん、それはその通りだと思うんだが」

　乱歩は低く唸うなり、路ろ肩かたに停まる自動車から人が出てくるのに視線をやりつつ、

「……怖いし訳わけが分からないからこそ、こだわっている、ということもあるのだと思う」

　呟つぶやくようにそう続けた。

「……どういうことだ？」

「ええと、そうだな……あの事件に関しては、未いまだに分からないことだらけだろう？　人形座ざの正しよう体たいも目的も、墜落乙女が何者なのかも全く分からない訳だ。だから帝都民は怖がる。僕や臼杵も怖いと思う。彼女に対する嫌けん悪お感かんは──ひたすら増ぞう殖しよくしていく。ならばこそ、そこで情報を正しく把は握あくし、人々に伝えるのが記者の務めだと思うんだよ」

　──正しく事実を把握し、適切にそれを報じる。

　それが記者としての、乱歩の第一の信しん条じようだった。

　災さい害がいであっても、殺さつ人じん事件であっても、国こつ家か間かんの戦争であっても、まず人々に必要なのは正しい情報だ。事実を知ることによって初めて、人々は判はん断だん、対たい処しよをすることが出来るようになる。

　そして逆に、誤あやまった情報、脚きやく色しよくされた情報は、時に人を不幸にする。誤ご解かいは混乱を生み、本来起おこらなかったはずの、悲ひ劇げきさえ招まねくことがある。そのことを、乱らん歩ぽは誰だれよりもよく理解していた。

　だから彼は──余よ計けいな脚色も演えん出しゆつもない真しん相そうを、帝てい都と民みんに伝えたいと願っている。それこそが記者の本ほん分ぶんであり、そのためなら多少の犠ぎ牲せいも厭いとうまいとすら思っている。

「……その理想は分かるけどよ」

　臼うす杵きは癖くせのある髪かみを搔かいた。

　書しよ生せい風ふうの風ふう貌ぼうの彼のその所しよ作さは、なんだか冴さえない探たん偵ていのように見えた。……書生風、という意味では、乱歩も同じような格かつ好こうであるのだけど。

「命あっての物もの種だね、ということもあるんだからな。命を懸かけるに値あたいする、とも思うのかもしれねえが、俺おれは出来れば、自分の友人には死んで欲しくねえ」

「……そうか。ありがとう」

　視線を道みち端ばたにそらしながら、乱歩は素直に礼れいを言った。

　心配してくれている、ということなのだろう。

　普ふ段だんは軽かる口くちを叩たたき合う仲なだけに、こういう会話はむず痒がゆいが……臼杵の気持ちは、乱歩にとってもうれしいものだった。

「出来る限り怪け我がはしないよう気を付けるさ。そっちこそ、政治家かの汚お職しよくを追ってるうちにうっかり虎とらの尾おを踏んで、北ほつ海かい道どう辺りの海に沈められることのないようにな」

「おう、もちろんだ」

「……ところで臼杵」

　そこで乱歩は、さりげなく周囲を見渡すと──グッと声を潜ひそめ、歩みを速めた。

「……どうした」

　乱歩の変化に気付いたのだろう、臼杵の声が緊きん張ちよう感かんをまとう。

「少し走るぞ。ついてきてくれ」

「……分かった」

　一いつ瞬しゆんの間を空あけ臼杵が頷うなずくと同時に、乱歩は小こ走ばしりで駆かけ出した。

　都と電でんの駅を通り過ぎ、酒さか屋やの壁を曲がったところで──彼は足を止め塀へいに背を付ける。

　臼杵もそれに続いた。

　次の瞬しゆん間かん──二人の目の前に一人の人物が飛び出す。

　乱歩は素す早ばやく手を伸ばし──その人物の腕をつかんだ。

「……ッ！」

　予よ想そう外がいの展開だったのだろう。

　面めん食くらったように目を見開くその人物は──女じよ中ちゆう姿すがたの妙みよう齢れいの女性だった。

　一度身みをよじり拘こう束そくを抜けようとするが、不ふ可能だと理解すると大人おとなしくうなだれている。

「ら、乱らん歩ぽ……どういうことだ……この女性は……？」

「先ほどからずっと、不ふ自然な距離を空あけて後をついてきていたんだよ」

　事じ態たいが読めないらしい臼うす杵きに、乱歩は答える。

「その曲がり角かどで僕らが見えなくなったことに焦あせり、慌あわてて駆かけてきたのだろう。これまで危ない現げん場ばばかり担当していたおかげでな、いつも周囲の状況に気を配る癖くせがあるんだ」

　乱歩は女中を向き、尋たずねる。

「さて、こんなしがない記者二人を尾び行こうとは、一体どのようなご用件で？」

「……まずは、無ぶ礼れいをお詫わびします」

　女中は腕をつかまれたまま、小さく頭を下げた。

「少しばかりお話ししたいことがございまして、機き会かいを窺うかがっておりました」

　品のあるその口ぶりに、乱歩も緊きん張ちようが解け手を放してやった。

　自分たちに危き害がいを加えるつもりではないようだ。

　女中は乱れた着ちやく衣いを直すと、

「──賜たまヒ野の乱歩様さまですね？」

　視線を乱歩に向け、そう尋ねた。

「そうですが」

「あなた様に是ぜ非ひ会いたいとおっしゃっている方がおられるのです。お手て数かずをおかけして申もうし訳わけありませんが、あちらに車が停めてあります。お乗りいただけませんでしょうか？」

「……僕に会いたがっている方？」

「ええ」

　……どういうことだろう。全く身に覚えがない。

　ふと頭をよぎったのは、最近耳みみにしたとある情報だった。

　──このところ、活いキ人形事じ件けんとは別に、日に本ほん国内で誘ゆう拐かいが多た発はつしている。被ひ害がい者しやには、成せい人じん男性も多く含まれており、いなくなった後に帰ってきたものは一人もいない。

　……まさかとは思うが、この女性、その誘拐の犯はん人にんなのではなかろうか？

　もちろん、可能性は低いと思うが不ぶ気き味みだ。素す直なおに従う気にはなれない。

　しかし乱歩は、女中が続けた少女の名に──その考えを改める。

「わたくしが女中を務める、蓋けだシ野の家けの息そく女じよ──蓋シ野サヱカお嬢じよう様さまが、あなた様をお待ちしているのです」




　　　＊




　帝てい都と内ない、小こ石いし川かわ区く。

　植物園えんのほど近くにある、華か族ぞく、蓋けだシ野の家けの洋よう館かん。

　複ふく数すうある客きやく間まのうちの一つにて、乱らん歩ぽは彼女が来るのを待っていた。

　部屋にいるのは彼かれ一人だけだ。招しよう待たいされていない臼うす杵きはあの場に残ったし（招まねかれていたとしても固こ辞じしていただろう）、女じよ中ちゆうは先ほどお茶を出すとどこかへ行ってしまった。

　目の前のカップに口をつけかけて……止やめておいた。相手が相手だ、迂う闊かつなことをする気にはなれない。

　注意深ぶかく辺りを見渡す。

　黒こく檀たんで作られた内ない装そう、上じよう品ひんにしつらえられた調ちよう度ど品ひんは、どれも手の込んだ最さい上じよう級きゆうの品であるようだ。おそらく、それぞれが乱歩の年ねん収しゆうの数すう倍ばいの価か値ちがあるのだろう。こういう屋や敷しきを訪れるのは初めてのことで、乱歩の手にはじっとりと汗あせが滲にじんだ。

　──いや、その汗は屋敷に対するものではない。

　──これから彼女と対たい峙じすることへの高こう揚よう、不安、緊きん張ちようから滲み出たものだった。

「──お待たせいたしました」

　背後で声がした。

　鈴すずを転がすような、可愛かわいらしい少女の声。

　呼吸が止まりそうになりながらも乱歩は振り返り──そこに「彼女」がいることを確かく認にんする。

「突然お招きして申もうし訳わけありません。どうしても、お話ししたいことがございまして」

　言いながら、少女は乱歩の向かいに腰掛け、

「──初めまして、賜たまヒ野の乱歩さん。わたくしは、蓋シ野サヱカと申します」

　にこりと微笑ほほえみ、そう名乗った。

「まあ、初めましてとは言っても、乱歩さんはわたくしのことをご存じでしょうけれど」

　黒くつやつやのおかっぱ。幼いながらもどこか冷ややかに整った顔。

　十五歳さい前後だろうか、細ほそ身みの体を「モダンガール」的な装よそおいで包み、彼女は静かにこちらを見ている。

　そして、その深い漆しつ黒こくの瞳ひとみが──乱歩の目と合った。

　──反射的に、乱歩は身をこわばらせた。

　──寒さむ気けが全身を走り抜けていく。

　彼女の言う通り、乱歩は──少女のことを知っていた。

　彼女こそが、今日きよう乱歩が取しゆ材ざいをする予定だった当の相手であり──活いキ人形と戦せん闘とうを繰り広げる「墜つい落らく乙女おとめ」本ほん人にんだった。
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　──昨さく晩ばんのこと。

　活いキ人形との戦いが終わると、墜つい落らく乙女おとめは宙ちゆうに浮かび上がり「あはははは」という笑い声を残してどこかへ飛び去った。

　野や次じ馬うまたちがそれを見上げる中、同じくその様さまを確かく認にんした乱らん歩ぽは──脱だつ兎とのごとくその場から駆かけ出す。今にも視し界かいから消えそうになる、彼女の影を追って。

　──事件の真しん相そうを追いたいなら、当とう事じ者しやに話を聴きくのが一番だ。

　──誰だれもが怯おびえ、墜落乙女には近づこうとしなかったが、彼女こそが、事実を知るための鍵かぎなのだ。

　であれば、まずはその正しよう体たいの手掛かりをつかまなくてはならない。例えば──尾び行こうという、やや強ごう引いんな手段を使ってでも。

　全ぜん身しん全ぜん霊れいを懸かけ、乱歩は墜落乙女に追いすがった。

　空中を飛行している彼女を相手に、タクシーを駆く使しし、時にその足で全力疾しつ走そうしながら。

　そしてついに、とある路ろ地じ裏うらで、彼は着ちやく地ちした墜落乙女が「変へん身しん」を解くところを目もく撃げきすることとなった。

　──墜落乙女の姿すがたの時も、彼女は顔を隠かくしている訳わけではない。

　その目め鼻はな立だちも、髪かみ型がたも、乱歩はきちんと目に焼き付けていた。

　それでも、恐らく何か魔ま術じゆつ的な暗あん示じが掛かっていたのだろう。変へん身しんが解け暗示が解かい除じよされてようやく──乱らん歩ぽは、墜つい落らく乙女おとめの正しよう体たいを知ることが出来た。

　真しん紅くのドレスが光とともに分ぶん解かいされ、普ふ段だんの装よそおいに戻ったその少女は──かつて取しゆ材ざい中ちゆうに一度目にした、華か族ぞく、蓋けだシ野の家けの長女、蓋シ野サヱカだった。




　もう一度、女じよ中ちゆうが紅こう茶ちやを盆ぼんにのせて運んでくる。

　テーブルに置かれたそれを一ひと口くち飲んでから、

「では、乱歩さん。改めて確かく認にんをさせていただきますが」

　サヱカは穏おだやかな声で切り出した。

「あなたは昨日きのう、わたくしが『魔ま装そう』を解くところを、ご覧らんになられましたわよね？」

「……そうだね」

　今いま更さら否定する意味もない。サヱカの仕し草ぐさをさりげなく観察しつつ、乱歩は素直に肯こう定ていした。

「ああ、やはりそうでしたの。わたくしとしたことが、迂う闊かつでしたわ」

　サヱカは目を閉じ、残念そうに首を振る。そして、彼女はカップをテーブルに戻し、

「──でしたら、一つお願いがありますの」

　膝ひざに手を置きそう切り出した。

「わたくしが墜落乙女であることを、世に公こう表ひようしないでいただきたいのですわ」

「……ふむ」

「乱歩さんは、取材のために戦せん闘とう後ごのわたくしを追っていたのでしょう？　ですから、お仕事をふいにしてしまって申もうし訳わけないのですけれど、記事には書かないでいただきたいんですの。していることがしていることですから、世せ間けんに知られてしまうと少々……面めん倒どうなのですわ」

「なるほどね」

　頷うなずきつつ、乱歩は少々意い外がいに思っていた。

　普段の墜落乙女の印いん象しようを考えれば、何か突とつ飛ぴで無む茶ちやな要求をされるかも知れないと身み構がまえていたのだ。それがただ、正体を明かされたくない、というのであればその気持ちは理り解かい出来たし……何より今の彼女は、ごく普通の、上じよう品ひんな華か族ぞくの息そく女じよにしか見えなかった。

「それは、構わないよ」

　乱歩はもう一度、首を縦たてに振る。実は乱歩自じ身しん、言われずとも正体は明かさないつもりだった。

「君が何を目的として戦っているのはか分からないし、報ほう道どう機き関かんだからと言って一いち都と民みんの情報を安あん易いに報じる訳わけにはいかない。報道の力を知っているからなおさらだ。そもそも記事で明かすつもりもなかったさ」

「そうですの？　でしたら助かりますわ」

　ほっとした様よう子すで、サヱカは微笑ほほえんだ。

「記者様さまと言えば、得た情報はあれこれ構わず書いてしまうものだと思っておりましたので」

「……そういう記者がいることも否定はしないがね」

　苦く笑しようしつつ、乱らん歩ぽはここで覚かく悟ごを決める。

　元もと々もと彼女とは接せつ触しよくするつもりだったのだ。せっかくこうして会かい見けん出来たのだから──本来話はなしたかったことを話してみるべきだ。

　幸いなことに、自分は向こうの要よう望ぼうを飲んだばかりだ。まだ安心し切る訳わけにはいかないが、道どう理りを弁わきまえた会話も出来るようだし──「交こう渉しよう」を持ち掛ける余よ地ちはあるはず。

「……だから、正しよう体たいは明かさない分、こちらからも提てい案あんがあるんだが……」

「……提案？」

　サヱカは幼い仕し草ぐさで首を傾かしげる。

「どういうことですの？」

　そんな彼女に、乱歩は息を吸い込むと、

「君の戦いを──取しゆ材ざいさせてほしい」

　はっきりと、宣せん言げんするように言った。

「全てを知り、きちんと君の目的や意い図とを知った上で、事件の真しん相そうを都と民みんに伝えたいんだ」

　……サヱカは黙だまって乱歩を見ている。どうやら事情が上う手まくつかめていないようだ。

「もちろん、真相を都民に伝えると言っても、正体を明かす訳わけではないよ」

　乱歩は説明を続けた。

「伝えるのは、あくまで『事情』だ。今、帝てい都と民みんは君が戦う理由や活いキ人形の正体を知らないんだ。そのせいで恐きよう怖ふが伝でん播ぱし、憶おく測そくが憶測を呼ぶ状態になっている。憶測の中には、事実無む根こんのものだってあるだろう。僕はそれを、なんとかしたい。君だって根も葉もない悪あく評ひようよりは事実が伝わる方がいいだろう？　誤ご解かいが解ければ行動しやすくなる部分もあるかもしれない。この提案は、双そう方ほうに利があるんだ。だから──」

　乱歩はまっすぐ、サヱカの目を見た。

「──取材をさせてはくれないか」

　サヱカはしばし乱歩を見つめ、考えるように唇くちびるに指を当てると、

「……お断りしたら、どうなりますの？」

　重ねてそう尋たずねた。

「残念だが……君の正体を隠かくし続ける、という保ほ証しようはなくなるね」

　……これはハッタリだった。

　仮に断られたとしても、乱歩は彼女の正体を明かすつもりはなかった。記者として、安あん易いに情報を流すつもりはない、というのは本ほん心しんだ。

　それでも、提てい示じした条件には、墜つい落らく乙女おとめにとっても十分な利り点てんがあったはず。交渉は成立するだろうし、これがハッタリであることもばれることもないだろう。

　──しかし、数秒の間まがあってから、

「……はぁ」

　サヱカは短く溜ため息いきをついた。

「やはり説明が足らなかったようですわね……もう少し、親切にお話しすべきでした」

　……説明が足らなかった？

　どういうことだろう。自分は何か、勘かん違ちがいをしているのだろうか？

　乱らん歩ぽがここまでのやり取りを思い返そうとした──次の瞬しゆん間かんだった。

　彼の体はふわりと宙ちゆうに浮かび──椅い子すをなぎ倒しながら背後の壁に叩たたきつけられた。

「──ぐァッ!?」

　──鋭い痛みが全身に走る。

　のどが絞しまっている──呼吸が出来ない。

　見えない力によって──壁に磔はりつけにされている。

　気付けば、サヱカの頭の後ろには、魔ま法ほう陣じんがうっすらと浮かび上がっていた。

「ま……魔ま術じゆつ……か……」

　間違いない……これは墜つい落らく乙女おとめの魔術だ。

　蓋けだシ野のサヱカが──自分に攻こう撃げきを仕掛けている。

　活いキ人形を殺すときと、同じようにして──

「立場を弁わきまえてくださいな」

　呆あきれたような笑えみで、諭さとすような声でサヱカは言った。

「そもそも、わたくしたちは対たい等とうでもなんでもありませんわ。こうやって、手て軽がるに消してしまうことが出来るのですし。先ほどのお願いも、いいえ、あれはお願いではありません。宣せん告こくです。正体をばらせば、あなたを殺す、という」

　……油ゆ断だんをしていた。

　気き道どうを絞め付けられながら、乱歩は悔くやむ。

　警けい戒かいを解いた訳わけではなかった。「悪あく人にん」の呼び名をほしいままにする女に交渉を持ち掛けるのだ、どこかで反はん撃げきに出られる可能性せいも考えていた。

　それでも──この状況には予想が甘かったことを痛つう感かんせざるを得ない。

　いったん殺さつ害がいをほのめかされてしまえば──駆かけ引きも交渉ももはや無意味だ。

「……本ほん気きか？」

　かすれた声で、乱歩は尋たずねた。

「君は本当に、僕を殺すつもりなのか……？」

「あら、意い外がいかしら？」

　サヱカは椅い子すに腰かけたまま、絵かい画がでも眺ながめるように乱歩を見ている。

「乱歩さんも、わたくしが世せ間けんでどう噂うわさされているかはご存ぞん知じでしょう？　『悪人』という認にん識しきは、非常に適切ですわ」

「こんなことが許されると思うのか？」

「……許される？」

　驚いたように訊きき返すと──サヱカは声を立てて笑い始めた。子供が笑っているかのような、心しん底そこ楽しげな声で。

「あははははははは」

「……何が可お笑かしい」

「誰だれがわたくしを許してくださるのかしら？」

　椅い子すから立ち上がり、サヱカはこちらに歩いてくる。

「あなた？　法律？　世せ間けん様さま？　それとも、神かみ様さまですの？　許されなければ、わたくしにはどんな罰ばつが下るのかしら？」

　そして──サヱカは乱らん歩ぽの顔を覗のぞき込んだ。

「──本当に、恐ろしいことですわ」

　……その邪じや悪あくな笑えみに。

　一いつ見けん屈くつ託たくのない──その実、致ち死し量りように近い悪あく意いを含んだ笑みに、乱歩は確かく信しんする。

　この女は──やはり悪あく人にんだ。

　一見育ちのいい少女に見えるその内面には──正せい義ぎ感かんなどとは程ほど遠とおい気持ちで行こう動どうする、本ほん物ものの悪人が潜ひそんでいるのだ。

　ただ、同時に強い違い和わ感かんも覚えた。

　なぜ悪人が活いキ人形と戦うのだろう。

　表面的にであれ帝てい都と民みんを救うような行動に出たのだろう。

　きっとそこには事情があるはずだ。自分にはまだ、及びもつかないような事情が。

　……半なかば反射的に、乱歩の胸にある欲よつ求きゆうが芽め生ばえた。

「さて、改めて伺うかがいますわ」

　面白くて仕方がない、と言った声こわ色いろで、サヱカが尋たずねる。

「記者様さまは──乱歩さんは、それでも取しゆ材ざいを希望されますの？」

「……知りたい」

　──乱歩は、欲求を口にした。

　何とか口を開き、絞しめられた気き道どうから息を絞しぼり出して。

「それでも僕は……いや、なら一いつ層そう僕は、君を取材したい……。全てを知り、その上で……君のやっていることの意味を、理解したい……」

　──サヱカは、わずかに目を見開いた。

　乱歩の言葉が、本ほん心しんから意い外がいだったのかもしれない。

　乱歩の磔はりつけを解くと、彼女は椅子に戻り何か考え始める。

　突とつ如じよ支えを失った乱らん歩ぽは、絨じゆう毯たんの敷しかれた床に転がり何度も咳せき込んだ。

「……いいでしょう」

　乱歩の咳せきがようやく止やんだところで、サヱカはそう言った。

　それまでとはどこか違う、困こん惑わくを含む声こわ色いろで。

「あなたに、取しゆ材ざいを許きよ可かします」

　……突とつ然ぜんの台詞せりふに、乱歩はその意味を飲み込めない。

　取材を、許可する？

　自分たちは対たい等とうでないと、いつでも殺すことが出来ると宣せん言げんしておきながら？

「……本当に？」

「ええ、本当ですわ。今回は、言葉の通り捉とらえていただいて結けつ構こうです。乱歩さんに、わたくしを取材することを許しますわ」

「どうしてそんな、急に」

「……不ふ思し議ぎですわね」

　眉み間けんにしわを寄せ、自分でも理り解かい出来ない様よう子すでサヱカは俯うつむいた。

「何な故ぜだか、そんな気分なのです。まあ、気まぐれと言ったところでしょう。女おんな心ごころは往おう々おうにして、本ほん人にんにも理解し切れないものなのですわ」

　そんなもの、なのだろうか。

　本ほん人にんにも理解出来ないのであれば、彼女のどのような深しん層そう心しん理りが、取材を許可しようという結けつ論ろんを導き出したのであろう。

　とはいえ、せっかくつかんだ好こう機きだ。乱歩としても、みすみす逃のがすつもりはない。

「分かった……よろしくお願いする」

「ええ……ただ、先ほど言ったことは、約束していただきたいのです」

　顔を上げ、サヱカは乱歩の顔を見た。

「わたくしと活いキ人形の戦いの、全てを最後まで見み届とどけることを。そしてそれまでは、戦せん闘とうの内容のみを報ほう道どうすることを」

「それは、もちろんさ」

「ありがとうございます、では……これにて、契けい約やく締てい結けつですわね」

　そう言うとサヱカは椅子から立ち、不ふ穏おんな笑えみを浮かべた。

「せいぜい。戦いが終わる前に死なないよう気を付けてくださいな」

　その表情が──なぜか不ふ覚かくにも美しく見えて。

　初めて相手が女性であることを実じつ感かんしてしまって。

「……そうさせてもらうよ」

　動どう揺ようしながら、乱歩は頷うなずいた。

　──その時だった。

「──サヱカ！」

　サヱカの背後から小さな影が飛び出し──甲かん高だかい声を上げながら部屋中じゆうを飛び回った。

「活いキ人形が出たみたい！　御お茶ちやノ水みずに大おお型がたが一いつ体たいと小こ型がたが十一体！」

「あら、かすてらさん」

　サヱカはそう言い、右手の指を水平に伸ばす。

　小さな黒い影は──その白い指にさかさまにぶら下がり、

「人々が襲おそわれてる！　すぐに駆かけつけよう！」

　キィキィ泣きながら、そう続けた。

　──蝙こう蝠もりだった。

　蝙蝠がサヱカの指に止まり、自分たちの方を見ている。

「な、なんだそれは」

「この方は、かすてらさんと言いますの。数ヶ月前まえにわたくしの元に現れ、魔ま術じゆつを使えるようにしてくださったのよ」

「……なんて非ひ科学的な。……いや、墜つい落らく乙女おとめを前にして、今いま更さら非科学的も何もないか」

「さて、ちょうど活キ人形も出現したとのことですし」

　サヱカはソファから立ち上がった。

「まずは一度、戦いをご覧らんに入れましょう」




　　　＊




　到とう着ちやくした御茶ノ水では、人形座ざによる惨さん劇げきが既すでに幕まくを開けていた。

　悲ひ鳴めいを上げ逃げ惑まどう人々。何台かの馬ば車しやが、全ぜん力りよく疾しつ走そうで通りを駆け抜けていく。

　彼らが元いた方向には──応おう戦せんしたのであろう警けい官かんの亡骸なきがらが血ち溜だまりに浮かんでいた。

「──ウォァアアアアアアアアア！」

　惨さん状じようの中心では、大型活キ人形が唸うなり声を上げ警官隊たいと交こう戦せんしていた。

　背せ丈たけは大人おとなの倍ばいほど。顔は中ちゆう年ねんの男性風ふう。

　口くち元もとの歪ゆがみと細められた目が、悲しげな表情を演えん出しゆつしている。

　農のう民みん風ふうの服ふく装そうであるのは、機き動どう性せいを重じゆう視しした結果であるかもしれない。重そうなその体を勢い任せに振り回し、活キ人形は警官隊を圧あつ倒とうしていた。

　さらに、その足あし元もとでは赤あか子ご程てい度どの大きさの活キ人形たちが、菓か子しに群がる蟻ありのように警官に襲おそい掛かっている。彼らが逃げる者の動きを鈍らせ、大型活キ人形がとどめを刺さす、という分ぶん担たんであるようだ。

　──そんな風に状況判はん断だんしている間に、一人の警官が小型活キ人形に足あし止どめされる。

「──うわああああ！　やめろ！　放せ！　放してくれ！　ああああああ！」

　全身にまとわりつく活いキ人形。警けい官かんは真まっ青さおになって悲ひ鳴めいを上げる。

　そして、彼の頭は──大おお型がた活キ人形の腕の一ひと振ふりによって無む残ざんに吹き飛ばされた。

「──またやられた！　急がなくては！」

　現げん場ば近く。人通りのない路ろ地じ裏うらで、蓋けだシ野の家けの自動車を飛び降りた乱らん歩ぽは車内のサヱカを急せき立てた。

「このままじゃ犠ぎ牲せいが出で続つづける！　早く何とかしないと！」

　しかし、サヱカはあくまでゆるりと車を降りると──

「少しは落ち着いてくださいな」

　──呆あきれたように溜ため息いきをついた。

「慌あわてたところでどうなる訳わけでもありませんわ」

「落ち着いている場合ではないだろう！　人の命が懸かかって──」

「──ところで乱歩さん」

　乱歩の方を見ると、サヱカはうっすらと微笑ほほえんだ。

「わたくし、実は『墜つい落らく乙女おとめ』という呼び名を結けつ構こう気に入っていますの。『墜おちるように戦う』という意味でそうつけていただいたようですが、それが非常に、正しい指し摘てきなのですわ。わたくしの使う魔ま術じゆつは『重じゆう力りよく操そう作さ』。ものを引きつける力を自じ在ざいに発はつ生せいさせられるのです。発生点てんやその強さ、方向などを意のままにして。ですから──」

　瞬しゆん間かん──サヱカの体が光に包まれる。

　ブラウスが、スカートが、目ま深ぶかにかぶっていた帽ぼう子しが一いつ瞬しゆんで分ぶん解かいされ、真まっ赤かなドレスに作り替えられる。

　頭の後ろには魔ま法ほう陣じんが浮かび回転を始めた。

　そして、彼女は音もなく宙ちゆうに浮かぶと──

「──このように、あちらに『墜ちて』行くことが出来るのですわ」

　──凄すさまじい速度で、活キ人形に向かって「落らつ下か」し始めた。

　それはさながら──「真しん紅くの矢」だった。

　極きよく度どの重力によって加か速そくされ、同時に体たい内ないから体たい外がいに向けた重力で補ほ強きようされたそれは、大型活キ人形の振り上げた右肘ひじに「着ちやく地ち」すると──

「……グァッッ!?」

　──関かん節せつ部ぶ分ぶんを貫かん通つうし、肘から先をつま先さきで蹴けりちぎった。

「──ウォアアアアアアアアア！」

　鮮せん血けつがほとばしった。

　切せつ断だん面めんから、銀ぎん色いろの金きん属ぞくが覗のぞく。

　凄すさまじい咆ほう哮こうに乱歩は思わず耳をふさぐが、サヱカは動どうじることなく空中で身を翻ひるがえし、悶もだえる活キ人形の頭の上に舞い降りた。

　そして、日ひ傘がさを周囲の警けい官かん隊たいの最さい前ぜん線せんへ向け──コンパスのようにくるりと体を一回転。警官隊に取り付いていた小こ型がた活いキ人形たちを──全て地面へ落らつ下かさせた。

「キシャァァァ！」

「ギャァァァァ！」

　断だん末まつ魔まとともに、彼らは順じゆん番ばんに砂すな地ちの地面に押しつぶされていった。

　──この間、数秒。

　落下を始めてからたった数秒で──サヱカは大おお型がた活キ人形の右腕うでを奪うばい去り、小型を全て絶ぜつ命めいせしめた。

　戦せん闘とう──というよりは、踊っているようにも見える華か麗れいな動きに、乱らん歩ぽは夢を見ているような気分になる。

「現レタカ、墜つい落らく乙女おとめ……」

　もう一いち度ど宙ちゆうを舞い、自らの目の前に降り立ったサヱカに、活キ人形は低く唸うなった。

「今回ハ、無ぶ事じデ帰ラセハセンゾ……」

「まあ、腕を失ったというのに凛り々りしいこと」

　サヱカは口くち元もとに手を当てる。その顔に、冷たい笑えみを浮かべて。

「それにあなた方、わたくしのことをご存ぞん知じですのね……きちんとご挨あい拶さつもしておりませんのに、光こう栄えいなことですわ──」

　サヱカは宙に浮かび上がる。

　そして彼女は──

「このような出会い方でなければ、お茶ちやの一いつ杯ぱいでもご馳ち走そうして差し上げたかったのですけれど」

　──再び活キ人形に向かって落下し始めた。

「同ジ手ヲ食ウカ！」

　活キ人形は体をよじった。

　サヱカの落下をかわし、そのまま反はん撃げきに移るつもりらしい。

　しかし──

「ッグ!?」

　──左手だけが元いた空間に固定されている。

　サヱカの魔ま術じゆつで、そこに磔はりつけにされているのだ。

「糞くそォッ！」

　活キ人形は声を上げるが、サヱカは音もなく左腕うでに着ちやく地ちすると──今度は肩ごと腕を切せつ断だんした。

「──アグアアアアアア！」

　──大量の血けつ液えきが噴ふん出しゆつする。

　耳をつんざく怒ど声せいに、警官隊も顔をしかめる。
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　両手を失った活いキ人形は均きん衡こうを失い倒れかけるが、なんとかその場に踏みとどまった。

　そして、再びサヱカの方を向くと──

「コウナッタラ……コウナッタラ！」

　──凄すさまじい速度で駆かけ出した。

　その足取りは大いに乱れている。活キ人形が追いつめられているのは明めい白はくだ。

「ずいぶんと必ひつ死しですのね」

　着ちやく地ちすると、サヱカは酷こく薄はくな笑えみを浮かべた。

「どうせ死んでしまうのですから、せめて苦しまないようあっさり殺されてくれればいいのに」

　彼女は活キ人形の足に日ひ傘がさを向け、右足をはるか後方に吹き飛ばし、左足を滅め茶ちや苦く茶ちやに折り尽くした。

　両足を失い、活キ人形は駆かけていた勢いのままうつぶせに地面に倒れ込む。

　凄すさまじい轟ごう音おんとともに地面が揺れ、黄き色いろい土つち埃ぼこりが周囲に舞い上がった。

　さらに、うめき声を上げつつ首の力でのたうち回ろうとする活キ人形を、

「ちょっと、落ち着いてくださるかしら」

　サヱカは魔ま法ほうで仰あお向むけにひっくり返し、押さえつけた。

「……何ヲスルツモリダ！」

　その問いには答えず、サヱカはふわりと宙ちゆうに浮かぶ。

　そして──ゆっくりとした動きで移動すると、活いキ人形の胸に着ちやく地ちした。

「……貴き様さま！」

　せめて一いつ矢し報むくいたいのか、口を開け閉めしてなんとかサヱカに嚙かみつこうとする活キ人形。しかしそれすらも──サヱカは日ひ傘がさを向け、魔ま術じゆつで封じ込めた。

「……ねえあなた、おやめになって」

　慈いつくしむような声を上げるサヱカ。

「これ以上は無む駄だですわ。苦しむだけですもの」

「止やメルモノカ！」

　発声に口の動きは必要ないらしい、活キ人形は殺さつ意いの消えない声で応こたえた。

「ソレシカ、俺おれニハ残サレテイナイノダ！」

「……残されていない？　どういうことですの？」

「貴様ニハ関係ノナイコトダ！」

「……それもそうですわね」

　言いながら、日傘で活キ人形の体をつつくサヱカ。かつかつ、という乾かわいた音が、木もく製せいのその表面に短く響ひびいた。

「……ねえ、ところであなた、不ふ思し議ぎなのですけれど」

　サヱカはしゃがみ、活キ人形の目を覗のぞき込んだ。

「わたくしが攻こう撃げきするたびに、ずいぶんと苦しそうにしてらっしゃったわよね……活キ人形もやはり痛みを感じるのかしら？」

　その問いに──周囲がざわめく。

　それまで必ひつ死しに戦せん闘とうを見守り、手て帳ちように記録を残していた乱らん歩ぽも、意い図とが分からずサヱカの顔を凝ぎよう視しした。

「体は桐きりで出来ていて、その中は得え体たいのしれない金きん属ぞく製せいなのでしょう？　それを傷つけられることにも──あなたたちは、痛みを感じてらっしゃるの？」

「知ッタコトカ！」

「教えてくださらないのね……。残念だけれど仕方ありませんわ。ではそろそろ終わりにいたしましょうか」

　言って──サヱカはその顔に笑えみを浮かべる、

　──この世の悪あく意いを凝ぎよう縮しゆくしたような、暗い笑みを。

　彼女は身をかがめ、活キ人形に何か耳みみ打うちすると、立ち上がりもう一度微笑ほほえんだ。

「それでは、然様さようなら──可哀かわい想そうな活キ人形さん」

　日傘を活キ人形に向けるサヱカ。

　次の瞬しゆん間かん──活キ人形は「ギャッ」っと断だん末まつ魔まを上げ体をびくりと震わせると、大量の血けつ液えきを周囲にほとばしらせ……絶ぜつ命めいした。

　活いキ人形の上から降りると、サヱカは頰ほおについた返り血をぬぐい──不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめた。

　見回すと、野や次じ馬うまや警けい官かんたちは──助けられたというよりも、凄せい惨さんな事故現げん場ばに出くわしたような表情で、サヱカたちの方を見ていた。

　──圧あつ倒とう的てき、だった。

　サヱカの戦いは、強さも、速さも──残ざん酷こくさも。

　そしてその様さまは──どう見ても、悪あく人にんが弱じやく者しやをいたぶる光こう景けいそのものだった。

　乱らん歩ぽの胸に、これまで何度も繰り返してきた疑問が反はん芻すうされる。

　墜つい落らく乙女おとめは、何者なんだ？

　なぜあのように戦う？

　そして人形座ざも、返り討うちに遭あう可能性があってなぜ襲しゆう撃げきをやめない……？

　今回の戦いを経て、乱歩の胸の中でそれらの疑問はより鮮せん明めいなものになっていた。

　きっと自分はまだ……事件の真しん相そうの入り口に、足を踏み入れ始めたに過ぎない……。

　とはいえ──

「……ふう」

　──深く息を吐き出し、乱歩は一いつ旦たん疑問を保ほ留りゆうにする。

　……ともあれ、戦せん闘とうは終了したのだ。

　色々あった一日だが、これで一いち段だん落らく。まずは一いち度ど社に戻り、考えごとはそれからにしよう。

　思えば臼うす杵きとは往おう来らいで別れてそのままだ。心配しているかもしれない……。

　そうと決まれば早い方がいい。

　手て帳ちようを懐ふところにしまい、乱歩が自動車の待っている路ろ地じ裏うらに戻ろうとした──その時だった。

「──キャアア！」

　──もう一度、観かん衆しゆうから悲ひ鳴めいが上がる。

　現場に背を向けていた乱歩は慌あわてて振り返り──それを見た。

　激しく回転する黒い塊かたまりが──血をぬぐっていたサヱカめがけて、上空から突とつ撃げきしてくる。

　彼女は大きく後こう退たいし、紙かみ一ひと重えでそれをかわしたが──サヱカのいた場所には、地面に大きな穴が穿うがたれていた。

　そして、その穴の中心には──全身に黒いローブをまとった何者かが立っている。

　──背せ丈たけは一いつ般ぱん的な成せい人じん男性ほど。

　顔は布ぬの地じの奥に隠かくれ、どのような外がい見けんなのかうかがい知ることが出来ない。

　──活キ人形か？

　──この場の活キ人形は全てサヱカが倒し切ったはずだったが、どこかに隠れていた？

　──いや、他の活キ人形に比べて動きが機き敏びんすぎる……。同じものだとは到とう底てい思えない。

　一旦退ひき距離を取ったサヱカも、怪け訝げんな表情でローブの男の様よう子すをうかがっていた。

　──その時。

　乱らん歩ぽの脳のう裏りにある可能性せいが浮かぶ。

　思い出すのは、昼過ぎに東とう条じように見せられた──犯はん行こう声せい明めいだ。

「……気を付けろ！」

　気付けば乱歩は、サヱカに向かってそう叫んでいた。

「そいつは恐らく──『人形座ざ座ざ長ちよう』だ！」

　──犯行声明には「次回から、座長も戦せん闘とうに参加する」と書かれていた。

　先ほどの戦闘に普通の活いキ人形しか参加していなかったことを考えれば──間違いない。今サヱカが対たい峙じしているローブの男こそが──人形座座長なのだ。

　乱歩の声に、サヱカは「まあ」と声を漏もらすと、目を眇すがめて男の姿すがたをじっと眺ながめる。

「本当に、『人形座座長』様さまですの……？」

　しかし……男はサヱカの問いに答えることなく──再び彼女に襲おそい掛かった。

　先ほどと同じく──竜たつ巻まきのように凄すさまじい速度でその身を回転させながら。

「……ずいぶんとせっかちですのね」

　今度もサヱカはそれをギリギリのところでかわす。

「そう焦あせっていては、器うつわが小さいと思われてしまいますわよ？」

　そのまま彼女と座長は──視し認にんするのも危ういほどの速度で、戦闘を開始した。

　日ひ傘がさで動きを封じようとするサヱカに、それをかわして相手に肉にく薄はくする座長。

　しばらく応おう酬しゆうが続くが──乱歩は、はっきりと認にん識しきした。

　──サヱカが押されている。

　優ゆう劣れつは、そこまで明らかではない。

　しかし、サヱカの攻こう撃げきが大きく座長から外はずれるのに対し──座長の攻撃は、少しずつ精せい度どを上げサヱカに迫りつつあった。

　野や次じ馬うまからも、困こん惑わくのどよめきが上がり始める。

　そしてついに──繰り出された座長の飛び蹴げりが、サヱカを射しや程てい内に捉とらえた。

　鋭い一いつ閃せんが繰り出され──何かを切り裂さくような甲かん高だかい音が辺りに響ひびく。

　今度こそやられたか──。

　乱歩は手に汗あせ握ったが……サヱカは一いつ旦たんその場から後こう退たいし、座長から十分距きよ離りを取り態たい勢せいを立て直した。

　……どうやら、致ち命めい傷しようを負った訳わけではないらしい。

　しかし──真しん紅くのスカートが腰の辺りまでざっくり裂さけ、白く艶なまめかしい脚あしが露あらわになっていた。

「……まあ」

　それに気付いたサヱカは、忌いま々いましげに眉み間けんにしわをよせた。

「淑しゆく女じよの着き物ものを切り裂さくとは──ちょっとばかり、無ぶ粋すいに過ぎません？」

「……」

　座ざ長ちようは無む言ごんのまま、サヱカとの距離を測はかっている。

「……あくまでそうやって、わたくしを無む視しするのですね。ええ、ええ、よく分かりました。なら──」

　──サヱカの顔かお色いろが変わる。

「わたくしが──あなたに確実に、地じ獄ごくを見せて差し上げますわ」

　ドレスを破られたことに、内ない心しん激げつ昂こうしているらしい。

　彼女の頭の後ろにある魔ま法ほう陣じんが、これまでにない速度で回転を始めた。

　しかし、彼女が手に持った日ひ傘がさを再び座長に向けようとした、その時──座長は突然サヱカから視線を外し、自分の体を確かく認にんし始める。

　そして、どこか悔くやしげに見える動きで空を仰あおぐと──彼は登場した時同どう様よう、竜たつ巻まきのように回転しながらその場から去って行った。

「……」

　その意味不ふ明めいな行動に、周囲に沈ちん黙もくが舞い降りる。

　──逃げ出した？

　戦せん闘とうはあちらに有利な展開だったのに、座長はこの場から離り脱だつしたのか……？

　その感想は、周囲の野や次じ馬うまも同じだったらしい。彼らは呆ぼう然ぜんとした様よう子すで、座長の去った空を見上げていた。

　そしてサヱカは──

「ここまで戦っておいて、逃げ出すとは……本当に忌いま々いましい」

　その顔に怒りの色を浮かべ、ドレスの裂け目に視線をやっていた。




　　　＊




「あれが座長ということで、間違いなさそうですわね」

　蓋けだシ野の家けの自動車内ないで。

　戦闘を終え帰き宅たくする途と中ちゆう、サヱカは天てん井じようにぶら下がるかすてらにそう言った。

「そうだね……乱らん歩ぽ君の言う犯はん行こう声せい明めいにも書かれていたなら、間違いないと思うな。でも、あそこまで機き動どう力りよくがあるのに私の魔ま力りよくセンサーにかからないなんて……よっぽど高度な魔ま術じゆつを使用しているんだと思う」

「なるほど」

　車しや窓そうに肘ひじをつき、サヱカは不ふ機き嫌げんそうな顔かお色いろで吐き出すように言った。

「つまりあいつが、その魔術で活いキ人形を使し役えきし、帝てい都と民みんを襲おそっている、ということですのね」

「……そうだろうね」

「全く忌いま々いましいことですわ」

　……ドレスを裂さかれたことを今も根に持っているのか。

　既すでに服ふく装そうは普ふ段だん着ぎに戻っているし、ドレスも再さい度ど生せい成せい時じには元に戻るとのことだったが……サヱカの表情には、未いまだにあからさまな怒りの色が宿っている。

　そしてその隣となりで、乱らん歩ぽは今日きようの出で来き事ごとを反はん芻すうし、物もの思おもいに耽ふけっていた。

　初めて目まの当たりにしたサヱカの戦せん闘とうは──予よ想そう以上に凄せい惨さんなものだった。

　たくさんの警けい官かん、帝てい都と民みんが死んだ。活いキ人形自じ身しんも血ち溜だまりに沈んだ。無む傷きずで済んだ野や次じ馬うまにも心に深い傷を負った者がいたかも知れない。そして戦いに勝利したサヱカすら、不ふ機き嫌げんな表情で帰き路ろについている。

　本当に、誰だれ一人ひとりとして幸せにならない戦闘だった。

　誰にとっても利のない、不ふ毛もうな戦いであるとしか思えなかった。

「……訊ききたいんだが」

　そんな台詞せりふが乱歩の口をついたのは、ほとんど無む意い識しきのことだった。

「なんですの？」

　刺とげ々とげしい口く調ちようで返すサヱカ。

　それに怖おじることなく、

「君たちは……何な故ぜ戦っているんだ？」

　乱歩は端たん的てきに尋たずねる。

「この戦いは、何なんだ？　人形座ざとは、何者なんだ？」

「まあ」

　驚いた様よう子すで、サヱカは口くち元もとに手を当てる。

「取しゆ材ざい初日にあっさりそんなことを訊くなんて、せっかちな記者様さまですわね。それに、最後まで見み届とどけて判はん断だんするという約束でしょう？」

「もちろん、判断は最後にするさ。それでも、一いち度ど二人から聴きいてみたいんだ。この戦いの『意味』を」

「そうですの……」

　サヱカはしばらく考えると、

「まあ、構いませんわ。可能なところまで、説明して差し上げます」

　視線を車しや窓そうの外に戻した。

「すみません、かすてらさん。どこまで話していいものか分からないので、事情の説明をお願い出来ますか？」

「いいよ！」

　天てん井じようで車の動きに体を揺さぶられながら、かすてらは説明を始める。

「私からも、全部を教えることは出来ないんだけど……きっと人形座ざ座ざ長ちようは、サヱカと同じ形で魔ま術じゆつを習しゆう得とくした人間だと思うんだ。そして彼は、何かしらの目的を持って活いキ人形に魂たましいを宿らせ、帝てい都と民みんを襲おそわせている。それを止めるために、私はサヱカに協力をお願いした、という流れだね」

「……ふむ」

　手て帳ちようにメモを取り、乱らん歩ぽは顎あごを撫なでる。

「先ほど、サヱカ君の魔術はかすてら君が使えるようにしたと聞いたのだけど」

「うん、そうだよ」

「ということは──座長に魔術を使えるようにしたのも、かすてら君なのか？　あるいは、かすてら君の仲間なのか？」

　かすてらは、しばし逡しゆん巡じゆんするように黙だまってから、

「……後こう者しやだね」

　短くそう答えた。

「私は座長が誰だれなのか、本当に知らないよ」

「では……かすてら君とその仲間は、どこから来たんだ？」

「……この世界から、とても離れたところにある世界、かな……」

「具体的に、どういう世界だい？」

「……えっと、それは……」

「魔術を使えるようにする、ということは魔ま界かいだろうか？　あるいは、他の天てん体たいから来た、だとか？」

「……ええっと……」

　口ごもるかすてら。やはりあまり多くの情報は公こう開かい出来ないようだ。

「乱歩さん、質問はそこまでですわ」

　さすがに見かねたのか、サヱカが話を遮さえぎった。

「それ以上かすてらさんを困らせるなら、殺しますわよ？」

　……身の危険を感じて、乱歩は一いつ旦たん言葉を飲み込んだ。

　しかし、気持ちを立て直すと、

「では……今度はサヱカ君に質問していいだろうか？」

　もう一いち度ど乱歩は、手帳にペンをあてがう。

「わたくしにも訊ききますの？」

　うんざりした様よう子すで、サヱカは乱歩を見た。

「ああ」

「はあ……記者様さまなんかと協力を約束したのは、失敗だったかも知れませんわね……」

　溜ため息いきをつくサヱカ。しかし乱歩はその台詞せりふを承しよう認にんと判はん断だんし、

「どうしてサヱカ君は……かすてら君の協力要よう請せいに応こたえたんだい？」

　サヱカにそう尋たずねた。

「どうして君は、人形座ざと戦うことにした？」

　──目もつ下か、乱らん歩ぽが一番気きになるのはそこだった。

　もしも自分が、同じようにかすてらに助けを求められれば、間違いなくそれに応じただろう。罪つみもない帝てい都と民みんが襲おそわれるなんて、絶対に許せない。

　しかし、目の前の悪あく人にんがそういう理由で戦いを繰り広げるとは、到とう底てい思えなかった。

「……そうですわね」

　サヱカは頰ほおに手を当てる。

「気に食わないから、ですわ」

「……気に食わない？」

「ええ。活いキ人形なんて得え体たいの知れないものが、この帝都で好き勝かつ手てやっているのですよ？　なんだか無む性しように、気に食わないではありませんか。ですからわたくしは、彼らをひたすら殲せん滅めつしたいのです」

　……その回かい答とうに、すとんと腑ふに落ちたような感覚を覚える。

　そんな理由で戦っているのであれば、殺し方が残ざん虐ぎやくになるのも当然だ。結けつ局きよく彼女は、自分の「快かい楽らく」のために活キ人形を駆く逐ちくしているのだから。

　帝都民を救うような形になっているのは、たまたま利り害がいが一いつ致ちしたから、ということだろう。

　そして、その考えを証しよう明めいするかのように、

「それから、人形座座ざ長ちようが何をもくろんでいるのかも、知りたいところですわ」

　サヱカは最後にそう付け加えた。

「内容によっては、わたくしも、そちらの側に回るかもしれませんわね」

「……なるほどね」

　髪かみを搔かき手て帳ちようをしまうと、乱歩は自動車の座ざ席せきに体重を預けた。

「よく分かったよ」

　……確かに、説明の通りであるならばサヱカの行動には納なつ得とくがいく。

　理り屈くつが破たんしている個所だって見当たらない。

　しかし──何な故ぜだろう。

　乱歩はそこに、違い和わ感かんを覚えている自分に気が付いた。

　どうしても、彼女の言葉を鵜う吞のみにする気はなれなかった。

　ただ、そんな風ふうに思う理由は自分でも分からなくて……彼は窓の向こうに流れてゆく帝都の景色けしきを静かに見送った。

　どうやら、本ほん人にんにも理り解かい出来ないのは、女おんな心ごころだけではないらしい。
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「どうすれば……もう少し踏み込めるやら……」

　──サヱカとの「取しゆ材ざい契けい約やく」から二週間。

　通つう算さん四回目となる戦せん闘とう取材を終えた乱らん歩ぽは、慣れない「その空間」でぼんやり独ひとり言ごちた。

「そろそろ何かしら、策さくを練った方がいい頃ころ合あいだろうか……」

　ほとんど無む意い識しきのうちに吐き出されたその声は、木もく目めの美しい壁に反はん響きようし、誰だれの耳に届くこともなく消えていった。

　契約締てい結けつ以い降こう──彼の記者業ぎようは至って順じゆん調ちようだった。

　活いキ人形が現れるたびに蓋けだシ野の家けから記者室しつに電話がある。それに従い乱歩が現げん場ばに向かうと、ほぼ間違いなくその戦いを丸まる々まる取材することが出来るのだ。

　結果、多くのことが分かってきた。

　サヱカが本当に、一いつ貫かんして悪あく人にん然ぜんとした態度をとり続けていること。

　その割にはきちんと道どう理りを弁わきまえており、会話には稀まれに理り知ち的な印いん象しようすら覚えること。

　かすてらを相手にする時だけは礼れいを尽くしていること。

　これまでただ「恐きよう怖ふの権ごん化げ」だった墜つい落らく乙女おとめが、今の乱歩には一人の人間であると認にん識しき出来るようになり始めていた。

　さらに、彼の記事は「詳しよう細さいな戦闘描びよう写しや」という強力な武ぶ器きを得ることとなり、帝てい都と内ないでも話わ題だいとなりつつあった。地じ味みさは相変わらずだというのに、情報量りようが群を抜けばそれなりに評ひよう価かはされるらしい。おかげでこのところ、東とう条じようの機き嫌げんもすこぶるいい。

　しかし──

「どうしたものか……」

　──肝かん心じんの、活キ人形の正しよう体たいは分からないままだった。

　人形座ざ座ざ長ちようもあれ以い来らい現れていないし、サヱカの本ほん心しんだって相変わらず読むことが出来ない。

　であれば、乱歩としても早めに手を打っておきたいところ……なのだが。

「……ふぅ……」

　彼の頭は緩ゆるみ切り、口からは気の抜けた吐と息いきがゆるゆるとこぼれていった。

　この部屋にいては……深しん刻こくな考えごとなど出来そうにない。

「……本当に大たいしたものだ……」

　乱歩は周囲を見み渡わたす。

　立ち込める湯ゆ気げ。

　香かおりのよい木もく製せいの壁へき面めん。

　透とう明めいな湯で満ちた浴よく槽そう。

　ここは──浴よく室しつだった。

　普ふ段だん乱歩が使用している下げ宿しゆく近くの銭せん湯とう、「竹たけの湯ゆ」ではなく──蓋シ野家の、館かん内ないにある浴室なのだ。

　広さはちょうど、平へい均きん的てきな銭せん湯とうよりやや狭いくらいだろうか。壁へき面めんや浴よく槽そうは、高こう級きゆう木もく材ざいである檜ひのきで作られているようだ。

　少なくとも──乱らん歩ぽの他の知ち人じんで、自じ宅たくに風ふ呂ろのある者は一人もいない。記者室しつで一番稼かせいでいる東とう条じようですら、毎日近きん所じよの銭せん湯とうに通っていたはずだ。そこにきてこの内うち風呂完かん備び……蓋けだシ野の家けの経けい済ざい力りよくは、本当に底そこ知しれない。

　乱らん歩ぽがここを利用させてもらうことになったのは、つい先ほど新しん橋ばしで発生した活いキ人形との戦せん闘とうがきっかけだった。あまりに現げん場ばに近づきすぎたせいで活キ人形の返り血を全身に浴び、彼は着ていた服もろとも血まみれになってしまったのだ。

　さすがに見かねたのか、サヱカは「うちのお風呂に入って行かれては？」と提てい案あん。そこまで気を許していいのかと大いに迷った末に、乱歩はお言葉に甘えることにした。

　確かに、殺さつ人じん鬼き同どう然ぜんの格かつ好こうで馴な染じみの銭湯に向かう訳わけにもいかない。「竹たけの湯ゆ」の陸りく兵べ衛え爺じいさんは、最近心しん臓ぞうを悪くしたようだし。

「しかし……ずいぶん長なが風呂してしまったな」

　あまりに居い心ごこ地ちがよかったこともあり、気付けば指ゆび先さきがふやけるほどに湯を堪たん能のうしてしまった。これ以上は迷めい惑わくになるかもしれない。乱歩は湯ゆ船ぶねの中で立ち上がり、湯ゆ気げの中なか出口に向かおうとする──が。

　それより先に、木もく製せいの引き戸が開けられた。

　そして、その向こうにいたのは──。

「──サ、サヱカ君!?」

　──一いつ糸しまとわぬ、裸ら体たいのサヱカだった。

　手に持った手て拭ぬぐいで体を隠かくす様よう子すもなく、彼女は浴よく室しつに入ってくる。

　慌あわてて目を逸そらそうとしたが、視し界かいの隅すみにその体が焼き付いてしまった。

　──細い首からなだらかにつながる肩。

　──控ひかえめに膨ふくらんだ胸に、適てき度どにくびれつつも幼い印いん象しようのお腹なか。

　──腰こし回まわりは緩やかな曲線を描き、ほっそりとした脚あしに繫つながっている。

「な、何をしているんだ君は！」

　慌てて浴槽に戻り後ろを向いてから、乱歩は混乱の声を上げた。

「待ってくれ、僕もいるんだぞ！」

　なんだ、なんなんだこれは。

　一体どういう状況だ。

「何をしているって、もちろん入にゆう浴よくですわ」

　椅い子すに座り、体に湯をかけながらサヱカは言う。

「魔ま術じゆつで戦うのは簡単そうでしょうけれど、ああ見えて結けつ構こう汗あせをかきますのよ？」

「そ、そういうことではなくてだね……！」

　言いながらも、耐たえ難がたい誘ゆう惑わくに駆かられて……乱らん歩ぽはもう一度、ちらりとサヱカの方を見てしまう。

　これまでただ細ほそ身みに見えていた体は、こうしてみると所々で丸みを帯び、年とし相そう応おうの女性らしさをたたえていた。胸の膨ふくらみは確かにつつましやかだが、それでも十じゆう分ぶん乱歩の視線を惹ひきつける。肌はだはおろしたての石せつ鹼けんのように真まっ白しろですべすべで、鎖さ骨こつはガラス細ざい工くのように繊せん細さいで──つい先ほどまで死し闘とうを繰り広げていたとは思えないほど美しかった。

「……なるほど」

　ようやく理解した様よう子すで、サヱカは言う。

「乱歩さんは、私の体に劣れつ情じようを催もよおすということですのね」

「……そ、そんな……劣情など！」

　慌あわてて視線を前に戻す。

　正直に言えはその通りだが……そんな直ちよく截さいな言い方をしなくても……。

「むしろサヱカ君……恥はずかしくないのかい。こんな……男の前で、入にゆう浴よくなんて」

「もちろん気にしませんわ。そもそも乱歩さんとわたくしは、同どう列れつの男女ではありませんもの」

「……まあ、そうではあるけれど」

「乱歩さんの性格を考えれば、わたくしに不ふ埒らちを働くとも思えません。むしろ、今こん晩ばん一人の時に使うことも出来ないんじゃなくて？」
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「……」

「大だい体たい、万まんが一いち乱らん歩ぽさんが何かしらの行動に出ようとしたら、どうなるかはお分かりでしょう？　嫁よめ入いり前まえの身に傷をつけようなんて、活いキ人形以い上じように酷ひどい結けつ末まつを迎えていただくことになりますわ」

「嫁入り前の身を大だい事じにするなら、そもそも裸ら身しんを晒さらさないでくれたまえよ」

　深く溜ため息いきをつくと、湯の表面に波は紋もんが広がった。

　しかし……これはいけない。不ふ意い打うちを受け、狼狽うろたえるところを見せてしまった。なんだか示しのつかない気分だ……。

「……ところでサヱカ君は」

　普ふ段だんの調子を取り戻そうと、乱歩は切り出した。幸い、話したいことはいくらでもある。

「活キ人形を駆く逐ちくしたい、座ざ長ちようの目もく論ろ見みを知りたい、ということだが……警けい視し庁ちようと協力しよう、と思ったことはないのかい？」

「……警視庁、ですの？」

「ああ……」

　出来るだけ意い識しきを彼女の方からそらしつつ、乱歩は説明する。

「確かに、サヱカ君は強い。警視庁ではほとんど活キ人形を倒すことが出来ていないというのに、君にとってそんなことは朝あさ飯めし前まえだ。ただ、警視庁は警視庁で強みがあるじゃないか──人じん員いんを割さき、調査を出来るという強みが。本当に君の目的が『活キ人形を倒し、その目論見を知る』ことなら、彼らと協力した方が効こう率りつがいいと思うのだけど」

「……何をおっしゃいますやら」

　鼻で笑い、サヱカは桶おけの湯を体に掛ける。

「わたくしのような悪あく人にんが、警けい官かん様さまと手を組む訳わけにはいきませんわ。わたくし、ああいう手て合あいの人間たちが大だい嫌きらいなので」

「……そうかい」

　納なつ得とくいかないような声で言いつつも──その答えは、乱歩にとっても意い外がいではなかった。予よ想そう通りだったと言ってもいい。

　そもそも、直ちよく截さいに訊ききたいことを訊いてもサヱカがまともに回かい答とうしてくれることはないのだ。

　ならば、答えやすい質問を重ね、その中で彼女の本ほん心しんを少しずつ探っていこうというのが彼の目的だった。

　いくつか質問を繰り返し、ようやく場の雰ふん囲い気きが落ち着いてきたところで……体を洗い終えたサヱカが、浴よく槽そうにやってくる。

　彼女は乱歩のすぐそばで肩まで湯につかると、

「──すこし、先ほどの話を考え直したのですが」

　何なに食くわぬ顔で、そんなことを言い出した。

　……濡ぬれたその髪かみから雫しずくが零こぼれ落ち、胸むな元もとに流れていく。白い肌はだは上じよう気きし、艶なまめかしく潤うるおいながら薄うす桃もも色いろに染そまっていた。

　一いつ糸しまとわぬサヱカが──手の届く距離にいる……。

　一いつ気きに縮まった距離感かんに動どう転てんしつつ、必ひつ死しに乱らん歩ぽは冷静を取り繕つくろった。

「……何の話だい？」

「警察と協力する、というお話ですわ」

「……ああ」

　……ふと気付けば、湯ゆ船ぶねの片かた隅すみではかすてらまで気持ちよさそうに湯につかっていた。得え体たいの知れない生き物だが、その仕し草ぐさは奇き妙みように人間臭くさい。

「確かに、考えてみれば悪い話ではないかも知れません。わたくしも、いつまでも無む駄だな戦いを続ける訳わけにはいきませんからね。心の底から理解し合うことは出来なくとも、手を組む利り点てんは少なからずありそうですわ」

「……そうだろう？」

「ええ。ですから、乱歩さん。ご存じの警けい察さつ関係者しやがいらっしゃったら、墜つい落らく乙女おとめとしてわたくしをご紹しよう介かい願えません？」

「……う、うむ」

　頷うなずき、口ごもる。

「知り合いの関係者か……」

　考えるふりをしつつ……乱歩は彼女の心こころ変がわりに言い知れぬ不安を覚えていた。

　本ほん心しんが分からないとはいえ、この女が悪あく辣らつであることは間違いない。

　自分に見えないところで何かを企たくらんでいる可能性せいは大いにあるし、その言葉を鵜う吞のみにしていいとも思えない。

　果たしてそんな状態で……この女を警けい視し庁ちように紹介していいものなのだろうか……？

　これがこの女の悪だくみである可能性だって、あるんじゃないのか……？

　しかし、その時ふと思う。

　──「あの人」なら。

　──自分が全ぜん幅ぷくの信頼を寄せる「彼女」なら、この悪あく女じよも御ぎよすることが出来るはず。

「……分かった。一人適てき任にんがいる。その人を紹介しよう」

「本当ですの？　それは助かりますわ」

　サヱカは湯船から立ち上がった。

　ざばりという湯の音が浴よく室しつに響ひびく。

「では、その方とお会い出来るのを楽しみにしております。果たして警視庁の皆様は──どんな風ふうにわたくしを歓かん迎げいしてくださるのかしら」




　　　＊




　突然の墜つい落らく乙女おとめ訪ほう問もんに──警けい視し庁ちようは大変な喧けん噪そう状態となった。

　悲ひ鳴めいを上げる者、逃げ出す者、興こう奮ふんでサーベルを抜こうとする者、愕がく然ぜんと立ち尽くす者……。

　正面入いり口ぐちを抜け受付へ向かいながら、

「なんとまあ、情なさけないこと……」

　サヱカは呆あきれたように周囲に目を向けた。

「たかが小こ娘むすめ一人の来らい訪ほうでここまで狼狽うろたえて……もう少し、客きやく人じんに対する礼れい儀ぎというものを弁わきまえていただきたいものですわ」

　──今日きようの彼女は、ドレスではなくブラウスに短めのスカートというモダンガールファッションだ。「魔ま装そう」でなくて大だい丈じよう夫ぶなのかと乱らん歩ぽは尋たずねたのだが、墜落乙女だと認にん識しきさせる魔ま術じゆつ的てき暗あん示じは、服ふく装そうに関係なく発はつ動どうすることが出来るらしい。その証しよう拠こに、頭の後ろでは魔ま法ほう陣じんがゆっくりと回っている。そう考えると、自分が墜落乙女の正しよう体たいを見破ったあの夜は、サヱカは本当に油ゆ断だんしていたのだろう。

「帝てい都と日にち日にち雑ざつ報ぽうの記者、賜たまヒ野の乱歩と……こちら墜落乙女です」

　受付につき、怯おびえる女性職しよく員いんに乱歩はそう告げた。

「ああ、大丈夫です。彼女、暴あばれに来た訳わけではないので。ええと、刑けい事じ課かの、人形座ざ事じ件けん特別捜そう査さ班はん、火ひノ星ほし桔き梗きよう巡じゆん査さ部長をお願いします。乱歩だ、と言えば分かってもらえると思います」

　──数分して、詰つめ襟えりの制せい服ふくに黒くろ髪かみをたなびかせ、桔梗が一階に現れた。傍かたわらには看かん護ご衣い姿すがたの妹、睡すい蓮れんを伴っている。

　墜落乙女の姿を認めると、桔梗は目を剝むき、睡蓮はあからさまな怯おびえの色を顔に浮かべた。

「やあ、賜ヒ野……これは一体、どういうことだい」

　滅めつ多たなことでは動どうじない桔梗だが、さすがにこの状況には驚きを隠かくせないらしい。凛り々りしい眉まゆを怪け訝げんそうに顰ひそめている。

「突然の訪問ですみません、ちょっとばかり、お話ししたいことがありまして」

　乱歩がそれだけ説明すると、

「──お初はつにお目にかかります『墜落乙女』と呼ばれている者ですわ」

　サヱカは一歩前に進み出て、二人に薄い笑えみを向けた。

「乱歩さんと懇こん意いにされている刑事様さまということで、お目にかかれて光こう栄えいです。本ほん日じつはちょっと──ご提てい案あんがありますの」




　通された応おう接せつ室しつにて。

　机を挟んで向かい合い、乱歩はここまでの経けい緯いを桔梗たちに説明した。

　取しゆ材ざい契けい約やくに至った流れや、契約後ごの活かつ動どう状況。墜つい落らく乙女おとめの素す性じようは明かせないことなどを、可能な限り簡かん潔けつに。

　続いて、彼はサヱカに火ひノ星ほし姉妹を紹しよう介かいする。

「まず、こちらの女性が姉の火ノ星桔き梗きようさん」

　言って、彼は桔梗の方を見た。

「日に本ほん国こく初はつの女性警けい官かんであり、齢よわい二十一にして巡じゆん査さ部長になった才さい媛えんだ。最近活いキ人形の被ひ害がい者しやが減へりつつあるのは、彼女の避ひ難なん誘ゆう導どうや防ぼう戦せんによる功こう績せきも大きい。僕と出会ったのは、桔梗さん担当の事件を僕が取材し始めた一年ほど前のことだ。以来、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せ、付き合いを続けている」

「褒ほめすぎだ、賜たまヒ野の。少々むず痒がゆい……。しかしまさか、こんな形で対たい面めんすることになるとは思わなかったよ」

　桔梗は立ち上がり、右手をサヱカに差し出した。

「まずは、よろしくたのむ」

「よろしくお願いしますわ」

　サヱカも椅い子すから立ち、どこか繊せん細さいな手つきでその手を握り返した。

　その光こう景けいに、乱歩は不ふ思し議ぎな感覚を覚える。

　正せい義ぎ感かんが強く、豪ごう快かいな性格の桔梗に、悪あく人にんを自じ称しようするサヱカ。

　言わば正せい反対の人間が、目の前で相あい対たいしているのだ。

　サヱカが細ほそ身みなのに対して桔梗が高こう身長かつグラマラスであるのも、真ま逆ぎやくの印いん象しように拍はく車しやをかけていた。

「次に、こちらが二つ違ちがいの妹の、火ノ星睡すい蓮れんさん」

　名前を口にすると、泣きそうな顔で俯うつむいていた睡蓮はびくりとその身を震わせた。

　……どうやら、心しん底そこ墜落乙女におびえているらしい。

　外がい見けんは姉によく似ているのだが、内面は本当に姉妹なのかと驚くほどに異なる。

「外げ科か医い師しの見み習ならいで、現在は桔梗さんの手て引びきで警けい視し庁ちよう付づきの救きゆう護ご員いんとして活かつ躍やくしている。人形座ざとの戦せん闘とうの現げん場ばでも多数の怪け我が人にんを救すくっていて、もしかしたらサヱカ君も目にしたことがあるかもしれないな」

「あ、あのぅ……そのぅ……」

　唇くちびるを震わせ、睡蓮はおずおずとサヱカを見た。

「よろしく……お願いします……」

「こちらこそ、よろしくお願いしますわ」

「……すまないね、睡蓮はちょっとばかり、繊細なんだよ。ちょっとビクビクしているが、気を悪くしないでほしい」

　困ったようにそう言って、桔梗は笑う。

「いえ、仕し方かたがないとは思いますわ」

　首を横に振ると──サヱカはどこか挑ちよう発はつ的に、その目を細める。

「わたくしは──皆みな様さまご存じの通り悪あく人にんなのですし」

　サヱカのその言げんに興きよう味みを持った様よう子すで、桔き梗きようは顎あごに手を当てた。

「……ふむ。自分でも、自らのことを『悪人』だと思っているのかい？」

「もちろんですわ」

　サヱカは頷うなずいた。

「あれだけのことをすれば、もうそれ以外の形容はわたくしに当てはまりません。桔梗さんも、散さん々ざんわたくしの戦いはご覧らんになったでしょう？」

「そうだね……。確かに間違いない、君は私の経験の中でも、一、二を争うほどの悪人だ」

　言い合う二人の口く調ちようは穏おだやかだ。

　それでも──その水面下かでは大きく異なる二つの価か値ち観かんが触れ合っている。何をきっかけに火ひ花ばなが散るかは分からない。

「──ところで、本ほん題だいなのですが」

　雰ふん囲い気きが悪あつ化かする前に、乱らん歩ぽは話を切り替えた。

「実は今回こうして伺うかがったのは、この墜つい落らく乙女おとめが、警けい視し庁ちようとの連れん携けいを希望しているからなのです」

「ふむ……」

　頷く桔梗たちに、乱歩は説明した。

　墜落乙女の目的は、活いキ人形たちを駆く逐ちくし、人形座ざ座ざ長ちようの目もく論ろ見みを知ること。

　そして警視庁も、人形座事じ件けんを一いつ刻こくも早く解決したい。

　だとすれば、手を組めばお互い足りない部分を補おぎない合えるのではないか──。

「──ですから、どうでしょう？」

　乱歩は桔梗の表情を窺うかがう。

「ここで協力体たい制せいを築き、行動を共にする、というのは。彼女はそれを希望しているのですが」

「……なるほどね」

　腕を組み、桔梗は眉み間けんにしわを寄せる。

　そして、しばし沈ちん黙もくしたのちに──

「……悪くない話だな」

　──呟つぶやくようにして、そう言った。

「活キ人形に対する攻こう撃げきの切きり札ふだは、是ぜ非ひともほしいところだったんだ。なんとかして、前まえ向むきに検けん討とうしたいものだ……」

　なるほど。好こう感かん触しよくか。

　彼女の正せい義ぎ感かんを考えれば却きやつ下かされる可能性せいも大いにあったろうが、ひとまず肯こう定てい的に取られたらしい。

「ただ……」

　そう言って、桔き梗きようは表情をやや曇らせる。

「それを私一人ひとりでは、決けつ定てい出来ないのだ……」

　──その時だった。

　応おう接せつ室しつの扉とびらが勢いよく開き──

「──火ひノ星ほし、どういうことだ！」

　──丸まる々まる太った壮そう年ねんの男性警けい官かんが、怒ど鳴なり声を上げながら部屋に入ってきた。

「……ほ、本当に墜つい落らく乙女おとめがいるではないか！　無む断だんでここに入れて、何かあったらどうする！　なぜわしに、事じ前ぜんに連れん絡らくを入れなかった！」

「森もり栖す警けい視し……！」

　慌あわてた様よう子すで、桔梗は椅い子すを立った。

「申もうし訳わけありません、彼女が到とう着ちやくした段階で連絡は差し上げようとしたのですが、他の容よう疑ぎ者しやへの取り調べをしていらっしゃるようでしたので……」

　──その警視に、乱らん歩ぽは見み覚おぼえがあった。

　過去何なん度どかの人形座ざ襲しゆう撃げき現げん場ばに於おいて、後こう方ほうから警官隊たい全体を指し揮きしていた男……。

　つまり彼は、桔梗の上じよう司し、ということになるのだろう。

「ああもう！　言い訳わけはいらん！　それでなんだ！　何をこんなところで話している！」

「それが実は……墜落乙女から、共きよう闘とうを打だ診しんされまして……」

　桔梗が森栖警視に事情を説明する。

「人形座との戦せん闘とうをより有利に行うため、手を組まないかと……」

「──手を組むだと……？」

　信じられない、といった様よう子すで森栖警視は目を見開いた。

「許きよ可か出来るはずがない！　この娘むすめは、自ら悪あく人にんを名乗り、当局に断りもなく戦闘行こう為いを繰り広げているのだろう!?　そもそも、こいつはいったい何者なのだ!?　なぜあんな風ふうに戦う？」

「それは……教えられないそうです」

「……なんだそれは！　馬ば鹿かにしているのか!?　共闘など、出来る訳なかろうが！　こんなこと前ぜん例れいもないし、厄やつ介かいごとを持ち込まれたらどうするんだ！」

　まくしたてるように警視が言い……応接室に沈ちん黙もくが横たわる。

　睡すい蓮れんは泣きそうな顔で唇くちびるを嚙かみ、普ふ段だんは気き丈じような桔梗すら、無む念ねんそうに俯うつむいていた。

　彼女たちも、直ちよく属ぞくの上司には楯たて突つくことが出来ないらしい。

　その時、

「……うふふふ」

　押し殺すような笑い声が、部屋に響ひびいた。

　その声は徐じよ々じよに大きくなり、

「あははははははは！」

　本当に楽しげな、高たか笑わらいに変わった。

「貴き様さま……！」

　森もり栖す警けい視しは声の主ぬしを──サヱカをにらみつける。

「何が面白い！」

「いえいえ、これが笑わずにいられますか！　あははははは！」

「な、なんだと……」

「考えてもみてくださいな！」

　その顔にはっきりとしたあざけりの色を浮かべ、サヱカは森栖警視の顔を覗のぞき込む。

「警けい視し庁ちようは、これまで何なん体たいの活いキ人形を倒しました？　せいぜい、片手の指で収まる程てい度どでしょう？　それに対し、わたくしが倒した活キ人形は──百五十一体に及びますわ。放っておけば、この比ひ率りつは未来永えい劫ごう変わりません。つまり警視は──これからも警視庁の無む能のうを世せ間けんに晒さらし続け！　わたくしに手て柄がらを取られ続けようというのでしょう！　あははははははは！」

「こ、この女……」

　森栖警視の顔が、真まっ赤かに怒ど張ちようする。

　しかし、それ以い上じよう言葉を継つぐことが出来ないのは──サヱカの言げんが図ず星ぼしだからなのだろう。

「滑こつ稽けい千せん万ばんとはこのことですわ！　せっかく得た好こう機きをみすみす逃のがすとは！　あははははは！」

「……警視」

　嗤わらうサヱカをじっと見てから、桔き梗きようはその声に意い思しを込める。

「試しに、で構いません、彼女と手を組ませていただけませんか」

「……」

「何か不ふ都つ合ごうがあれば、関係は解かい消しようで構いません。責任は、全て私が負おいます。……ですから、機き会かいをいただけませんか……？」

　警視は歯をグッと喰いしばり、もう一度サヱカをにらみつけてから、

「……独どく断だん、ということであれば」

　怒りに震える声で、そう言った。

「全ては君の独断、ということであれば、協力しても構わん……」

「……分かりました」

　桔梗は深く頷うなずく。

「では、私の独断で、墜つい落らく乙女おとめとの共同戦せん線せんを組むことにいたします」

「……ふん！」

　鼻から息を吐き出すと、警視は過か剰じように足あし音おとを立て、乱らん暴ぼうに応おう接せつ室しつを出て行った。

　彼の気け配はいが廊下の向こうに消えるのを待って。

「……さて」

　参まいったように髪かみを搔かき、桔き梗きようは乱らん歩ぽたちに苦にが笑わらいを向ける。

「見み苦ぐるしいところを見せてしまったな。帝てい都との治ち安あんを守る身として、恥はずかしいばかりだ。とはいえ、手を組むことも決まったことだし……」

　言って、彼女は気を取り直したような声で提てい案あんした。

「まずは一度、戦いを間ま近ぢかで見せてもらえないか？」

「ええ、かまいませんわ」

　挑ちよう発はつ的な表情で、サヱカは頷うなずいた。

「是ぜ非ひ、最さい前ぜん線せんでとくとご覧らんになってくださいな。お楽しみいただけるよう、腕によりをかけて──活いキ人形を蹂じゆう躙りんいたしますわ」




　　　＊




「──そろそろ終わりにしましょうか」

　上じよう空くうに浮かんだサヱカが、地面に磔はりつけにされた活キ人形たちを見み下おろし穏おだやかに微笑ほほえむ。

　警けい視し庁ちよう訪ほう問もんの数日後ご、浅あさ草くさでのこと。

　周囲には遠とお巻まきに野や次じ馬うまが集まり、墜つい落らく乙女おとめの戦いに息を飲んでいた。

「それではおやすみなさい。可哀かわい想そうな、活キ人形さん」

　言って、サヱカが日ひ傘がさを開いた──その瞬しゆん間かん。

　磔にされた活キ人形たちの首が──弾はじけるようにして四し散さんした。

　大量の血けつ液えき、木もく片へんや金きん属ぞく片が飛び散る。

　見守っていた野次馬から悲ひ鳴めいが上がる。

　その光こう景けいに、そろそろ戦せん闘とうを見み慣なれ始めたはずの乱歩も戦せん慄りつを覚えた。

　鼓こ動どうの高たか鳴なる胸に、本ほん能のう的な嫌けん悪お感かんがこみ上げる。

「……自分は、正しよう直じきこの戦い方を好きになれません」

　隣となりで戦闘を見ていた桔梗に、彼は本ほん音ねを打ち明けた。

「彼女とは、ここしばらく行動を共にしていますが、未いまだに真しん意いも測はかりかねています。ですから……そのような状態で桔梗さんを紹しよう介かいするのには、少々不ふ安あんもありました」

「ふむ……」

　活キ人形の亡骸なきがらに視線をやったまま、桔梗は腕を組んだ。

「戦い方が気に食わない、という点は全面的に同どう意いだ。知っていると思うが、私は悪あく人にんが許せない。だからこそ刑けい事じになったのだし、これからもこの町全すべての悪人と戦うつもりだ」

　とはいえ、と、彼女は乱歩の方を向く。

「警視庁が決定的な戦せん力りよくを持っていないのは事実。墜落乙女にそれがあるのも事実。そして現状、目的の一部を共きよう有ゆうすることが出来ている。そのことは、少なくとも間違いないはずだ。であれば、危険を冒おかしてでも試してみる価か値ちは、やはりあると思う」

「……なるほど」

　その判はん断だんに、乱らん歩ぽは一いつ層そうの頼もしさを感じる。

　彼女の正せい義ぎ感かんは本ほん物ものだ。

　それは戦せん闘とうの際、体を張って都と民みんを助けていたことからも明らかだし、人形座ざ事じ件けん以前から乱歩が身に染しみて実じつ感かんしていたことだった。

　それでも、彼女はそこに固こ執しつすることなく、客きやつ観かん的てきで冷静な決けつ断だんを下すことも出来る。

　必要とあらば、私し情じようと反対の行動を取ることすら出来る。

　情じよう熱ねつと理り性せいのバランス。それがこの人の、最大の武ぶ器きなのかもしれない。

「それに真しん意いが分からない、というのは誰だれに対してだって同じだろう。どんな人間にも、気持ちの中に隠かくしごとの一つや二つあるはずだ。考えていることや意い志しを知り尽くすことなんて、土ど台だい無む理りな話だよ」

「そうではありますがね」

　答えながら、乱歩はふと疑問に思う。

「……しかし、桔き梗きようさんも何かを秘ひ密みつにすることがあるのですか？」

　公こう明めい正せい大だいなこの人のことだ。可能な限り、隠しごとはしない性た質ちに見えていたのだけど、そういう訳わけでもないのだろうか。

「もちろんさあるさ」

　当たり前のような表情で、桔梗は首を縦たてに振った。

「大きなものから小さなものまで、たくさん秘密を隠しているよ」

「例えば？」

「そうだな……」

　桔梗はちょっと考えると、それまでの真剣な表情を崩くずし、口くち元もとに笑えみを浮かべた。

「協力関かん係けいを結んだおかげで、今後墜つい落らく乙女おとめが怪あやしい行動に出た場合、簡単に取り締しまることが出来て楽だな、と思ったことだとかね」

「……なるほど」

　思わず吹き出しながら、乱歩は頷うなずく。

　真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうに見える桔梗も、実は打だ算さん的な部分も持ち合わせている、ということらしい。これまであまり感じることのなかった親しん近きん感かんを覚え、妙みように喜ばしい気分になった。

　しかし、

「……ずいぶんと、好き勝かつ手ておっしゃってますのね」

　……会話が聞こえていたらしい。

　戦闘を終えたサヱカが、目を細め血ち溜だまりの中をこちらへ歩いてくる。

「簡単に取り締しまるとは、ああ、舐なめられてしまったものですわ。手を組みますが、それはあくまで必要に迫られて、なのです。仲間になった訳わけではないし、むしろ本来的には敵であることはこちらも重じゆう々じゆう承しよう知ちしております。わたくしたちの関係はあくまで相そう互ご利用。ですから──」

　言って、サヱカは楽しくてしょうがなさそうな笑えみを浮かべた。

「──寝ね首くびをかかれないよう、せいぜい気を付けてくださいな」

　彼女は桔き梗きようの前を素す通どおりすると、空中に浮ふ遊ゆうしどこかへ飛び去った。

　桔梗はその姿すがたを見送ると、

「……そうさせてもらうよ」

　困ったように髪かみを搔かき、苦にが笑わらいしながら呟つぶやいた。
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　飯いい田だ橋ばしの定てい食しよく屋やは──昼ひる時どきの混こん雑ざつに沸わいていた。

　狭い店内の片かた隅すみ、乱らん歩ぽは臼うす杵きと向かい合い、煮に魚ざかな定食に箸はしを伸ばしている。

　この店は、手ごろな価か格かくと変わらない味で周囲の勤つとめ人から大だい好こう評ひようだ。乱歩たちも、しばし並んだ末にようやく席に着くことが出来ていた。

　臼杵はオムレツを豪ごう快かいに頰ほお張ばりながら、今け朝さ出たばかりの帝てい都と日にち日にち雑ざつ報ぽう朝ちよう刊かん、乱歩の記事に目を通している。

　いつも通りの昼時の風景。

　このところ緊きん張ちよう気ぎ味みの展開が続く乱歩も、落ち着いて食事を楽しむことが出来ていた。

　……と、臼杵は一ひと通とおり記事を読み終えると、

「……そろそろ、訊きいておこうか」

　紙面を畳たたみ傍かたわらに置き、そんなことを言い出した。

「……何をだい？」

　出来るだけ平へい静せいを装よそおって、乱歩は返す。

　心当たりはいくつもあるが、今はシラを切ることしか出来ない。

「いやな、賜たまヒ野の……最近お前、妙みように絶ぜつ好こう調ちようじゃねえか。百ひやつ発ぱつ百ひやく中ちゆうで、人形座ざの戦せん闘とうに行き当たっている」

「……それはそうだが」

　やはりその話か……。

　何食わぬ風ふうを装い、乱歩は箸を持った手で鼻の頭を搔かいた。

「この間も説明しただろう？　車に乗せられ連れていかれた屋や敷しきで、人形座の出現する法ほう則そくがあると教わったんだ。詳しよう細さいは教えられないが、それに従い行動した結果、実際に戦闘を目にすることが出来ているんだ」

　……記者室しつ内ないでも、乱歩の快かい進しん撃げきを不ふ審しんに思う者は少なからずいた。

　特に臼うす杵きは、彼が「正しよう体たい不ふ明めいの車」に乗る現げん場ばに居い合あわせていたのだ。不ふ審しんに思わないはずがない。

　そこで乱らん歩ぽが思いついたのが──先ほど臼杵に述べた噓うそだった。

　幸い、彼は女じよ中ちゆうの口にした「蓋けだシ野のサヱカ」という名前を憶おぼえてはいない様よう子すだ。であれば、情報を提てい供きようしてくれる人が現れた、とでも話しておけば、つじつまは合うはず。

　それなのに、

「噓だな」

　臼杵はそれを、あっさり看かん破ぱする。

「そんな、何を根こん拠きよに……」

「気付いていないだろうが、賜たまヒ野のには癖くせがある──噓をつく時に、鼻の頭を搔かく癖がな」

　……言われてみれば、そうかもしれない。自覚は全くなかったのだけど。

「この間その話をした時も、お前は鼻の頭を搔いていた。だから俺おれは、賜ヒ野が俺たちに言えないようなことを抱えているんじゃないかと踏んでいる。例えば……」

　臼杵はじろりと乱歩の目を見た。

「……墜つい落らく乙女おとめ本ほん人にんと、つながりが出来た、だとか」

　……定てい食しよくをつつく手を止めそうになった。

　──何な故ぜそれを知っている？

　当てずっぽうで言ったことが、たまたま的まとを射いていただけか？

「何を根拠にそんなことを……」

「あの日、お前は編へん集しゆう長ちように『事件の真しん相そうに近づけそうだ』という話をしていたろう？　そして、そのあと車から出てきた女じよ給きゆうが口にしたのは、細かくは忘れたが女の名だった。さらに、それを聴きいた途と端たん、お前は素直に車に乗り込み、以い降こう取しゆ材ざいは絶ぜつ好こう調ちよう……となれば、あの後お前は、墜落乙女と会っていたんじゃないかと思ってね」

「……なるほど」

　本当に、何と勘かんのいい男だ。それだけの事実で、推すい察さつとはいえ裏うら側がわを見み抜ぬかれるとは。

　思わず全面的に肯こう定ていし、その鋭さにひれ伏したくなったが、

「……まあ、答えられんのならそれでもかまわん」

　臼杵はそう言って、湯ゆ吞のみの茶ちやをグッと飲み干ほす。

「お前のことだから何か事情があるのだろうし、それは決して悪いことじゃないのだろうよ。記者室の中にも未だに訝いぶかしむやつもいるが、必要とあらばうまく抑えておく。でも……いつか全部話はなせる日が来たら、教えてもらえるとうれしいがな」

「……臼杵」

　……自分と同おない年であるというのに、この男は何と出来た人間なのだろう。

　素直に感動し、さすがに箸はしを操あやつる手が止まった。

「そうだな……その時には、説明させてもらう」

「ああ、そうしてくれ。ただ、一点だけ注意だ」

　臼うす杵きはスプーンを置き──真剣な目で、乱らん歩ぽを見た。

「相手に取り込まれるなよ。お前が深しん淵えんを覗のぞき込む時、深淵もまたお前を覗き込んでいるのだそうだぜ」

「……分かった」

　その言葉が妙みように染しみ入り、乱歩は深く頷うなずく。

「肝きもに銘めいじておくよ」

　食事を終え店を出ると、乱歩は臼杵と別れ都と電でんの駅へと向かった。

　目的地ちは、日ひ比び谷やにある警けい視し庁ちよう赤あか煉れん瓦が庁ちよう舎しや。

　今日きようは人形座ざ調査に関し──桔き梗きように招しよう集しゆうをかけられているのだ。




「角つの筈はず物ぶつ産さん本社、角筈ビルヂングに強きよう制せい捜そう査さに入る」

　庁舎内ない。

　先日も通された応おう接せつ室しつで、桔梗は机に手を突き捜査の概がい要ようを説明し始めた。

　部屋にいるのは彼女と乱歩、サヱカの三人だけだ。

「角筈物産の名は二人も知っているだろう。角筈財ざい閥ばつの資し本ほんをもって設立された総そう合ごう商社だ。このところは造ぞう船せんや貿ぼう易えきに力を入れているらしく、経営も順じゆん調ちような様よう子す。ただ……」

　桔梗は声を潜ひそめる。

「この会社は以前から、横よこ浜はまの極ごく道どう『楡にれノ木き組ぐみ』との関連が指し摘てきされている……」

「『楡ノ木組』ですか……」

　乱歩は以前、取しゆ材ざい中ちゆうに何度か楡ノ木組構こう成せい員いんの姿すがたを見かけたことがあった。柄がらが悪く素そ行こうも乱らん暴ぼうで、印いん象しようは非常に悪い。

「ああ。そして先日、実際に楡ノ木組に凶きよう器きや武ぶ器きを流しているのが確かく認にんされた。どうも、他の組との全面抗こう争そうの用意であるらしい。この段階で、警視庁内ないでは強制捜査が決定したのだが……さらに捜査の中で、気になる動きが見えてな」

　桔梗は捜査資し料りようを手に取り、読み上げる。

「──刀、銃じゆう器きの他にも複ふく数すう発はつ注ちゆう有あり。その中には、人形師しへの等とう身しん大だい人形の発注も見受けられた。この発注の目的を探さぐりたい」

　乱歩は手て帳ちようから顔を上げる。

「形としては、凶器や武器の押おう収しゆうを主な目的として強制捜査に入り、並へい行こうして人形調ちよう査さも行うと」

「その通りだ」

　桔梗は深く頷いた。

「もちろん、人形を発はつ注ちゆうしているからと言って事件に関係があるとは限らない。ただ万まんが一いち、なんらかの関係があった場合は──その場で戦せん闘とうが発はつ生せいする可能性が高いだろう。よって今回、墜つい落らく乙女おとめも同どう行こうしてもらいたい、ということだな」

「……構いませんわ」

　おとなしく話を聴きいていたサヱカは、初めて声を上げる。

「要するにわたくしは──活いキ人形が現れれば、それを殺し尽くせばいいのでしょう？」

「……そういうことになるか」

　身も蓋ふたもないその理解に、桔き梗きようは苦にが笑わらいした。

「出来れば、もう少し穏おだやかな表現をしてもらいたいが。何にせよ……共同戦せん線せんを張って初めての捜そう査さだ──」

　彼女は乱らん歩ぽたちをまっすぐ見る。

「──気を引き締しめて、臨のぞんでくれ」




　　　＊




「警けい視し庁ちよう刑けい事じ課か、巡じゆん査さ部ぶ長ちよう、火ひノ星ほし桔梗だ！　これより、当ビルヂング内の強きよう制せい捜査を行う！」

　──裁さい判ばん所しよ令れい状じようを掲かかげ、高らかに桔梗は宣せん言げんする。

　一階フロアにいた角つの筈はず物ぶつ産さん社員たちは、驚きと困こん惑わくの表情でそれを迎えた。

「社員はその場から動かぬように！　なにがしかの証しよう拠こ隠いん滅めつを図った場合は、法律に則のつとり裁さばかれることになる！　捜査員いんが協力を要よう請せいした場合は、速すみやかに従うように！」

　言いながら、彼女は五十人近い捜査員を引き連れフロアを奥へ進んでいった。

　大だい理り石せき張りの床に、大おお勢ぜいの足あし音おとが響ひびく。

「まるで江え戸ど時代の参さん勤きん交こう代たいですわね……」

　うんざりした様よう子すで、桔梗の後ろに控ひかえたサヱカは漏もらした。

　今日きようは既すでに「魔ま装そう」の状態だ。詰つめ襟えり姿すがたの警けい官かん隊たいの中、赤いドレスが一ひと際きわ異い彩さいを放っている。

「大だい規き模ぼな建物だ、これくらいの人じん員いんは必要になるだろうさ」

　乱歩は気休めを言うが、

「必要であろうとなかろうと、鬱うつ陶とうしいのに変わりはありません」

　サヱカは眉み間けんにしわを寄せ吐き捨てた。

「時とき折おり不ぶ躾しつけに眺ながめられるのも不ふ愉ゆ快かいですわ。わたくしのこと、動物園えんの動物とでも思っているのかしら」

　サヱカが言うのは角筈物産社員だけでなく──捜査員からも時折向けられる視線のことだ。

「……協力者がいるとは聞いていたが……」

「……まさか、あいつのことだとはな……」

　そんな風ふうに小こ声ごえで話すのが、今も時折乱歩の耳に届く。

　墜つい落らく乙女おとめが捜そう査さに参加することは、桔き梗きようや睡すい蓮れん、森もり栖す警けい視し以外には知らされていなかったらしい。ほとんどの捜査員いんが、彼女の突然の登場に少なからず動どう揺ようした様よう子すだった。

　とはいえ──

「では、捜査開かい始しだ。各おの々おの、事じ前ぜん通つう告こくした持ち場につき行動に移ってくれ。違い法ほうな物ぶつ資しや『マルニ』を発見した場合は、最さい優ゆう先せんで報告するように」

　──桔梗のその言葉を合あい図ずに、彼らは機き敏びんな動きで建物内ないに拡かく散さんする。

　その手て際ぎわの良さに、「さすがは専せん門もん職しよくだ」と乱らん歩ぽは舌したを巻いた。意い外がいな協力者しやに動揺しているのは事実だが、能力に不安を覚える必要はなさそうだ。

　……ちなみに、「マルニ」というのは今回の強きよう制せい捜査に先立ち設定された隠いん語ごだ。「人形座ざ事じ件けんと角つの筈はず物ぶつ産さんの関連を示すもの」を、そう呼ぶ手て筈はずになっている。

「さて……私たちは、この一階受付付ふ近きんを本部としてしばらく待たい機きだ」

　桔梗はそう言うと、表情を緩ゆるめぬままでサヱカたちを見た。

「いつでも行動に出られるよう心こころ構がまえしておいてくれ。何が起きるか分からんからな。この場所なら、建物内ないのどこにでも行きやすいはずだ」

「分かりました」

　乱歩が答え、サヱカも無む言ごんで桔梗の顔を見る。

　睡蓮は、早くも持ってきた医い療りよう器き具ぐを広げつつあった。

「ふん……お手て並なみ拝はい見けんだな」

　桔梗の後ろ、名ばかりの責任者として同どう行こうしている森栖警視は笑った。

「まあ、何か重要な手掛かりが見つかるなんて思わんことだ。わしの勘かんでは、今回の強制捜査では人形座事件は進しん展てんせん」

　そうこうしているうちに、社長や専せん務むなど角筈物産役やく員いんが本部に集められた。

　突とつ然ぜん捜査員に連れん行こうされ面めん食くらっているらしい。彼らは特に抗こう議ぎをするでもなく怒りの声を上げるでもなく、呆ぼう然ぜんと捜査の行方ゆくえを見守り始めた。

　そして、捜査開かい始しから三十分も経たたないうちに──

「予よ想そう通りだな……」

　──あっさりと、差さし押おさえ対たい象しよう発見の報が入った。

　厳げん重じゆうに錠じようの掛けられた黴かび臭くさいその地下室しつは──見るからに物ぶつ騒そうな代しろ物もので埋め尽くされている。

　太た刀ちに脇わき差ざし、九年式しき拳けん銃じゆうに乃の木ぎ坂ざか式しき大型自じ動どう拳銃、最さい新しん式の機き関かん銃じゆうまである。

　軍ぐん隊たいの一個中ちゆう隊たいでも武ぶ装そうさせられそうな、おびただしい数の武ぶ器きたち。

「大おお方かた、軍に納のう品ひんされるはずだったものが横よこ流ながしされたのだろう」

　鑑かん識しきらしき捜査官かんの後ろから、桔梗はそれらを眺ながめている。

「そしてこれが、楡にれノ木き組ぐみに行きつき、抗こう争そうに利用されると」

　その話に、乱歩はもはや溜ため息いきも出ない。

　ただでさえ、人形座ざ事件で帝てい都と内ないは大だい混こん乱らんだというのに。多数の死し傷しよう者しやが出ているというのに。さらに戦いの準備をしようと考える者もいる。その事実に、乱らん歩ぽはもはや人間の業ごうすら感じ取ってしまう。

「銃じゆう砲ほう火か薬やく類るい取とり締しまり法ほうに、帯たい刀とう禁きん止し令れいにも違い反はんしているな。役やく員いんを取り調べの上で、然しかるべき人間を裁さばきにかけなければ」

　早くも後の手続きを考え始める桔き梗きよう。

　警けい官かんであればこういうことはままあるのだろうが、表情には怒りが見え隠かくれしている。彼女のこういうところが、乱歩にとっては非常に好こう印いん象しようだ。それにひきかえ乱歩の横のサヱカは、特に興きよう味みがない様よう子すでぼんやり武ぶ器きを眺ながめていた。

「……なんにせよ、これで抗こう争そうも未み然ぜんに防げる。最さい低てい限げんの目もく標ひようは、達たつ成せいされたといえるだろう。だが──」

　桔梗は踵きびすを返し、地下室の出口へ向かって歩き出した。

「──真の目的は達成されていない。捜査はこれからが本ほん番ばんだ」

　その背中に──乱歩は一いつ層そうの緊きん張ちよう感かんが滾たぎり始めたのを感じ取った。

「銃じゆう器きと刀とう剣けんの類たぐいを漏もれなく押おう収しゆうしてくれ。引き続き、捜査を進める」




　しかし桔梗の言葉とは裏うら腹はらに、乱歩達たちが本部に戻って以い降こう、捜査の進しん展てんはぱたりと停てい止しした。

　刃は物ものや銃器発はつ見けんの報告は数すう件けんあったが、ここ数十分は、「マルニ」物件はおろかその他違い法ほう物ぶつの報告もない。

「退たい屈くつですわ……。この調子では戦せん闘とうなんて起きそうにないし。わたくし、何のために呼ばれたのかしら」

「そう言うなよ。まだ捜査は終わった訳わけじゃないんだから。それに戦闘が起きないなら起きないで、それはいいことじゃないか」

　乱歩は戒いましめるように言うが、一階のフロアに漂ただよう空気は少しずつ弛し緩かんし始めている。

　拘こう束そくされた社の役員も、既すでに全ての秘ひ密みつがばれてしまったかのようにうなだれていた。もしまだ社内に「違法な何か」があるのであれば、こんな態度は取らないのではなかろうか……。

　……と、役員たちを眺ながめていて、乱歩はふと気が付く。

　自分の腕に、酷ひどく鳥とり肌はだが立っていることに。

　風か邪ぜでも引いたのかと思ったが、特に体たい調ちようにおかしなところはない。

　しかし、鳥肌はどんどん酷ひどくなっていき──乱歩は自分が「殺さつ気き」にも似た何かを感じていることに気が付く。

　このひりつく様ような感覚は、殺さつ人じんの現げん場ばや多くの犠ぎ牲せい者しやが出た事じ故こ現場の空気に似ている。

　……なぜそんな感覚を覚えるのだろう。

　こんな緩ゆるみ始めた気け配はいの中で、なぜ自分は胸むな騒さわぎを覚えているのだろう。

「──だから言っただろう！」

　そんな乱らん歩ぽの思し考こうを搔かき消すように、警けい視しががなり立てた。

「今回の強きよう制せい捜そう査さは空から振ぶりだ！　さっさとあきらめて、捜査員いんを撤てつ収しゆうさせてはどうかね！　これ以上やっても、時間を無む駄だにするばかりだぞ！」

　その声が、一階フロア中に反はん響きようする。

「大体こうなるのは分かっていたのだ！　これだから、女などに指し揮き権けんを持たせてもろくなことはないのだと──」

「──ああもう、ちょっと静かにしてくださる？」

　我が慢まんし切れなくなったらしい、サヱカが言葉を遮さえぎった。

「退たい屈くつではありますけれど、だみ声を聞きたいと願った覚えはありませんわ。そんな大おお声ごえを出されると、神しん経けいに障さわります」

「……ふん、何とでも言うがいい！」

　一いつ瞬しゆん驚いた警視だったが、彼はすぐに笑えみを取り戻した。

「貴き様さまなどいたところで何も変わらんことは、すぐに証しよう明めいされるはずだ」

　ぎくしゃくし始めた本部の雰ふん囲い気きに、桔き梗きようは唇くちびるを嚙かみ、睡すい蓮れんは狼狽うろたえ始めた。

　──その時だった。

「──サヱカ！」

　甲かん高だかい女じよ児じの声が、弾はじけるように周囲に響ひびく。

　同時にサヱカの背後から飛び出す黒い影。

　──かすてらだ。

　彼女はフロアの天てん井じよう近くを飛び回りながら、

「大変だよ！　活いキ人形の気け配はいを感じる！」

　警けい告こくするように叫んだ。

　──初めて見るその姿すがたに、桔梗や睡蓮、森もり栖す警視は愕がく然ぜんとする。

　当然だろう。突然蝙こう蝠もりが現れ、人間の言葉をしゃべり始めたのだから。

　そして乱歩も──これまで以上に切せつ迫ぱくしたかすてらの声に、異常事じ態たいの発生を感じ取った。

「あらかすてらさん、どうされましたの？　ずいぶんと慌あわてている様よう子すですが」

「大量の活キ人形が、ビルを囲み始めてるの！」

「大量？」

「うん、とてつもない数だよ。少なく見み積つもって──二百体はいる！」




　──事情を把は握あくした桔梗は、即そく座ざに捜査を中ちゆう断だん。

　手早く指し令れいを出し、活キ人形撃げき退たいの陣じん形けいを組み上げていった。

「角つの筈はず物ぶつ産さん社員と非ひ武ぶ装そうの捜査員いんは最さい上じよう階かいに避ひ難なんしてくれ！　拘こう束そくした役やく員いんもだ！　武ぶ器きを持つ捜そう査さ員いん、墜つい落らく乙女おとめは前ぜん線せんで活いキ人形を迎え撃うつ！」

　号ごう令れいに合わせ、速すみやかに移動が始まる。事じ前ぜんに活キ人形襲しゆう来らいの可能性せいは説明されていたのだろう、捜査員たちの表情に戸と惑まどいの色はなかった。

「──桔き梗きようさん！」

　サーベルを抜く桔梗に駆かけ寄り、乱らん歩ぽはその名を呼んだ。

「自分はどうすれば……どこにいけばいいですか!?」

「君は睡すい蓮れんたちと共に、最上階へ向かってくれ！」

　振り返り、桔梗は手て短みじかに指し示じする。

「怪け我が人にんを随ずい時じそちらに送ることにする。睡蓮の手当ての補ほ助じよをしてもらいたい！　それから……これは万まんが一いちだが」

　桔梗は左手で、乱歩の肩をぐっとつかんだ。

「一、二匹ひき取り逃のがして最上階に到とう達たつするかもしれん。その時は──お前に社員や睡蓮を守ってもらいたい！　本ほん来らい賜たまヒ野のに頼むべきことではないのだろうが、根こん性じようを見込んでお願いする！」

　……その言葉に、肩に感じる手の平ひらの圧力に、乱歩の胸に淡い喜びが込み上げる。

　桔梗が自分のことを、信頼してくれている──。

　妹や社員の命を、預けてくれている──。

「……分かりました！」

　深く頷うなずき、乱歩は答えた。

「桔梗さんも、どうぞお気を付けて！」

「ああ、ありがとう！」

　社員を次々と押し出し、上階へ退たい避ひする。最後の一人が階段を上りだしたのを確かく認にんしてから、乱歩がしんがりとなってそれに続いた。

　その時──捜査員が押さえていたビルヂングの扉とびらが破られた。

　大量の活キ人形が、建物内ないになだれ込む。

　侵しん入にゆうしたのは、小こ型がた活キ人形が多数に中ちゆう型がたが十じゆう数すう体たい。

　一いつ瞬しゆんで──一階フロアが戦せん場じようと化した。

　活キ人形たちは奇き声せいを上げ、手て近ぢかな捜査員にとび掛かり始める。

「──うわあああ！」

「ちくしょう！　誰だれか援えん護ごを！」

　攻こう撃げきを受けた者たちから悲ひ鳴めいが上がった。

　後こう方ほうに待たい機きしていた捜査員が、彼らを助け出すべく走り出す。

　しかし──

「……ようやく出で番ばんですのね」

　──一階フロア中央。

　戦せん局きよくの要かなめとして控ひかえていたサヱカは、溜ため息いきとともに床ゆか面めんから数十センチ浮ふ遊ゆうした。

　そして、日ひ傘がさを手に持ち──それをくるりと入り口へ向けた。

　捜そう査さ員いんに取りついた活いキ人形は重力を倍ばい加かさせられ、次々と地面に墜つい落らく。

「ギィヤアアアアア!!」

「ガァッ！　アアアアアア！」

　押しつぶされ、絶ぜつ命めいした。

「待ちくたびれましたわよ、人形座ざの皆みな様さま」

　断だん末まつ魔まが響ひびく中、恍こう惚こつの表情でサヱカは微笑ほほえんだ。

「その分きっちり、愉たのしませてくださいね？」

　その表情に──活キ人形だけでなく捜査員にも戦せん慄りつが広がる。

　自分たちが共きよう闘とうする相手が悪あく人にんであることを──彼らは改めて痛つう感かんした。

「──うわあああ！　こっちもだ！　助けてくれ！」

　フロア奥、入り口とは反対から悲鳴が上がった。

　見れば、小こ型がた活キ人形に嚙かみつかれ捜査員が負ふ傷しようしている。どうやら、裏うら口ぐちから侵しん入にゆうしたらしい。小型に続き、中ちゆう型がた活キ人形も続々そちらから湧わき出し始めた。

「ああ、手が掛かりますこと……」

　サヱカが振り向き、そちらに日傘を向けようとする。

　しかし、その直ちよく前ぜん──

「……ギャッ！」

　──何かが弾はじけるように裏口に飛び、小型活キ人形の首が断末魔とともに床に零こぼれ落ちた。

　……その切り口は鋭い刃は物もの、サーベルによって切せつ断だんされている。

　続いて、辺りを台たい風ふうのようにサーベルの刃やいばが舞う。

　時とき折おりきらりと光を反射しながら切きっ先さきが縦じゆう横おう無む尽じんに閃ひらめき──活キ人形の首は、一いつ体たいの漏もれもなく刎はね落とされた。

　──桔き梗きようだ。

　桔梗が裏口の活キ人形にとび掛かり、一いつ瞬しゆんで殲せん滅めつしたのだ。

「──巡じゆん査さ部ぶ長ちよう！」

　捜査員たちから声が上がる。

「ありがとうございます！　助かりました！」

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　攻こう撃げき姿し勢せいを解くとサーベルに付いた血を振り、彼女は捜査員に尋たずねた。

「はい！　おかげさまで、命に別条はありません！」

「よかった。だが、足を負ふ傷しようしているじゃないか。誰だれか、こいつを最さい上じよう階かいへ連れて行ってやってくれ！」
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　数人の捜そう査さ員いんが彼に駆かけ寄り、肩を貸して上階へ向かって行った。

「……まあ、意い外がい」

　片かた手て間まに正面口ぐちの活いキ人形を押さえながら、その光こう景けいにサヱカは驚きの声を上げる。

「戦せん闘とうには期き待たい出来ないと思っていたのですけど、なかなかどうして、やるではありませんか」

「剣けん術じゆつには心こころ得えがあってな」

　なおも裏うら口ぐちから侵しん入にゆうする活キ人形を捌さばきながら、桔き梗きようは不ふ敵てきに笑った。

「普ふ段だんは人々の避ひ難なん誘ゆう導どうを優ゆう先せんしているが、戦闘となれば、軍ぐん人じんにも負ける気はしない」

「そうですの、頼もしいことですわ」

「しかし……ここで戦っていても埒らちが明かんな」

　言って、桔梗は駆かけ出す。

「私はこの先の裏口で活いキ人形を撃げき退たいする。建物内ないに侵しん入にゆうするのを未み然ぜんに防ぐんだ！　それでも防ぎ切れなかったものは墜つい落らく乙女おとめ、君に任せた！」

「仕し方かたがありませんわね」

　日ひ傘がさを一ひと振ふりするサヱカ。

　五ご体たいの活キ人形が、血を噴ふき出し地面に転がる。

「せいぜい奮ふん闘とうして、わたくしに手間を掛けないようにしてくださいな」




「……よし、これで大だい丈じよう夫ぶです」

　四人目の怪け我が人にんの手当てを終えると、睡すい蓮れんは額ひたいの汗あせをぬぐい柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「止し血けつもしましたし添そえ木も当てました。しばらく安あん静せいにしていてください」

　それを隣となりで補ほ助じよしながら、乱らん歩ぽは彼女の手て際ぎわの良さに内ない心しん驚きを覚えていた。

　これまで睡蓮には、柔らかで穏おだやかで、どこか緩かん慢まんな印いん象しようを持っていた。しかし、彼女が傷きず口ぐちを洗せん浄じようし、包ほう帯たいを巻くその手つきは職しよく人にん芸げいを思わせる。そこには一切の妥だ協きようも、無む駄だも、油ゆ断だんもない。

　──角つの筈はずビルヂング最さい上じよう階かい。

　普ふ段だんは社長専せん用ようとなっているこの階には、二百人近ちかい人々が集まっていた。

　いくつもの部屋に分かれ戦せん闘とう終了を待つ彼らは、恐きよう怖ふに震え身を寄せ合っている。森もり栖す警けい視しもちゃっかりこの場に潜もぐり込んでおり……社長が座っていたらしい椅い子すに腰掛け、イラついた様よう子すでふんぞり返っていた。

　窓の外を見る。

　戦闘開かい始しからしばらく。建物は未いまだ多数の活いキ人形で取り囲まれていた。

「果たして、大丈夫だろうか……」

　これほどの活キ人形が同時に現れるのは初めてのことだ。

　さすがの墜つい落らく乙女おとめも、この数を完全に御ぎよし切ることは難しいだろう。となると、必ひつ然ぜん的に警視庁ちようとの連れん携けいが重要となるはずだが……あのサヱカに、誰だれかとの「協力」が出来るとは思えなかった。

　──もし、活キ人形がここまでやってきたら。

　防ぼう衛えいの網あみの目を潜くぐり抜け、この最上階まで来たら。

　その時とき自分は……それを撃げき退たいすることが出来るんだろうか。

　桔き梗きようの言った通り、皆を守ることが出来るのだろうか。

「──乱歩さん！　次の方の手当てをしましょう！」

　……睡蓮の声に、乱歩は頭を振る。

　不安に思うよりも、まずは目の前の負ふ傷しよう者しやを助けることに意い識しきを注そそごう。それが今、自分に出来ること、やるべきことであるはずだ。

「はい！　ではそちらの、腕を怪我している方。こちらに来てくださ──」

　乱歩が並んでいる捜そう査さ員いんに声を掛けた──その時だった。

　──背はい後ごで大だい音おん響きようをたて、窓ガラスが割れる。

　一いつ瞬しゆん遅れて、悲ひ鳴めいと怒ど声せいが上がる。

「──キャアアアアアア！」

「──活キ人形だ！　活キ人形が来たぞ！」

　振り返った乱歩の目に入ったのは──ガラス片へんの海の中に立つ、中ちゆう型がた活キ人形の姿すがただった。

　短い混こん乱らんの後に──理解した。

　──壁を登ってここまで来たのだ。

　活いキ人形は周囲を見渡すと……間ま近ぢかで腰を抜かしていた女性社しや員いんを見つけ、攻こう撃げき姿し勢せいに出る。

　──悲ひ鳴めいが一いつ層そう大きくなる。

　近くにいた男性社員が、目をつぶり視線を背そむけた。

　そこからの乱らん歩ぽの行動は──半なかば反射的だった。

　──まともに戦って、勝てるはずがない。

　──力も体重も、相手とは差がありすぎる。

　その前ぜん提ていで、選んだ攻撃手しゆ段だん──。

　乱歩は活キ人形に向かって駆かけ出した。

　そして、膝ひざを曲げ重じゆう心しんを低くすると──

「おりゃああああああああ！」

　──女性社員に嚙かみつく直ちよく前ぜん、木もく製せいのその胸にまっすぐ体当たりした。

　ゴッ！　と鈍にぶい音がする。

　衝しよう突とつした乱歩の右肩に、鋭い痛みが走る。

　全ぜん体重を掛けたのだ、骨にひびの一つでも入ったかもしれない。

　一いつ瞬しゆん隙すきが出来たらしい、女性社員が後ずさり活キ人形と距離を取った。

　乱歩も両の足に力を入れ、その場で姿勢を持ち直す。

　しかし──

「……ナルホド」

　──当の活キ人形は、平然とそこに立っていた。

　乱歩の体重程てい度どでは、身をよじらせることすら出来なかったらしい。

「……貴き様さまガ先ニ死ニタイトイウコトカ」

　唸うなるような声でそう言うと、活キ人形は薄うす気き味み悪い笑い声を上げ──攻撃の矛ほこ先さきを、乱歩に向けた。

　両手を上げ、乱歩に襲おそい掛かる活キ人形。

　背後で睡すい蓮れんの悲ひ鳴めいが上がる。

　襲われた女性社員の目が、恐きよう怖ふに見開かれる。

　誰だれもが乱歩の死を確かく信しんした──しかしその時。

　乱歩はすばやく手を伸ばし──活キ人形の着き物ものをつかむ。

　そして──膝ひざを曲げて腰を落とすと、背中に活キ人形を背負い上げ、

「──ハッ！」

　肩かた越ごしに、割れた窓の向こうに投げつけた。

　──背負い投げ。

　活いキ人形に、柔じゆう術じゆつで応おう戦せんしたのだ。

　乱らん歩ぽの手が離れ、活キ人形は中ちゆう空くうに放り出される。

「──ウォアアアアアア！」

　その体はそのまま放ほう物ぶつ線せんを描いて落らつ下かし──鈍い音を立てて動かなくなった。

　……間違いない。絶ぜつ命めいしたらしい。

「……乱歩さん！」

　泣き出しそうな顔で、睡すい蓮れんが駆かけ寄ってくる。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?　お怪け我がはありませんか!?」

「は、はい、大丈夫です……」

　言いながら、今いま更さらになって自分がずいぶんと無む茶ちやをしたことに気が付く。

　丸まる腰ごしで活キ人形に立ち向かうなんて──無む傷きずで済んだのが奇き跡せきのようだ。

「よかった……よかったです……」

　微笑ほほえむと、睡蓮はぽろぽろと涙を零こぼし始めた。

「僕も自分でも驚いています。実じつ業ぎよう学校で柔術を習っておいてよかった……」

　もう一度、窓から外を確かく認にんする。

　どうやら、先ほどの活キ人形のように壁を登ってくるものはいないようだ。

　怪我人にんの報告によれば一階の戦せん況きようもこちらが優ゆう勢せいなようだし──このままなら、なんとかこの戦いをしのぐことが出来そうだ……。

　しかし──その時とき乱歩は見た。

　──「黒いローブの男」が、窓の向こうを落下していくのを。




　──激しい音とともに、正しよう面めん入り口の壁へき面めんが吹き飛ばされる。

　衝しよう撃げきに、付近の警けい官かんと活キ人形が弾はじけ飛ぶ。

　フロア中央。殺さつ戮りくを繰り返していたサヱカはそちらに視線をやり、

「──まあ」

　思わず歓かん喜きの声を漏もらした。

　立ち込める砂すな埃ぼこり。

　崩くずれ落ちた瓦が礫れきの中に立っていたのは──

「……お久しぶりじゃありませんの」

　──御お茶ちやノ水みずでの戦せん闘とう以い降こう、姿すがたを見せていなかった人形座ざ座ざ長ちようだった。

　日ひ傘がさを一ひと振ふりし、周囲の活キ人形にとどめを刺してから、サヱカは彼の方にゆっくりと歩いていく。

「このところ、一体どうしてらしたの？　わたくし、ずっとお会いしたかったんですのよ。あんな中ちゆう途と半はん端ぱな幕まく切ぎれでは、納なつ得とくいかなくて」

　──座ざ長ちようは微び動どうだにしないまま、サヱカの姿すがたをじっと見ている。

「でもこれで、ようやく決けつ着ちやくをつけることが出来ますわね。座長様も、そのためにここにいらしたのでしょう？」

　と、ふと気付いたように、サヱカは周囲を見渡した。

　サーベルを握った比ひ較かく的てき軽けい傷しようの警けい官かんが、今もここには数十人いる。

「ああ、警けい視し庁ちようの皆さん、上階に逃げたほうがいいですわよ。ここにいればおそらく……肉にく片へん一つも残りませんわ」

　……忠ちゆう告こくのようなその台詞せりふは、その実じつ全く別の意味を持って警官たちに届いた。

　──邪じや魔まだから、どこかへ行け。

　彼らは速すみやかに上階へ移動し始める。怖気おじけづいた、という以上に、実際ここにいれば彼女の邪魔になることは明白だった。

　先ほどまで戦せん闘とうしていた活キ人形たちもあとを追うが、サヱカはそれを気に掛けることなく、

「では──始めましょうか、座長様さま」

　そう言って──日ひ傘がさを座長に向けた。

「今回は──最後までお付き合いいただかなければ、承しよう知ちいたしませんわ」

　瞬しゆん間かん──座長は弾はじけるように地面を蹴けった。

　踏み込まれた大だい理り石せきにひびが入る。

　縮まる彼ひ我がの距離。

　襲おそい掛かる猛もう獣じゆうに狙ねらいを定めるようにして、サヱカは重力倍ばい加かの魔ま術じゆつを放った。

　しかし、座長は壁を蹴り、天てん井じようを走るようにしてそれをかわし、一気にサヱカに肉にく薄はくした。

「……ちっ！」

　サヱカは大理石の床に日傘を向け、破は砕さいしてその破は片へんを中ちゆう空くうに浮かべる。即そく席せきの防ぼう御ぎよ壁へきだ。

　だが、それすらも座長には障しよう害がいにならないのだろう、拳こぶしひとつでそれを打ち破ると──座長はサヱカに向かって回し蹴りを放った。

　上じよう半はん身しんを反そらし、ギリギリのところで直ちよく撃げきを免まぬがれるサヱカ。かすりもしないのに鎌かま鼬いたちに近い風ふう圧あつを頰ほおで感じる。

　彼女は一いつ旦たん退しりぞき、十分に座長との距離を取ってから、

「……やはり屋内は、少々不ふ利りですわね」

　憎にく々にくしげに天井を見上げ、そう呟つぶやいた。

「出来れば普ふ段だん通りに、座長様を踏みつけにして差し上げたいのですけれど」

　──サヱカが得意とするのは、自らの体を敵に向けて墜つい落らくさせる戦せん法ぽうだ。

　重じゆう力りよく操そう作さで取ることが出来る戦法は非常に幅広いが、その重みを把は握あくしている分自らの身体からだは武ぶ器きにしやすい。

　だが──今回の戦闘スペースは非常に限られている。

　となると、それ以外の戦せん術じゆつを取ることになる。

　サヱカは周囲の瓦が礫れきを宙ちゆうに浮かべると──それを座ざ長ちようへ向けて発はつ射しやした。

　それらは無む数すうの「弾だん丸がん」となり、座長に襲おそい掛かる。

　──彼女が重じゆう力りよくによって武ぶ器きに出来るのは、自らの体だけではない。

　幸い、辺りには瓦礫が無数に散らばっている。うまく使えば、その一つ一つが彼女の武器となるのだ。

　特に、今回のような弾だん幕まくを構こう成せいすれば、さすがの座長も回かい避ひは出来まい。

　サヱカはそう読んだのだが──

「なっ……」

　──しかし、座長はそれらをかわし、防ぎ、撃げき墜ついしながらサヱカに肉にく薄はくする。

　常じよう軌きを逸いつしたその動きに、サヱカも驚きの声を上げた。

　またも繰り返される回し蹴げりを、サヱカは再さい度どギリギリでかわした。しかし、つま先と頰ほおの距離は──先ほどよりもずいぶん詰められていた。

「このままでは、追い込まれる一方ですわね……」

　攻こう防ぼうが反はん復ぷくされる。

　そのたびに、座長の攻こう撃げきはサヱカに着ちやく実じつに近づいていく。

　だというのにサヱカは──有効な一いち撃げきを繰り出すことが出来ない。

　そしてついに──

「……つっ！」

　──座長が繰り出した右足、そのつま先がサヱカの頰をかすめた。

　反はん重力で再度彼ひ我がの距離を取り……サヱカは恐おそる恐る、頰に手を当てる。

　──真まっ赤かな血が、指にぬらりと広がった。

「……ああ」

　サヱカは声を漏もらした。

「なるほど……。もうこれ以上、同じことは繰り返せないと……」

　離れた位置で、座長は戦せん闘とう姿し勢せいのままサヱカの様よう子すを窺うかがっている。

「……方ほう針しん転てん換かんをしましょうか。何かを気にしつつ戦う、というのは、やはり好すきません」

　──サヱカの体が宙に浮かぶ。

　ゆっくりと彼女は上じよう昇しようし、それに合わせて──頭ず上じようの天てん井じようが崩ほう落らく、二階部ぶ分ぶんに通ずる穴がぽかりと開いた。

「ここからは、『好き勝かつ手て』に戦わせていただきますわ」

　言うと──彼女はこれまでの「制せい限げん」を取り払い、戦闘を始めた。




　──座長の登場により、乱らん歩ぽたちのいるフロアの様よう相そうも一いつ変ぺんした。

　それまで軽けい傷しようの警けい官かんばかりが連れてこられていたが、今や睡すい蓮れんの周りは致ち命めい傷しようを受けた者だらけ。彼女の治ち療りようは負ふ傷しよう者しやの増加に追い付かず、医い療りよう品ひんも底をつき始めている。

　──ここまでの戦せん闘とうでは、墜つい落らく乙女おとめがことごとく活いキ人形を駆く逐ちくしていた。

　警官はあくまで活キ人形の足止めを担たん当とうし、とどめを刺していたのはサヱカだったのだ。

　しかし、今いま彼女は座ざ長ちようとの戦闘にかかりっきりだ。すると自然、警官隊たいが活キ人形を駆逐せねばならなくなる。

　結果……警官隊は甚じん大だいな被ひ害がいを出し続けながら、なんとか侵しん入にゆうをギリギリのところで防いでいる状況だ。現在も、階かい下かからは彼らが活キ人形と戦う壮そう絶ぜつな音が聞こえる。

　それを耳にしながら──乱歩は焼けつきそうな焦しよう燥そう感かんに駆かられていた。

　戦闘にも治療にも参さん加か出来ない自分がもどかしい。何か……自分に何か出来ることはないのだろうか……。

「……ん？」

　ふと彼は、聞こえる戦闘の音に、不ふ穏おんな異い音おんが混じっていることに気が付く。

　岩や木もく製せいの板でも砕くだくような、鈍く低い音。

　さらに、何な故ぜだろう。建たて物もの自体が、時々震ふるえるように振しん動どうする。

　床ゆか面めんだけではない。柱はしらや壁へき面めんを含め、建物全ぜん体たいの小こ刻きざみな震え……。

「……もしかして」

　彼の脳のう裏りに──悪い予よ感かんがよぎる。

　低い破は壊かい音おんに、振動する建物。

　そして──人形座ざ座長と一階で交こう戦せんする、墜落乙女。

　まさかサヱカは──。

「──避ひ難なんしましょう！」

　何かに弾はじかれるように、乱らん歩ぽはそう叫んだ。

「ここにいてはいけない。きっと──建物が崩くずれてしまう！」

　サヱカは恐らく──全ぜん力りよくをもって戦闘に臨のぞんでいる。

　それこそ──ビルヂングの基き礎そ構こう造ぞうである、柱や壁面を破壊しながら。

　先ほどの異い音おんは、彼女が建物を破壊している音なのだ。そして小刻みな振動も、その衝しよう撃げきによるもの……。

　だとしたら……遠からず、この建物は倒とう壊かいしてしまう。

「建物が崩れる!?　どういうことだ！」

　いら立ちを深めていた警けい視しが、怒ど鳴なりつけるように問う。

「分かるように説明しろ！」

「──僕はずっと、墜落乙女の戦闘を観察してきました！」

　怒鳴り返すようにして、乱歩は言った。

「彼女の戦いには、広い空間が必要になる！　しかし、屋内ではその空間が確かく保ほ出来ないのです！　戦せん況きようが逼ひつ迫ぱくすれば、彼女は間違いなく力ずくで空間を確保するでしょう。それこそ──建物を破は壊かいしてでも。ですから、怪け我が人にんを連れて一いつ刻こくも早くここを出ないと！　基礎構こう造ぞうを傷つけられた建物は、自じ重じゆうに耐え切れず倒とう壊かいする可能性せいがあるんです！」

「だが、どう逃げるというんだ!?」

　警けい視しの口く調ちようは、もはや食って掛かるようなものになっていた。

「階かい下かは戦せん場じようと化してる！　一階だって、きっともっと酷ひどい有あり様さまだ！　そんな中、どうやって通り抜けるっていうんだ！」

　──そこが問題だった。

　これだけの人にん数ずうを連れて移動するのだ。見つからないようにこっそりと、という訳わけにもいかないだろう。活いキ人形に見つかってしまえば、大量の犠ぎ牲せい者しやが出るのは間違いない。

　このまま建物の崩ほう落らくを待つよりはいいだろうが……それでも……。

　──その時だった。

「……抜け道がある」

　弱々しい声が、社員の中から上がった。

「……この階から、地下の武ぶ器き庫こへ抜ける隠かくし階段があるんだ」

　小さく手を上げ、そう説明するのは──一階本ほん部ぶに連れん行こうされていた、角つの筈はず物ぶつ産さん社長だった。

　白いひげを震わせ、白はく状じようするように社長は説明する。

「何かあった時のためにこさえたものだが、そこが無ぶ事じであれば全員避ひ難なん出来るだろう。地下倉そう庫こも、建物とは別の場所に出口が設けてある……。良ければ使ってくれ……」

「……情報ありがとうございます」

　乱らん歩ぽは顔を上げると、部屋中の全ぜん員いんに宣せん言げんするように言った。

「では──これから避難を開始しましょう！　女性や怪我をして歩けない人が近くにいる場合は、協力し合うようお願いします！」




「──これで最後ですか！」

　負ふ傷しようした最後の警けい官かんが地下通つう路ろから出たところで、乱歩は彼に確かく認にんする。

「社員、怪我人、戦っていた警官の皆さん、全員出でましたか!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ！」

　左足を引きずりつつ、青せい年ねん警官は乱歩にそう報告した。

「生きていたものは、全員抜ぬけ出した！　うまく通路の扉とびらもふさいだから、建物内ないの活キ人形も追ってこられないはずだ！」

「ありがとうございます……！」

　礼れいを言い、乱歩はビルヂングを見上げた。

　その外がい観かんは、穴が開き、ひびが入り、一部壁へき面めんは崩ほう壊かいし──既すでに半はん壊かい状態にあった。

　そして、次の瞬しゆん間かん──。

　地じ鳴なりのような低い音が響ひびき──まるで砂の城しろが壊こわれるように。

　積み木の家が崩くずれるようにして──ビルヂングは崩壊していった。

　凄すさまじい破は壊かい音おんが辺りに響き、大量の砂すな埃ぼこりが舞い上がる。乱歩たちの周囲に、奇き妙みようなつむじ風が巻き起こる。隣となりに立つ睡すい蓮れんは、小さく悲ひ鳴めいを上げた。

　しかし──うまく真ま下したに、つぶれるように倒とう壊かいしてくれたらしい。周囲の建物や人々に、被ひ害がいは出ていないようだ。

　──戦せん闘とうは、どうなったのだろう。

　ひとまず命の心配がなくなり、そんな疑問が乱らん歩ぽの脳のう裏りに強くよぎる。

　──サヱカは無ぶ事じだろうか。座ざ長ちようを倒すことが出来たのだろうか。

　──桔き梗きようの姿すがただって見当たらない。どこにいるのだろう。

「……ここは頼みます！」

　睡蓮にそう告げると乱歩は瓦が礫れきの方に走り出した。

　──もしも彼女たちが座長に倒されていたら。

　──あの瓦礫の中で命を落としていたら。

　そう思うと、乱歩の気持ちは酷ひどく粟あわ立だった。桔梗に関してはまだしも──サヱカのことは、未いまだよく分かっていないというのに。

　建物まであと少し、というところまでたどり着いた。

　その時──

「……乱歩さん」

　──上空から、そう声を掛けられる。

　顔を上げると、ドレスが所々裂さけ、頰ほおからは血を流したサヱカがこちらを見み下おろしていた。

「生き延のびましたの？　案あん外がいしぶといようですわね」

　……どうやら無ぶ事じ、生せい還かんしたらしい。

　安あん堵どを嚙かみ殺しつつ、

「ああ、しぶとくなきゃ記者なんてやってられないさ」

　乱歩は軽かる口くちを叩たたき返した。素直に喜ぶのは、癪しやくに障さわる気がして。

　彼女は地上に降り、服ふく装そうをモダンガールファッションに切り替えると、

「またも座長を、逃がしました……」

　憎にく々にくしげに言って、瓦礫の方を振り返った。

「……逃がした？」

「ええ、建物が倒壊する直ちよく前ぜんに、急に踵きびすを返して逃げて行きましたわ。本当に、我が慢まんなりません……。今回は、最後まで戦えると思いましたのに。わたくしを倒さないのなら、一いつ体たい座長様さまは何のために出てきたというのかしら……」

「……確かに、それは気になるところだな」

　同どう意いし、乱らん歩ぽは考える。

　座ざ長ちようの目的は、何なのだろう。そしてそもそも──この戦いは何だったのだろう。

　墜つい落らく乙女おとめと警けい視し庁ちようが共きよう同どうで行動している時に掛けられた──人形座ざによる強きよう襲しゆう。

　その規き模ぼは前ぜん代だい未み聞もんの大きさだったし、座長まで現げん場ばに現れた。

　これではまるで──警視庁と墜落乙女を一いち網もう打だ尽じんにすることを狙ねらったようではないか。

　──これまで人形座は、「その場に行き当たった帝てい都と民みん」を襲しゆう撃げきしていた。

　犯はん行こう声せい明めいにあった犯行動どう機きも「帝都を混乱に陥おとしいれる」というものだったし、実際、襲おそう相手は誰だれでもよかったのだろう。

　ただ──今回は、明めい白はくに自分たちをその対たい象しようとしているようで。

　彼らの目もく標ひようが自分たちに向けられた気がして。乱歩はその背中に薄うすら寒いものを覚えた。

　……いや、今はそんなことを考えている場合ではない。

　もう一つ、一いつ刻こくも早く確かく認にんしたいことがある。

「──桔き梗きようさんが」

　乱歩は一いち度ど頭を切り替え、サヱカに尋たずねる。

「桔梗さんがどこにいるか知らないか？　まさか、倒とう壊かいに巻き込まれたということはないだろうが……姿すがたが見当たらないんだ」

　てっきり、サヱカと桔梗は同じ場所にいるのだとばかり思っていた。この場にいないとなれば、一いつ体たい彼女はどこへ行ってしまったのだろう……。

「ああ、彼女なら、ずっと裏うら口ぐちで戦っていたのですわ」

「……そう、なのか？」

　その言葉に、引っ掛かりを覚えながら乱歩は尋たずねる。

「戦せん闘とうの間あいだ中じゆう、ずっと？」

「ええ、ずいぶん姿すがたが見えないので、どれだけ必ひつ死しに戦っているのだろうと思っていたのですけれど……先ほど瓦が礫れきを抜ける時に、その姿を見かけましたわ。それでようやく──何をそんなに手て間ま取どっていたのかが分かりました。十分な釣ちよう果かは手に入れたようです」

「……釣果？」

　何だろう……。彼女は一体、何を手に入れたというのだろう。

　ちょうどその時、

「──おーい、賜たまヒ野の！」

　背後から、桔梗の声が聞こえる。

　振り返ると──瓦礫の向こうから、桔梗がやってきた。

　その制せい服ふくはボロボロ。ところどころ穴が開き素す肌はだがのぞいている。しかし埃ほこりで汚れたその顔には、笑えみが浮かんでいた。

　そして、彼女の手には──

「──ちょっとした土産みやげを、持ってきてやったぞ！」

　──ぐったりした小こ型がた活いキ人形が、吊つるされていた。




「どうしても、一体生いけ捕どりにしたかったんだ」

　睡すい蓮れんやその他警けい官かん隊たいと合流したのち。桔き梗きようはそう言って自じ慢まんげに微笑ほほえむ。

「角つの筈はず財ざい閥ばつが人形座ざと関係ないのは間違いなさそうだった。とはいえ、今回の強きよう制せい捜そう査さで何かしらの実じつ績せきは残したかったからな……。となると、せっかく自ら出向いてくれた活キ人形たちを、みすみす逃のがす訳わけにはいかんなと思ったんだ」

「なるほど」

　転んでもただでは起きない、とはこのことだ。

　これまで活キ人形の残ざん骸がいは入にゆう手しゆされていたが、生け捕りにされたのは初めてのことになる。きっと捜査にとって大きな手掛かりになるだろう。

「まあ、ビルヂングが倒とう壊かいしたのは……どうしても責せき任にん問題になってくるだろうが、座ざ長ちようが登場したことを説明すれば納なつ得とくはしてもらえると思う。被ひ害がい者しやも最さい小しよう限げんに抑えることが出来たし、損そん得とくでいえば、決して大おお損ぞんにはなっていないはずだ」

　──と、それまで黙だまっていたサヱカが、

「……まあ、御髪おぐしが」

　そう言って、桔梗の髪かみを手に取った。

「先の方、少しだけ焦こげてしまっていますわ」

「……ああ、本当だな」

　毛け先さきを手に取り、桔梗は苦にが笑わらいする。

「激しい戦せん闘とうだったから、仕方がない。しかしこうなると、バッサリ切ってしまった方がいいかもしれないな。戦闘の邪じや魔まになりかねない」

　その台詞せりふに、髪を観かん察さつしていたサヱカは──

「……それはもったいないことですわ」

　──そんなことを、言い出した。

「……え？」

　桔梗は目を丸くする。

「ずいぶんと、きれいな髪ですから。本当に、忌いま々いましいほどに。女性であるなら、切ってしまうのはもったいないと思います」

　……その場の誰だれもが、サヱカの言葉に驚いた。

　墜つい落らく乙女おとめが。

　あの悪あく人にんが。

　桔き梗きようの髪かみを評ひよう価かし、素直な感想を述べた。

「……ありがとう」

　桔梗はそう言い、にこりと微笑ほほえむ。

　その笑えみは──まるで女おんな友達と会話でもしている時のような、穏おだやかなものだった。

「君の髪だって、とてもきれいではないか」

「もちろんですわ。手入れには、気を遣つかっておりますもの」

　──その光こう景けいに、乱らん歩ぽは不ふ思し議ぎな感覚を覚えていた。

　少しずつ──サヱカの態度も軟なん化かしているのかもしれない。

　最初はひたすら相手を拒きよ絶ぜつしていた。露ろ悪あく的な言げん動どうを繰り返し距離を取ろうとし続けていた。

　それでも、今回の戦いを経て……お互いを認め合うようになり始めたのかもしれない。

「……なんですの？」

　視線に気付いたらしい。サヱカは首を傾かしげた。

　乱歩はそれに、

「……何んでも無い」

　とだけ答えて、深く息を吐いた。
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「──以上の功こう績せきをもって、本ほん日じつ付づけで、賜たまヒ野の乱らん歩ぽ君くんを主しゆ任にん記者に昇しよう格かくとする」

　朝ちよう礼れいの最さい終しゆう盤ばん。

　東とう条じようがそう言い、記者室内ないは拍はく手しゆの音に包まれた。

「では賜ヒ野君、何か一ひと言こと、挨あい拶さつを」

「はい」

　一歩前に出ると、乱歩は居い並ならぶ記者を見渡し、手て短みじかに挨拶を述べ始めた。

「おはようございます。この度たび、主任記者に任にん命めいいただきました、賜ヒ野です……」

　──乱歩が書いた角つの筈はずビルヂング事件の記き事じは、帝てい都と内ないで一大旋せん風ぷうを巻き起こした。

　あれだけの大だい事件の現げん場ばに、乱歩は最初から最後まで居い合あわせたのだ。その情報量りようは他た紙しを圧あつ倒とうして余りあるものだったし、「警けい察さつの動きを察さつ知ちし、強きよう制せい捜そう査さに同どう行こうした」賜ヒ野乱歩の名は、敏びん腕わん記者として帝都内ないに知れ渡った。

　これを機きに、帝都日にち日にち雑ざつ報ぽうの売り上げは、大おお手て三紙と呼ばれる「書かき賈うり新聞」「時じ事じ報ほう社しや」「毎まい朝あさ國こく報ほう」と並びうるものとなった。実じつ質しつ、「大手」の仲間入りを果たしたと言っても過か言ごんではないのだろう。そしてそれを一人で成し遂とげた乱歩が昇格をするのは、半なかば当然のことだった。

「……えー、知っての通り、賜ヒ野君が担当する『人形座ざ事件』は、今もって解決の糸いと口ぐちが見えていない」

　挨拶を終えた乱歩に続き、東条が話を引き継つぐ。

「犯はん行こう声せい明めいは未いまだ届いているし、謎なぞは深まるばかりだ。ということで──これからも、一いつ層そうの活かつ躍やくに期待しているぞ、賜ヒ野君！」

　乱歩の背中を叩たたき、東条は満足そうに笑った。

「諸しよ君くんらも、賜ヒ野君に負けぬよう日々研けん鑽さんに励んでくれ！　以上だ！」




「はぁ～。これではっきり差をつけられちまったな」

　自じ席せきに戻ったところで、隣となりの席から臼うす杵きに声をかけられた。

「今やお前はちょっとした有名人。賃ちん金ぎんだって相当上がるんだろう？　同どう期きとしちゃあ誇らしくもあるが、こりゃ飯めしの一度や二度くらいおごってもらいたいもんだなー」

　からりと明るい声で言う臼杵に、

「ああ、それは是ぜ非ひ、おごらせてもらうよ」

　笑顔で頷うなずき、乱歩は少々声を潜ひそめた。

「君にはずいぶん、助けられているようだしな」

　──記者室しつには現在も、乱歩の突然の躍やく進しんに疑問を持つ者が幾いく人にんもいる。数すう週間で記事の質が飛ひ躍やく的てきに向こう上じようし、ついには昇格まで成し遂とげたのだ。それも無む理りからぬことだろう。

　乱歩としても、彼らに秘ひ密みつを作るのは心苦しかった。それでも……まだ墜つい落らく乙女おとめとの契けい約やくのことは、明かすことが出来ない。

　だからこそ、彼らの疑問をうまく散らしてくれている臼うす杵きには、きちんと感かん謝しやの意を示しておきたいところだった。

「じゃあそうだな……銀ぎん座ざ辺りで、旨うまいものを頼む！」

「分かった、そうさせてもらうよ」

「お、気き前まえがいいねえそうこなくっちゃ！　……そうそう、気前がいいついでにちょっと訊ききたいんだが……」

　言うと、臼杵は声を潜ひそめ、探るように尋たずねる。

「人形座ざ事件の担当刑けい事じ……女性で、美人って噂うわさなんだが、本当か……？」

「……ああ……そうだね」

　彼女の顔を思い浮かべ、乱らん歩ぽは頷うなずいた。

　確かに、巡じゆん査さ部ぶ長ちようとしての有ゆう能のうさばかりに気を取られていたが、桔き梗きようはかなりの美人だ。

　凛り々りしい眉まゆに筋すじの通った鼻、強い意い志しを感じさせつつも涼すずしげな瞳ひとみは、一部の男性からは熱ねつ烈れつな評ひよう価かを受けるだろう。

　実際、警けい視し庁ちよう内にも何人か信しん奉ぽう者しやがいるらしいし、時おり他た紙しでもその美び貌ぼうは取り上げられている。

「やはりそうなのか……」

　ゆっくりと顎あごを撫なで、目をすがめる臼杵。

　そして彼は、

「昇しよう進しんした上に美女とのつながりまで作るとは……。こいつはちょっと、許せんなあ……」

　意味ありげな視線を乱歩に向け、そんなことを言い出した。

「……ん？　許せん？」

「ううむ、ううむ……やはりどう考えても許せんなあ……。幸せの独ひとり占じめとは、どういう了りよう見けんなのだろう。せめておすそ分けをして然しかるべきなんじゃないかと思うんだがなあ……」

　ようやく意味を理解し……乱歩は思わず吹き出した。

「分かった分かった」

　言いながら、背もたれに体重を預ける。

「お望みとあらば、今度紹しよう介かいするよ。もちろん、先せん方ぽうの了りよう承しようが取れればだけどな」

「……おお、さすが主しゆ任にん記者！」

　表情をころりと変え、臼杵は柏かしわ手でを打った。

「頼りになるぜ！」

「まあ、相手はなかなかの強つわ者ものだ。会うことになっても、心して掛かれよ」

「構わんさ。強い女性は好みだ。で、いつ紹介してもらえる？　俺おれの方は、今夜でもいつでも構わんのだが」

「今夜とは、ずいぶんな食いつきようだな……。しかしダメなんだ、今夜はちょっと、僕の方で彼女と用事があってね」

「そうなのか。また打ち合わせか何かか？」

「いや、今日きようは彼女の家に招かれているんだよ。一いつ緒しよに食事をするんだ」

「……」

　その言葉に、臼うす杵きは目を見開いた。

「なんだ、お前……もう既すでに、刑けい事じと懇ねんごろなのか」

「……まさか！」

　予想外がいの勘かん繰ぐりに、乱らん歩ぽは思わず笑ってしまった。

「僕の昇しよう進しんを祝ってくれるらしいんだ。ただそれだけのことだよ」

　しかし臼杵は、さらに怪け訝げんな表情になり──

「……それを懇ろな仲、っていうんじゃないのか？」




　　　＊




　桔き梗きように教えられた、高たか田だ町ちよう目め白じろの住所付ふ近きん。

　彼女たちの家を探して、乱歩は通りを歩いていた。

　……確か、火ひノ星ほし姉妹は親おや元もとを離れ、姉妹二人ふたりで暮らしていたはずだ。

　若い女性の二人暮らし、というのはずいぶんと珍めずらしいが、一体どのような家に住んでいるのだろう。知ち人じんの家に間ま借がりしているのだろうか？　あるいは、寮りようのような建物で他の集団と共に暮らしているとか？

　──などと考えていて、「火ノ星」と書かれた表ひよう札さつを見つけた。

「……これは」

　乱歩はあんぐり口を開け、思わずその邸てい宅たくの前に立ち尽くした。

　──煉れん瓦が造りの重じゆう厚こうな外がい観かん。

　──手入れの行き届いた庭園に、広い敷しき地ち。

　明らかに、裕ゆう福ふくな家庭の屋や敷しきが──そこにあった。

　……なんだこれは？　なぜこんな邸宅に、桔梗たちは住んでいる？

　一いつ瞬しゆん、家を間違えたのかと思ったが、改めて確かく認にんした表札にはやはり「火ノ星」と書かれている。

　……実家が裕福なのだろうか？　この建物は、両親が上じよう京きようした娘むすめに用意した、だとか。

　……いや、ご両親は「地方で警けい察さつ官かんをしている」と言っていたような記き憶おくがある。普通の警官の娘が、こんな家をあてがわれることはないだろう。

　考えてみれば、これまで自分は彼女たちのプライベートに触れたことがほとんどない。ご両親の話だって、何かのきっかけに短く教えられただけだ。

　今夜は、これまでの生おい立ちなどを聴きいてみたいところだ……。

　そんな風ふうに思いながら、乱らん歩ぽは屋や敷しきの門をくぐった。




「ようこそ我が家へ！」

　屋敷内ない。広々とした玄げん関かんホールにて。

　桔き梗きようはそう言い、微笑ほほえみながら乱歩に歩み寄る。

「主しゆ任にん記者への昇しよう格かくおめでとう。今日きようは存ぞん分ぶんに、愉たのしんでいってくれ」

　しかし乱歩は──彼女の姿すがたに本ほん日じつ二度目の衝しよう撃げきを受け、口ごもってしまった。

　目の前で朗ほがらかに微笑む桔梗は──普ふ段だん着ている警けい視し庁ちようの制せい服ふくではなく、純じゆん白ぱくのドレスを身にまとっているのだ。

　アップにした髪かみと、その下に覗のぞくうなじが健康的ながらも艶なまめかしい。

　うっすらとされた化け粧しようも相まって、彼女は一いつ国こくの姫ひめ君ぎみもかくやという輝きを放っていた。

「……どうした？　変な顔をして」

「あ、いえ、すみません……」

　怪け訝げんそうな桔梗に、乱歩は我に返り答える。

「その……桔梗さん、見み慣なれない格かつ好こうだったので、驚きまして」

　これまで彼女は、あまり自分の見た目に頓とん着ちやくする様よう子すを見せたことがなかった。それが突然、こんなにも華はなやかな格かつ好こうで登場したものだから……どうしたって狼狽うろたえてしまう。
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「せっかくの昇しよう格かく祝いわいだからな。今日きようくらいはおめかしをしなければ、もったいないだろう」

「そういうことですか……。ありがとうございます」

　考えてみれば……彼女に比べて自分は酷ひどくみすぼらしい格好だ。

　よれたシャツに汚よごれた袷あわせを重ね、袴はかまは穴が開く寸すん前ぜん。足あし元もとの下げ駄たは今にもすり切れそうだ。こんな姿すがたで桔梗に相あい対たいするのは、それだけで無ぶ礼れいというものだろう。せめてもう少し、身だしなみに気を配るべきだった……。

「乱らん歩ぽさん、いらっしゃったのですね……」

　続いて玄げん関かんホールに現れたのは……水みず色いろのドレスをまとった睡すい蓮れんだった。

　その黒くろ髪かみは普ふ段だんより細やかにまとめられ、彼女特とく有ゆうの穏おだやかさが女性らしい色いろ気けに昇しよう華かしている。姉とは違う雰ふん囲い気きを放っているものの、その姿はまるで「妖よう精せい」のようで、平へい素そとの落らく差さに乱歩はくらっとしてしまった。

「すみません、このような場を用意していただいて……本当に光こう栄えいです」

「何をおっしゃいますやら……あなた様は、私の命の恩おん人じんなのですから……」

　言って、睡蓮は微笑ほほえみ視線を落とした。

　──角つの筈はずビルヂングの一いつ件けんに関して、睡蓮は随ずい分ぶんと乱歩に感かん謝しやしているようだった。確かに、あの時とき乱歩がいなければ、彼女は崩くずれゆくビルの中に取り残されていたのかもしれない。

　ただ、それを真ま正しよう面めんから誇るのも無ぶ粋すいな気がして、

「いえいえ、あれは自分に出来ることを、精せい一いつ杯ぱいやったまでですから……」

　出来る限り紳しん士し的な返答をしておいた。

　──しかし、と。改めて二人の服ふく装そうを眺ながめながら、乱歩は溜ため息いきを漏もらしそうになる。

　桔梗も睡蓮も、本当に煌きらびやかな装よそおいだ。

　おそらく、見み目め麗うるわしいだけでなく仕し立たてもいい高級ドレスなのだろう。

　この屋や敷しきにしろ着ているものにしろ……彼女たちは一体、どうやってそれらを手に入れたのだろうか……。

「──あら、随ずい分ぶんと鼻の下を伸ばして」

　──冷え切った声が、屋敷奥おくから聞こえた。

　サヱカの声だ。どうやら、自分より先に到とう着ちやくしていたらしい。

「男というのは、実に分かりやすい生き物ですわ」

　酷ひどい勘かん繰ぐりに言い返してやろうと、乱歩は視線をそちらに向けた。

　しかし──

「……」

　──彼女の姿を目にし、乱歩は完全に言葉を失った。

　サヱカは艶あでやかな黒い振ふり袖そでに身を包み、そこに立っていたのだ。

　紅あかい格こう子し模も様ように白い胡こち蝶よう蘭らんがあしらわれたそれは、華はなやかながらも実に上じよう品ひんだ。髪かみに挿さされたかんざしも、彼女の艶つや々つやの黒くろ髪かみによく映えていた。

　──改めて実じつ感かんした。

　墜つい落らく乙女おとめたる蓋けだシ野のサヱカが、自分とさほど年も違わぬ、一人の美しい少女であることを。

　華はな々ばなしく輝き誇る桔き梗きようや睡すい蓮れんとは対たい照しよう的てきに──サヱカは妖よう艶えんな美しさをたたえ、そこに立っていた。

「しかし……よかったよ、墜落乙女も、この場に同どう席せきしてくれて」

　桔梗が全ぜん員いんを食堂へ案内しながら、ほっとしたように微笑ほほえんだ。

「正直なところ、こういう場に来てくれる質たちだとは思っていなかったからな……。思い切って誘ってみてよかった」

「まあ、普ふ段だんは参加いたしませんがたまには、ということですわ」

　取り澄すました様よう子すでサヱカは答える。

「わたくしの知らないところで謀ぼう略りやくを巡らされても厄やつ介かいですからね」

「そうか……そういうことにしておこう」

　もう一いち度ど桔梗は笑い、サヱカはふん！　と視線を逸そらした。




　使用人にんによって運ばれてくる料理は──絶ぜつ品ぴんだった。

　流りゆう行こうの洋よう食しよくをさらに日に本ほん人じん好ごのみに改良した、というメニューは、普ふ段だん定てい食しよく屋やですませがちな乱らん歩ぽにとって感動ものの味だった。

　日ひ頃ごろから優ゆう雅がな食しよく生活を送っているであろうサヱカも、

「これは……」

　と口に手を当て驚いている。

「こんな料理……並なみ大たい抵ていの家では出ませんわ」

　彼女は怪け訝げんな表情で桔梗たちを見た。

「屋や敷しきと言い上じよう等とうの服と言い……あなた方、一体、どういう……」

「……そう、僕もそれが気になっていたのです」

　サヱカの質問に、乱歩も続いた。

「ご両親は警けい察さつ官かんと伺うかがっていたと思うのですが……もしや名めい家かの縁えん者じやであったりするのでしょうか？」

「……ああ、それなんだが」

　困ったように眉まゆをよせると、桔梗は白はく状じようするように言った。

「これまでは慎しん重ちように隠かくしてきたのだが、そろそろ明かそうか。実は、私と睡蓮が警察官の娘むすめというのは噓うそでな。本当は……」

　桔梗は一いつ層そう、声を潜ひそめる。

「……菱ひし川かわという家の、総そう裁さいの孫まご娘むすめなんだ」

「──えっ！」

　乱らん歩ぽはフォークを持つ手を止め、驚きの声を上げた。

「菱川──菱川財ざい閥ばつの、ですか？」

「そうだよ」

　桔き梗きようは頷うなずく。

　菱川財閥。

　日に本ほん五ご大だい財閥と呼ばれる財閥の一つだ。

　江え戸ど時代、日本橋ばしで開かい業ぎようしていた両りよう替がえ業ぎようの菱川商しよう店てんを起き源げんに持ち、現在も金きん融ゆう界かいに強きよう大だいな影えい響きよう力りよくを誇っている。

　その財ざい力りよくで芸げい術じゆつ家かへの支し援えん、貧ひん困こん院いんの設立など社会活かつ動どうにも積極的に取り組んでいるものだから、乱歩も概おおむね好こう印いん象しようを抱いていたが……桔梗たちが、その一族の息そく女じよだとは……。

「そう……だったのですか」

「ああ。ほとんど誰だれにも明かしていなかったのだがな」

　乱歩はふと、以い前ぜん桔梗が言っていた言葉を思い出す。

「──大きなものから小さなものまで、たくさん秘ひ密みつを隠かくしているよ」

　きっと「大きな秘密」というのは、このことを言っていたのだろう。

　なるほど、これは確かに実に大おお掛がかりな秘密だ。

　しかし……それではなぜ二人は今、その出しゆつ自じを隠し刑けい事じや医い師しの卵たまごを務めているのだろう……。立場や年ねん齢れいを考えれば、何ど処こかの御おん曹ぞう司しに嫁よめに出されているのが自然なはずだが……。

「……実は私たちは、菱川家とはほぼ絶ぜつ縁えん状態でな」

　乱歩の疑問を察したのだろう、昔むかし話ばなしでもするように、桔梗は話し出した。

「今でもいくつかの施し設せつとは繫つながりがあるが、実じつ質しつ他た人にんのような扱いを受けているんだ。だから基き本ほん的に、周囲には地方の警けい官かんの娘むすめ、と偽いつわっている」

「そうなのですか。しかし、絶縁なんて……どうしてそんな」

「ううむ……こんなめでたい場でしていい話なのかも分からないが……」

　彼女は迷うように視線を落としてから、

「……きっかけは、子供の頃ころ、知ち人じんの家に起きた強ごう盗とう事件だった」

　ぽつぽつと説明を始めた。

「まだ幼かった頃、財閥としてつながりのあったとある家庭に、強盗が入ったんだ。家か長ちよう、その夫人は助かったものの──私たちと同い年であった長女は、無む残ざんにも強盗に殺されてしまってな」

「……そんな、ことが……」

　あまりに凄せい惨さんな思い出に、乱らん歩ぽはそれ以い上じよう言葉を紡つむぐことが出来ない。

「もう、十五年近く前のことになるのか……。その時にな……私は思ったんだ。こんな悲ひ劇げきが、この世にあってはいけないんだと。私し利り私し欲よくに駆かられた人間に、何の罪つみもない子供が殺されるなんて、あってはいけないんだと。だから私は──刑けい事じを目め指ざそうと決心した。殺さつ人じん者しやを取り締しまり、悲劇を未み然ぜんに防げる警けい察さつ官かんをね」

「……なるほど」

　ようやく、桔き梗きようの正せい義ぎ感かんの理由が分かった気がする。

　彼女が悪を憎にくむのは──かつてその悪を、間ま近ぢかで目まの当たりにしたからなのだ。

「ただ、その結果──家とは大いに揉もめることになった。両親や親しん類るいは皆、私たち姉妹を名のある家か系けいと縁えん組ぐみさせることしか考えていなかったんだな。江え戸ど時代から代だい々だいそうしてきたのだし、それも無む理りはないのだろう。しかも当時は、女が警察官になることなんて考えられなかった時代だから……桔梗は気が狂ったのかと、医い者しやにも連れていかれたよ」

「実は私も……同じ事件がきっかけで、医者になりたいと願うようになりました……」

　目を細め、わずかに微笑ほほえむようにして睡すい蓮れんも話し始める。

「もう……誰だれかが死んでしまうなんて嫌いやだったんです……。辛つらくて苦しい思いをして、その上命を落とすなんて、嫌だったんです……」

「──かくして、私たち姉妹はこの屋や敷しきだけ与えられ菱ひし川かわ家けとは絶ぜつ縁えんされ、今は私たちの弟たちの中から、跡あと取とりが選ばれようとしている、という訳わけさ」

「……そうだったのですね」

　もはや乱歩は、物語でも聴きかされたような気分になる。

　幼い財閥令れい嬢じようたちが直ちよく面めんした悲劇。そして、一いち族ぞくとの別べつ離りと、のちに待っていた戦い……。

　桔梗に抱いた「姫ひめ君ぎみ」という印いん象しようは、あながち間違いでもなかった、ということになるだろう。これはもう、一種の立りつ派ぱな貴き種しゆ流りゆう離り譚たんだ。

「……まあ、とは言っても」

　がらりと声こわ色いろを変え、桔梗は話を続ける。

「今は自分の置かれている状況に満足しているよ。世の中にはおかしなことがたくさんあるし、警けい視し庁ちようでも……納なつ得とくの行かないことはたくさんある。でも、私たちにはそれを正していくことが出来るんだ。だから、後こう悔かいはしていない」

　そして睡蓮も、

「……私も……そうですね」

　控えめに、そしてどこか悲しそうにそう言った。

　……その表情に、乱歩はふと思った。

　──自分も「過去」を話してみようと。

　相手のことだけ聴きいておいて、自分はだんまりというのも、公こう平へいでない気がする。自分が経験した出で来き事ごとを、彼女たちなら共きよう感かんしてくれるような気もした。

　ならば……今いま以上に、それを明かすのに誂あつらえ向きの機き会かいもないだろう。

「……実は自分も、似たようなことがあって、記者を目め指ざし始めたのです」

　乱らん歩ぽが切り出すと、

「……そうなのか？」

　桔き梗きようはその身を、ダイニングテーブル越しに少々乗のり出した。

「もし構わなければ……どういうことがあったのか、教えてもらいたいんだが……」

「ええ。まあ僕の場合、桔梗さんたちほど大変なことがあった訳わけではないのですが」

　乱歩は小さく咳せき払ばらいする。

「数年前まえ、東とう北ほくのＩ県星ほし置おき村むらで、連続殺さつ人じん事件があったのを覚えていませんか？」

「数年前……」

　腕を組み、視線を上にやる桔梗。

「……ああ。思い出した。農のう家かの男性が、三人殺ころされた事件だな。確か一度捕つかまった犯はん人にんが冤えん罪ざいで、県けん警けいでも大だい問題になったはず」

「そう、その事件です。その、冤罪で捕まった犯人が──僕の父親なのです」

「えっ……」

　桔梗が声を上げ、睡すい蓮れんがフォークを取り落した。

　それまで澄すましていたサヱカさえも、視線をじっと乱歩の方に向けた。

「ずさんな捜そう査さで証しよう拠こをでっち上げられて、父は不ふ当とうに逮たい捕ほされたんです。本当に、あの時は大変でした。新聞でもラジオでも、自分の父親が殺人者しやであるように言われて……当とう時じ住んでいた村からも、出ていかなければならなくなりました。ただ──それを助けてくれたのが、新聞記き者しやだったんです。彼は捜査の問題点てんを暴あばいて、再さい調査の必要があることを記事で書きたててくれて……おかげで、真しん犯人が捕まって父の疑いは晴れたんです」

　──その時とき乱歩は知しったのだ。

　情報の持つ強さを。

　そして、同時にそれが持つ恐ろしさを。

　以い来らい彼は記者を目指すようになり、しばらくして仕事を求め、帝てい都とに上じよう京きようすることとなる。

「なるほど……」

　大きく息を吐き、桔梗は目を細めた。

「境きよう遇ぐうとしては、私たちと似ているのかもしれんな。過去の苦にがい経験をもとに、進むべき道を選んだ。だからこそ──こうして波は長ちようが合うのだろう」

　……確かに、そうなのかもしれない。

　似たような経験をしてきたからこそ、根ね本もとのどこかで共きよう鳴めいし合うことが出来る。

　こんな時間を共に過ごすようになったことも、一いつ種しゆの必然なのかもしれない。

　と、桔き梗きようはここで視線をサヱカに向け、

「さて、ではこの流れで、是ぜ非ひ君の生おい立ちも教えてほしいんだが……」

　そう言って首を傾かしげた。

「どうだい？　そちらもずいぶんと、育ちがよさそうに見えるのだけど」

「もちろん──お話し出来ませんわ」

　サヱカは薄く微笑ほほえむと、あっさりとそれを却きやつ下かする。

「わたくしはただの『墜つい落らく乙女おとめ』。今はそれ以上、明かす気はございません」

「まあ、そう言うだろうな……」

「ただ……」

　サヱカはテーブルに視線を落とす。

「……皆さんのお話は、興きよう味み深ぶかく拝はい聴ちようさせていただきました。わたくしも時が来ましたら、色々とお話しいたしましょう」

「……そうか」

　桔梗はうれしげに頷うなずいた。

「では、その時を楽しみにしているよ」




　食後には、桔梗が英国イギリスから取り寄せたという紅こう茶ちやが振る舞われた。

「まあ……」

　一ひと口くちそれを飲んだ途と端たん──サヱカの頰ほおが、ぽっと赤く染そまる。

「これは……これは……」

「ん？　どうした……？」

　桔梗が尋たずねると、しばしサヱカは確かめるようにカップの中を見つめ、

「……どこの会社に依頼すれば、取り寄せてもらえますの？」

　顔を上げ、そう尋ねた。

「……気に入ってくれたようだね」

　満足そうに、桔梗は満まん面めんの笑えみを浮かべる。

「よかったよ、君はなんとなく舌したが肥こえていそうだったからね、知っている中でも一番上じよう等とうなものを用意したんだ」

「そうでしたの……」

　言いながらも、サヱカは二に度ど三度とカップを口に運んだ。

「ええ、ちょっとこれは……本当に、わたくし好みですわ……。悔くやしいのですけれど、認めざるを得ません……」

　彼女はむう、と眉み間けんにしわを寄せる。しかし、その口元はいつもよりもわずかに緩んで見えた。

「ははは、光こう栄えいだよ。では、取り寄せ方なんだが……」

　桔き梗きようはサヱカに紅こう茶ちやの輸ゆ入にゆう業ぎよう者しやの名を伝える。

　その光こう景けいは──乱らん歩ぽには、仲のいい女学生同どう士しが談だん笑しようしているかのように見えた。

　……やはり、サヱカの態度は、明らかに軟なん化かしつつある。角つの筈はずビルヂングの共きよう闘とうをきっかけにして。

　以前の彼女だったらこの会に参加などしなかっただろうし、仮に参加したとしても先ほどのように神しん妙みように話を聴きくこともなかったはず。

　それが今や、こうやってお茶の話まで出来るようにまでなった。

　これは明確な変化だし──乱歩はそのことに、ちょっとした引っ掛かりを覚えていた。

　と──

「さあ、じゃあもっと飲んでいってくれ……おっと」

　──サヱカのカップにお茶を注つごうとした桔梗は、うっかりポットをひっくり返しかけ、指先に少しお茶を掛けてしまった。

「失しつ敬けい失敬」

　言いながら、彼女はナプキンで指を拭ぬぐうが、

「あら、火傷やけどしたんじゃありませんの？」

　サヱカはそう言って、桔梗の手を取ろうとした。

「ああ、あはは、大だい丈じよう夫ぶさ」

　笑いながら、桔梗は指ゆび先さきを口に含む。

「こうしておけば、すぐによくなる」

「いえいえ、お水で流したほうがいいですわ。女性の指ですもの、痕あとが残っては大変ですわ」

　言って、サヱカは椅い子すを立った。そして、

「厨ちゆう房ぼうはどこですの？　一いつ緒しよに参まいりましょう」

　気き遣づかうような笑えみを浮かべ、首を傾かしげた。

「……分かった、そうしよう。すまない、少し外させてもらうよ」

　こちらを向きそう言うと、桔梗とサヱカは連れ立って食堂を出て行った。

　……彼女たちのいなくなった部屋。乱歩は考える。

　サヱカの態度の変化は──本ほん心しんからのもなのだろうか？

　桔梗の髪かみを褒ほめ、昇しよう進しん祝いわいに顔を出し、紅茶を気に入り、桔梗の指を心配したのは──企たくらみも裏の意い図ともない、彼女の本心なのだろうか。

　あそこまで悪あく辣らつだった彼女のことだ、何か理由があってそうしている可能性せいはあるだろう。

　むしろ、そうであるほうが彼女の人間性にはしっくり当てはまる気がする。

　それでも乱歩は……出来ればそれが「サヱカの本心」であってほしいと思っている自分に気が付いた。

　少しずつサヱカが気持ちを溶かし、自分たちに歩み寄ってくれているのであればいいなと。

　──いつの間にか乱らん歩ぽは、サヱカに奇き妙みような友情を感じ始めていた。

「……姉ねえさんは、すごいなあ」

　睡すい蓮れんが、ぽつりと呟つぶやくように言った。

「あんな風ふうに、墜つい落らく乙女おとめと打ち解けて……私は今も、あの人が怖こわいのに……」

「あ、ああ、そうだったのですか……」

　その言げんに、乱歩は少々焦あせりを覚える。

　自分はこの会を楽しませてもらっているが、睡蓮がずっと怖がっていたのだとしたらなんだか申もうし訳わけない。

「すみません……気付きもせず、勝かつ手てな真ま似ねを……」

「いえ、いいんです。乱歩さんが喜んでくださるなら、私もうれしいですから……。それに、姉が言い出したことには、逆らえないですし……」

「……そうなのですか」

「ええ……」

　言って、寂しそうに睡蓮は微笑ほほえんだ。

「いつも勝てないんですよ、喧けん嘩かだって、一度も勝てたことがありません」

「……喧嘩をすることがあるのですか」

　意い外がいだった。

　これだけ性格の違う姉妹だ、意見が食い違うこともあるだろうが……喧嘩になる前に睡蓮は引くものだとばかり。

「ええ、そんなに頻ひん繁ぱんに、という訳わけではないのですけどね……」

「そうなのですか……」

　……もしかしたら、と、乱歩は思う。

　サヱカのことだけでなく、自分はこの姉妹のこともあまり分かっていないのかもしれない。身み近ぢかな人の関係性せいも見み抜ぬけないとは、自分もまだまだ記者として修しゆ行ぎようが足たりないようだ。

「──やあ、遅くなってすまない」

　しばらくすると、桔き梗きようとサヱカが食堂に戻ってきた。

「彼女には、手て間まをかけてしまったよ」

　そう言う桔梗の指には──白い包ほう帯たいが丁てい寧ねいに巻きつけられていた。




　　　＊




　その後も歓かん談だんは続き、午後九時を回ったところで会はお開きとなった。

「今日きようは本当に、ありがとうございました」

　屋や敷しきの玄げん関かんにて。乱歩は深々と頭を下げる。

「誰だれかに昇しよう進しんを祝っていただくなんて、初めてのことでした。とても楽しかったです……」

　桔き梗きようも睡すい蓮れんも、日夜を問わず激げき務むに追われているのだ。

　そんな中、このような会を開いてくれたことには、感かん謝しやしてもし切れない。

「なあに、賜たまヒ野のには先日の角つの筈はずビルヂングで助けられたからな。それに、今後のためにも我々が親しん交こうを深めておくのは、決して悪いことではないだろう」

「……そうですね」

　頷うなずいて、乱らん歩ぽは考える。

　彼女の言う通り、この四人が手を取り合い戦うことが出来れば、どれだけ心強いだろう。

　それぞれ違った得とく意い分ぶん野やを持った自分たちが協力すれば──人形座ざ事件だって、遠からず解かい決けつ出来る。今の彼には、そんな気がし始めていた。

「──では、お邪じや魔ましました。おやすみなさい……」

　屋や敷しきの門に着き、乱歩は桔梗と睡蓮にもう一いち度ど頭を下げた。

　その隣となりで、サヱカも小さくお辞じ儀ぎする。

「失しつ礼れいいたしますわ」

　……ちらりとそちらを盗ぬすみ見た。

　すました表情で、桔梗たちを見ているサヱカ。

　乱歩には、やはりその顔が以前より打ち解けたものになりつつあるように思えた。

　……今夜はこの後、蓋けだシ野の家けの車で下げ宿しゆくまで送ってもらうことになっている。

　桔梗たちに見られないよう、少し離れた場所で待たい機きしてもらっているのだ。

　車の中では──サヱカと今日きようの話をしてみよう。

　彼女自じ身しんが、自分の変化をどう思っているのか、訊きいてみたかった。




　しかし──その時だった。




「──ッ!?」

　突とつ如じよ──乱歩とサヱカは、まばゆい照しよう明めいにその身を照らされる。

　そして──

「──動くな！」

　──光こう源げんから、怒ど声せいが響ひびいた。

「手を上げてこちらを向け！　不ふ用意に動けば即そつ刻こく──貴き様さまらを処しよ刑けいする！」

　──一いつ瞬しゆんで空気が張りつめる。

　──何が起きたのか分からない。

　しかし……乱歩は本ほん能のう的てきに、怒ど鳴なり声に逆らうべきではないと判はん断だんした。

　声の主ぬしは本ほん気きだ。従わなければ、何をされるか分からない……。

　乱らん歩ぽは両手を上げ、震える足で光こう源げんの方を向いた。

　渋しぶ々しぶ、と言った様よう子すで、申もうし訳わけ程てい度どに手を上げサヱカも振り返る。

　そこには──

「よーし……貴き様さまらそのまま動くなよ……！」

　──サーベルを手にした森もり栖す警けい視しがいた。

　そしてその背後には──銃じゆう口こうをこちらに向け、警けい官かん隊たいが控えている。

　……いや。

　あれは警官ではない。

「陸りく軍ぐん、じゃないか……！」

　茶ちや褐かつ色しよくの帽ぼう子しに同どう色しよくの外がい套とう。緋ひ色いろの肩けん章しようをつけ軍ぐん刀とうを下げた彼らは──帝てい国こく陸軍歩ほ兵へい隊たいだ。

　戦せん場じようで敵てき国こく軍ぐん隊たいと交こう戦せんするための兵へい士したちが──この市し街がい地ちで、自分たちに銃を向けている。

「……機き関かん銃じゆうまで用意して……ど、どういうことだ……」

　──三年式しき軽けい機関銃、九三式重じゆう機関銃が見える。

　それらが火を噴ふけば──自分たちが瞬またたく間まに蜂はちの巣すになることは、想そう像ぞうに難かたくない。

　角つの筈はずビルヂングの難なん局きよく面めんを乗り切った乱歩も──この状況には震えを覚えた。

　一体……何がどうなっている？

　なぜ、森栖警視が軍隊を従え……自分たちに脅おどしをかけているんだ……？

　そんな乱歩の疑問に答えるかのように、森栖警視は満足げに微笑ほほえむと──高らかにこう告げた。




「賜たまヒ野の乱歩、墜つい落らく乙女おとめ、貴様ら両名を──人形座ざ事件容よう疑ぎ者しやとして、逮たい捕ほする！」




　──瞬しゆん間かん、思し考こうが停止した。

　言葉の意味が吞のみ込めない。

　人形座事件の容疑者……？

　自分とサヱカが……？

「これからお前たちには署しよに同どう行こうしてもらう。たっぷりと取り調べさせてもらうから、覚かく悟ごしておくことだな！　帝てい都とを騒がせた罪つみは重いぞ！」

　森栖警視のだみ声に……乱歩は少しずつ、この状況を理解し始めた。

　──あらぬ疑いが、かけられている。

　自分とサヱカが人形座事件の首しゆ謀ぼうだなどという──根ねも葉はもない疑いが。

「……どういうことですか！」

　気付けば乱歩は、叫び出していた。

「訳わけが分かりません、一いつ体たい何があったというのですか！」

「……捕とらえた活いキ人形が、証しよう言げんした」

　森もり栖す警けい視しは、ゆっくりと言う。

「先日、角つの筈はずビルヂングの戦いで、そこにいる火ひノ星ほし巡じゆん査さ部ぶ長ちようが──こいつを捕つかまえただろう？」

　警視は乱らん歩ぽに右手を掲かかげて見せた。

　そこには──縄なわで厳げん重じゆうに拘こう束そくされた小こ型がたの活キ人形が吊つるされていた。

「尋じん問もんの結果、口を割ったのだ。人形座ざ事件は、墜つい落らく乙女おとめとその専せん属ぞく記者による自じ作さく自じ演えん劇げきであると。その目的は金と名めい声せいであると。さらに、浅あさ草くさに活キ人形の工場があることも分かったよ。貴き様さまらは、そこを根ね城じろにしていたんだろう？」

「そんな……そんな事実はありません！」

　──酷ひどい混乱が、乱歩の頭を搔かき乱す。

　自作自演？

　活キ人形工場？

　一体何なんの話だ……。

「……そうだ！　証しよう拠こは？　証拠はないのですか!?」

　すがるように、乱歩は尋たずねた。

「自分たちは犯人ではありません！　ですから、証拠だって一つもないはずです！　だとしたら、このような扱いは不ふ当とうです！」

　しかし──

「証拠なら……あるのだよ」

　──森栖警視はにんまりと笑った。

「実じつ際さい我々は、活キ人形が『工場だ』と指定した建物に捜そう査さに行ったのだ。その結果、大量の活キ人形の部品と黒くろ魔ま術じゆつを行った形けい跡せき。そして──こんなものが見つかった」

　森栖警視が合あい図ずを出すと、控えていた若わか手て刑けい事じがあるものを取り出す。

　それは──

「墜落乙女の、赤いドレスだ」

　──サヱカが着ているものと瓜うり二つの、真まっ赤かな魔ま装そうだった。

「こんなものが見つかってしまえば申もうし開ひらきも出来まい。少なくとも、逮たい捕ほするには十分な状況証拠だ」

　いや……違う。

　それは証拠にならない。

　彼女のドレスは、戦せん闘とうのたびに魔ま力りよくで編み出されるものなのだ。

　脱ぬいでどこかに置いておく、なんてことが出来るものではない。

「何かの勘かん違ちがいです！」

　声を嗄からさんばかりに、乱歩は叫ぶ。

「もっとちゃんと捜そう査さをしてください！」

　しかし──

「それをするための逮たい捕ほだ」

　──森もり栖すの笑えみは、より下げ卑びた色に歪ゆがんだ。

「貴き様さまらを拘こう束そくした上で、十二分に真しん相そうは明らかにするさ。すでに政せい府ふにも話はつけてある、こうなればもう、日に本ほん全国どこへ行こうと逃げられんぞ！」

　……政府とも話をつけてある？　森栖には、そんなつてがあるのか？

　考えてみれば、軍ぐん部ぶが警けい視し庁ちようと共同で動いていること自体が異常事じ態たいだ。この男……思っていた以上に厄やつ介かいらしい。

「……桔き梗きようさん！」

　乱らん歩ぽは振り返った。

「どうなっているんですか……！　なんでこんな……！」

「こんなこと、私も聴きかされていない……！」

　額ひたいに汗あせを浮かべ、唇くちびるを嚙かむ桔梗。

「どういうことだ……なぜ私に事じ前ぜんに通つう知ちがない……！」

　彼女は覚かく悟ごを決めたように前に進み出ると、

「警視──このやりかたは、あまりにも強ごう引いんにすぎます！」

　勇いさましくその声を張り、抵てい抗こうを始めた。

「彼らの言いい分ぶんを聞くべきです！　活いキ人形の話を信じ、彼らの主張を信じないのですか!?」

「何なん度ど言えば分かる！　彼らの話を聴きくために逮捕するのだ！　火ひノ星ほし巡じゆん査さ部ぶ長ちよう！　君は被ひ疑ぎ者しやの肩を持つというのか！　それとも……その男に何かしら特別な思い入れでもあるというのか!?」

「そ、そういう訳わけでは……！」

「そもそも、君こそが──」

　森栖警視は、小こ型がた活キ人形をもう一度掲かかげた。

「──証しよう言げんを取るためと言って、こいつを連れてきたのだろうが！」

「それは……そうですが……」

「──ああ、もう……」

　──呻うめくような、うんざりしたような声が、上がった。

　その主ぬしは──これまで黙だまっていたサヱカは、疎うとましげに首を振る。

「これだから嫌いやだったのですよ。警けい官かん風ふ情ぜいと手を組むのは……」

　──場の雰ふん囲い気きが変わる。

　陸りく軍ぐん兵へい士したちの構えに、一いつ層そうの緊きん張ちよう感かんがみなぎる。

　そんな中、彼女は装よそおいを魔ま装そうに切り替えると──

「こうなれば──応おう戦せんするしかないではありませんの。あんな汚きたならしい、雑ざ魚こ相手に」

　──深い溜ため息いきをつき、日ひ傘がさを手に取った。

「貴き様さま……！」

　森もり栖す警けい視しの顔が、真まっ赤かに怒ど張ちようした。

　そして彼は──

「構わん！　やられる前にやるぞ！　──撃うてー！」

　──左手を振り下ろし、陸りく軍ぐん歩ほ兵へい隊たいに発はつ砲ぽう指し示じを出した。

　向けられていた銃じゆうが火を噴ふく。

　乾いた銃じゆう声せいが、雷らい鳴めいのように夜空に轟とどろいた。

　──反射的に、乱らん歩ぽは目をつぶる。

　しかし──弾だん丸がんは彼の体に命めい中ちゆうしない。

　代わりに──「ドスッ」という鈍にぶい音が自分たちの周囲で無む数すうに上がる。

　恐おそる恐る目を開けると──乱歩たちの前で、サヱカが軍ぐん隊たいに向け日傘を開き、魔ま術じゆつによる盾たてを形けい成せいしていた。

　それは一いつ見けん、大型魔ま法ほう陣じんに見える。

　その魔法陣に触れた銃じゆう弾だんは──全てその重みを「数すう百ひやく倍ばい」に倍ばい加かさせられ、無む残ざんに地面に落ち、鈍い音を立てる。

「はぁ……ずいぶんと舐なめられたものですわね……」

　面めん倒どうそうに溜息をつき、サヱカは呟つぶやいた。

「機き関かん銃じゆう程度でわたくしを倒せると思ったのかしら。座ざ長ちよう様さまの一ひと蹴けりの方が、まだ歯ごたえがありましたわ」

「くっ……！」

　警視もこのままの攻こう撃げきが無む駄だだと思ったのか、狡こう猾かつな顔を憎にく々にくしげにゆがめ、

「糞くそっ……銃じゆう撃げき止やめ！」

　一いつ旦たん、銃撃を停止した。弾たまを無む駄だ遣づかいする訳わけにもいかないらしい。

「銃では埒らちが明かん！　突とつ撃げきして、白はく兵へい戦せんを仕し掛かけるぞ！」

　その指し示じに──歩兵隊が軍ぐん刀とうを抜く。

　しかし彼らの表情は──見るからに恐きよう怖ふに怯おびえ、戦おののいていた。

「……さて、ではこちらも、やられているばかりという訳わけにもいきません」

　防ぼう御ぎよ魔法陣の展開を解き、サヱカは日傘を握りなおした。

「そろそろ……反はん撃げきをさせていただきましょうか」

　──反撃。

　当たり前のように彼女が口にした言葉の意味に、乱歩は震えを覚える。

　活いキ人形ではなく、陸軍や警視への反撃。

　それはつまり──「殺さつ人じん」を意味するのではないだろうか。

　──これまで墜つい落らく乙女おとめは、ひたすら悪あく辣らつであり続けた。

　傲ごう慢まんな発言を繰り返し、残ざん虐ぎやくに活いキ人形を殺し、そして乱らん歩ぽは何度も「殺す」と脅おどされ続けていた。

　しかし、そうは言ってもこれまで彼女は──一度も人を殺さなかったのだ。

　戦せん闘とうに巻き込むことはあったろうが、意い図と的てきに傷つけることは一度もなかった。

　そんな彼女が──禁きん忌きを犯そうとしている。

　一いつ線せんを越えてしまう。

「──待ってくれ！」

　──必ひつ死しに取りすがり、サヱカに抱き付くようにして、乱歩は叫んだ。

　その手はしっかりと、彼女の日ひ傘がさを握る。

「攻こう撃げきをするのはやめてくれ！」

「何をしますの！」

　サヱカは驚いたように振り返り、彼を振り払おうとした。

「やらなければやられますわ。こうなっては、協力関かん係けいだって破は綻たんでしょう。攻撃しないでどうしようと言いますの！」

　言い争いが始まったのに乗じ、森もり栖すは突とつ撃げき指し示じを出した。

「むむ……好こう機きだ！　進め！　二人を捕ほ縛ばくしろ！　抵てい抗こうされた場合、殺しても構わん！」

　──歩ほ兵へい隊たいが雄おたけびを上げ、こちらに押し寄せる。

　その足音が確実に近づいてくる。

「ここで攻撃すれば君は殺さつ人じん者しや確かく定ていだ！　もう、申もうし開きすら出来なくなってしまう！」

　乱歩は必ひつ死しで説せつ得とくを続けた。

「一いつ旦たん退ひくんだ！　頼むから、退いてくれ！」

「……」

　サヱカは忌いま々いましげに眉まゆをひそめた。

　そして、深く溜ため息いきをつくと、

「……ああ、もう。仕方がありませんわね」

　そう言って、乱歩の腕をつかむ。

「『墜おち』ますわよ。舌したを嚙かまないよう気を付けて」

「……分かった。ありがとう」

　乱歩が頷うなずくと同時に、二人の体はふわりと浮かび上がり──歩兵隊の刃やいばが届く寸すん前ぜんで、上じよう空くうに「墜落」していった。




　　　＊




　一時間ほどかけ、誰だれにも目もく撃げきされないよう最さい大だい限げんの注意を払い──二人は蓋けだシ野の家けの屋や敷しきに到とう着ちやくした。

　乱らん歩ぽの身み元もとは警けい視し庁ちようにも知られているが、墜つい落らく乙女おとめがサヱカであることは誰も知らないはずだ。この屋敷の中なら、しばらく身を潜ひそめることが出来るだろう。

　──とはいえ。

　通された応おう接せつ室しつ。

　瀟しよう洒しやな椅い子すに腰掛けた乱歩は──イライラと思し考こうを巡らせていた。

　出された紅こう茶ちやにも手を付けず、彼はぐしゃぐしゃと頭を搔かく。

「……嵌はめられた……！」

　活いキ人形の証しよう言げん。

　そして、浅あさ草くさで見つかったという証しよう拠こ。

　両方が、全く根こん拠きよのない出で鱈たら目めだ。そのことは、当とう事じ者しやである乱歩が誰だれよりもよく分かっている。

　であれば、誰かがそれを用意し、意い図と的に容よう疑ぎを自分たちに向けようとしている、ということになるだろう。

　──自分と墜落乙女を、嵌めようとしている者がいる。

　──活キ人形に噓うその証言をさせ、偽にせのドレスまで用意して。

　まずはその事実に、酷ひどい眩暈めまいを覚えた。

　犯はん人にんは一体誰なんだ。どこの誰が、自分たちを陥おとしいれようとしている？

　そして、なぜそいつはそんなことをするのだろう。

　なぜ自分たちに、容疑を押し付けようとするのだろう……。

　……いけない。

　今の自分は冷静さを失いつつある。客きやつ観かん性せいを失えば元も子もない。

　まずは深しん呼吸して、容疑者を推すい測そくしてみよう。

　まず最初に思い当たるのは──森もり栖す警視だ。

　彼とはこれまでも折り合いが悪かったし、邪じや魔まに思われていたことは間違いないだろう。自分と墜落乙女がいなくなれば、彼としてもせいせいするのかもしれない。

　しかし──彼にここまでのことが出来るだろうか。

　はっきり言ってしまえば、彼がそれほど「頭が回る」方であるとは思えなかった。ここまで周しゆう到とうに準備をし、自分たちを嵌めるとはちょっと考えにくい。

　次に思い当たるのは、座ざ長ちようだ。

　真しん犯はん人にんである人形座ざ座ざ長ちようが、我々に罪を擦なすり付けているという仮か説せつ。

　確かに、座長であれば活いキ人形に噓うその証しよう言げんをさせることは出来るだろう。何度か戦せん闘とうもしているのだ、サヱカのドレスを模も倣ほうして作さく成せいすることも出来るかもしれない。

　ただ──そもそも座長の正しよう体たいは、今もって分かっていないのだ。ここでどんなに考えても、何か有力な手がかりがつかめるわけではない。

　続けて乱らん歩ぽは他にも候こう補ほがいないか考えるが──それらしい人物は思い浮かばない。

　代わりに、自分たちが追いつめられていることを妙みように実じつ感かんし、抑え込んだいら立ちがよみがえってしまう。

　さらに乱歩は──先ほどから、自分の胸で凄すさまじい奔ほん流りゆうが渦うず巻まいていることに気が付いた。

　かつて味わったことのある、激しい憤いきどおりと怒りと、恐れ。

　手が震え、体中から汗あせが噴ふき出した。

　これは少々、尋じん常じようではない。

　一度深しん呼こ吸きゆうをし、気持ちを落ち着かせた。

　そして乱歩は──

「……ああ……」

　──その気持ちの意味に気が付く。

　これは──あの時と同じ。

　父が冤えん罪ざいにより犯人扱あつかいされ、裁さばきを受けそうになった時と同じ感覚なのだ。

　そう──。

　自分は今、あの時の父のように──冤罪をかけられている。

　誤った「裁き」を受けようとしている。




　──正しい情報を、皆に伝えなければ。




　ほとんど本能的てきに、そう乱歩は思った。

　自分たちが無む罪ざいだと一いつ刻こくも早く理解してもらわなければならない。

　この状況は、誰だれにとっても利り益えきがないのだ。

　自分たちは無む実じつの罪で裁かれる。かといって、人形座事件は解決する訳わけではない。

　だとしたら──まずは誤ご解かいを解き、事件の真しん相そうを見み破やぶらなくては。

　胸に宿るのは、焦しよう燥そうにも似た使し命めい感かんだった。

「なあ、サヱカ君」

　強い意い志しを胸に、乱歩はサヱカに声をかけた。

「これで僕たちは、お尋たずね者ものになってしまった。指し名めい手て配はいされるだろうし、そのことは大いに報ほう道どうされるだろう」

「そうですわね」

「だからその誤ご解かいを何とかして解きたい。そのために動きたいんだ」

　乱らん歩ぽは、サヱカの目をまっすぐ見た。

「一いつ緒しよに策さくを練ろう。僕らの冤えん罪ざいを──晴らすんだ」

　──まずはサヱカを、共きよう犯はんとされている彼女を、説せつ得とくしなければならない。

　今までの態度を考えれば、きっと彼女はこの疑いを放ほう置ちするつもりだろう。これまで散さん々ざん悪あく評ひようを無む視ししてきたのだ、今いま更さら積極的に汚お名めい返上しようとするとは思えない。

　それでも、自分たちは共犯関係と考えられているのだ。冤罪を晴らそうと思えば、どうしてもサヱカの協力が必要となる。

　であれば、なんとか彼女を説得し、共に事実を探るために動き出さなくては。

「わたくしは、そんなことするつもり、毛もう頭とうございませんでしたわ」

　案あんの定じよう、サヱカはそう言って乱歩の誘さそいを突っぱねる。

「大した問題でもないではないですか。そもそもわたくしは、警けい視し庁ちように嫌きらわれていましたわ。器き物ぶつ破は損そんなりなんなり、逮たい捕ほしようと思えばいつでも逮捕出来る状況でもありました。であればわたくしは、これまで通り自分の意い志しで人形座ざが現れた現げん場ばに向かい、彼らを殲せん滅めつすればいい」

　と、そこで彼女は気付いたような表情になる。

「……ああ、乱歩さんはそんな簡単にも行きませんわね。では、新しい戸こ籍せきと名前を用意いたします。外げ科か医いに顔を変えさせてもいいですわ。つてを使えば、どこかで記者業ぎようにも復ふつ帰き出来るでしょう」

「……そういう話ではないんだよ」

　乱歩は机からその身を乗り出す。

「無む実じつの罪が着せられたままなんて、絶対に間違っている。自分たちは不ふ当とうな扱いを受け、人形座事じ件けんも解決しない。誰だれも幸せにならないんだ。だから、なんとか真しん実じつを見つけ出さなければいけない」

「理り想そう論ろんはどうでもいいですわ。それに、なぜ私が無む罪ざいだと思いますの？　もしかしたら、乱歩さんの知らないところで何かあくどいことをしでかしているかもしれないでしょう？」

　──何な故ぜ無罪だと思うのか。

　その答えは──自分の中ではっきりしていた。

　これまでずっと確かく信しん出来ずにいたが──今なら胸を張って主張出来る。

「僕は──」

　サヱカの目を見て、乱歩は言った。

「──君がただの悪あく人にんであるとは思えない」

　──サヱカはその目を、わずかに見開いた。

　黒くろ目めがちの瞳ひとみが、まっすぐ乱らん歩ぽを見る。

「ただただ自分の快かい楽らくのためだけに、活いキ人形を虐ぎやく殺さつしているとは思えない。ずっと違い和わ感かんを覚えていたんだ。君の態度に、君の在り方に。でももう、分かったよ。君はきっと、ただの極ごく悪あく人にんではないはずだ」

「……何を根こん拠きよに、そんなことを」

　そう言うサヱカの声は、不ふ自然に揺らいでいた。

「君はさっき、『一いつ旦たん退ひこう』という僕のお願いを聴きいてくれたじゃないか。陸りく軍ぐんを一いち網もう打だ尽じんにすることくらい君には簡単だったはずなのに、そうしなかった。それはきっと──無む駄だに人を殺したくなかったからじゃないのか？」

　──サヱカの顔が、わずかにゆがむ。

　その手が膝ひざの上でぎゅっと握られる。

「それだけじゃない。桔き梗きようさんに聴いたんだが……角つの筈はずビルヂングで座ざ長ちようと戦うにあたり、君は警けい官かんたちを先に逃がしたのだろう？　それだって、犠ぎ牲せいを抑えるためじゃないのか？　だから僕は──君が悪人だとは思わない。そんな君に冤えん罪ざいがかけられるのが我が慢まんならない。君が犯人ではないと、帝てい都と中じゆうに知らせたい」

　──サヱカの薄い唇くちびるが、わずかに震える。大きなその目が潤うるおい始める。

　彼女のそんな表情は初めてで──乱歩は自分の言葉が、確実に彼女に届いているのを実じつ感かんした。

　やはりサヱカは、ただただ残ざん酷こくな悪人などではないのだ。

　何か事情があって、そう装よそおっているだけ。

　であれば、自分と彼女は──手を取り合い、前に進むことが出来るはず。

　本当の意味で、共きよう闘とうが出来るはずだ。

　しかし──

「事実を明らかにしよう。僕はこれ以上──罪のない人が悪人にされるのを、もう見たくないんだ」

　──乱歩が続けたその台詞せりふに、サヱカの表情が固まる。

　……沈ちん黙もくが、客きやく間まにぴんと張りつめる。

　何かが大きく食い違ったことを──乱歩は皮ひ膚ふで感じ取った。

　屋や敷しきのどこかで柱はしら時計が鳴り、時じ刻こくが午後十時を回ったことを告げた。

　サヱカは一ひと口くち紅こう茶ちやを飲み、カップを皿さらに置いてから、

「……なるほど」

　ほうと小さく、息を吐き出した。

「ようやく分かりましたわ」

「……何がだい？」

「これまでも、不ふ思し議ぎだったのです。どうして乱らん歩ぽさんは、わたくしのことを知りたがるのかと……妙みように熱ねつ心しんに接してくれるのかと。最初は純じゆん粋すいに、記者としての使し命めい感かんなのだろうと思っていましたが、最近は少し、それだけではないような気がしていたのです」

　彼女は眉み間けんにしわをよせ、細めた目で、乱歩を見る。

　そして、

「乱歩さんは──どこかでわたくしを、お父とう様さまと重ねてらっしゃるのだわ」

　さらりとそう言った。

「世せ間けんで悪あく人にんだと思われているわたくしに、お父様の影を見み出いだしてらっしゃるのだわ。そしておそらく──心のどこかで、その無む罪ざいを証しよう明めいし、世間に公こう表ひようしたいと願っている」

　──落らく雷らいのような衝しよう撃げきが、乱歩の頭に走った。

　こめかみが、ズキズキと痛み出す。

　否定したい衝しよう動どうに駆かられるが──言葉が出てこない。

「……図ず星ぼしのようですわね」

　頰ほお杖づえをつき、サヱカは乱歩の表情を鼻で笑った。

「本当に、分かりやすい人だこと……」

　──そうなのだろうか？

　自分は父とサヱカを、重ねているのだろうか？

　震える手を押さえながら、乱歩は思い出す。

　確かに、これまで自分は積極的に「サヱカが悪人でない可能性せい」を探してきたように思う。そこに根こん拠きよや理由はなかったが、信しん念ねんに従っているからなのだと自分では思っていた。

　しかしそれが、「信念」などではなく──自分が彼女と父をかぶせていたからだとしたら。

　父を救ってくれたあの記者のように──自分も誰だれかを救いたかっただけだとしたら。

「はっきり申もうし上げて、そんなことは不ふ愉ゆ快かいですし──実に的まと外はずれですわ」

　眉まゆを怒らせサヱカは続けた。

　彼女が自分にそんな表情を向けるのは、初めてのことだった。

「今回かけられた疑いは、ええ、確かに冤えん罪ざいですわ。それでもわたくしは──悪人なのです。『それ以上の罪つみ』を重ねているのです。ですから、わたくしはあなたのお父様とは違う。今いま更さら万ばん人にんに実情を知ってもらおうなんて思えませんし、それが誰かのためになるとも到とう底てい思えません」

　彼女の言葉が紡つむがれるたびに、こぶしで殴なぐられるような痛みを感じる。

　しかしそれよりも、

「……『それ以上の罪』？」

　突とつ然ぜん出てきたその言葉が──酷ひどく気にかかった。

「……一体、何の話だ」

　尋たずねてから──乱らん歩ぽは、今まで越えられなかった一いつ線せんを越えたことを、本ほん能のう的てきに実じつ感かんした。きっとこの問いは──自分と彼女の関係を、大きく変えてしまう。

「では、お教えしましょう」

　頷うなずいて、サヱカは何かを嬲なぶるような表情で話し始める。

「活いキ人形は、その体こそ人の手によるものですが──そこに宿っているのは、つい最近まで人間に宿っていた魂たましいですの」

「……どういう……ことだ？」

「分かりやすく言えば──活キ人形は元は人間だったのです。得え体たいのしれない怪かい物ぶつなどではなく、わたくしや乱歩さんと同じく、この日に本ほん国こくで生活を送ってきた人間だったのです」

　……乱歩は言葉を失う。

　徐じよ々じよに彼女の台詞せりふに実感を覚え──全身に嫌いやな汗あせが滲にじむのを感じる。

「実はね、かすてらさんに力をもらう前に、わたくし、そのことを教えていただいていたのです。活キ人形は、誘ゆう拐かいされた人々の変わり果てた姿すがただと。実際、人形座ざ事件のどさくさであまり報ほう道どうはされていませんでしたけれど、最近の日本国ではたくさんの人々が連続で姿を消していますわ」

　……確かに、乱歩も最近行方ゆくえ不ふ明めいになる人が続ぞく出しゆつしているのは知っていた。

　臼うす杵きとその事件について話したのを覚えている。

「つまりわたくしは──」

　サヱカは乱歩の目を見た。

「──人を、殺しているのです」

　その顔に浮かぶ嗜し虐ぎやく的てきな笑えみに──乱歩の背せ筋すじは凍こおり付いた。

「人形座事件の黒くろ幕まくであろうとなかろうと──私は自らの意い志しで、自分の欲求にしたがって、たくさんの人を殺あやめている大たい量りよう殺さつ人じん鬼きなのです」

　たじろぐ乱歩を責めたてるように、サヱカは続ける。

「これが悪あく人にんでなくて何だというのですか？　法ほう律りつに則のつとって裁さばかれるのであれば、当然有ゆう罪ざい。殺した人にん数ずうを考えれば極きよつ刑けいは免まぬがれません。ああ、もしかしたら、人形座よりもわたくしの方がよっぽど悪人なのかもしれませんわね。活キ人形が殺した都と民みんの数と、わたくしが殺した活キ人形の数──どちらが多いか、分かりませんもの」

　そしてわたくしは、と、彼女は乱歩の目を見た。

「その事実から、逃げも隠かくれもする気はございませんわ。自分の行動を美び化かする気もございませんし──やっていること相そう応おうの、報むくいがあることも受け入れるつもりです」

「……」

　部屋の中に沈ちん黙もくが下り──乱歩は自分の手が、酷ひどく震えていることに気が付く。

　体中の筋きん肉にくがこわばる。

　頭が熱を帯び始める。

　そして──彼の脳のう裏りにはある記き憶おくが、目に焼き付いた光こう景けいが蘇よみがえった。

　──角つの筈はずビルヂングの窓から落らつ下かし、地面に叩たたきつけられた活いキ人形の死し体たい。

「……僕は」

　回らない舌したで、乱歩は言う。

「僕はあの日……角筈ビルヂングで……活キ人形を一いつ体たい、倒したんだ……」

「あら、そうでしたの」

「つまり……僕は……」

　鉛なまりのように体が重くなるのを感じながら。

　心が深く沈み込む感覚を味わいながら──

「……人を……殺したのか？」

　──乱歩はサヱカに、尋たずねた。

「そうなりますわね」

　あっさり頷うなずき、サヱカは微笑ほほえむ。

「乱歩さんも、元もと人間の命を一つ奪うばったのですわ。まあ、その時とき乱歩さんはその事実を知らなかった訳わけですし、数もわたくしよりはるかに少ないのですけれど」

「そういう問題では……ないだろう……」

　手の震えは、もはや痙けい攣れんにも近いものになっていた。

「人を殺したという事実は……どうしたって、変わらないじゃないか……」

　体の重みは、際さい限げんなく倍ばい加かしていく。

　胸むな元もとに、刃は物もので突き刺すような痛みを覚える。

　──人を殺してしまった。

　不ふ可か抗こう力りよくであれ正せい当とう防ぼう衛えいであれ──自分は人の命を奪ってしまったのだ。

　罪ざい悪あく感かんに、乱歩の心は押しつぶされそうになる。

　それなのに──

「それもそうですわね」

　──言って、サヱカはあははと笑った。

「どうあがこうと、わたくしたちはもう、立りつ派ぱな『殺さつ人じん者しや』ですわ」

　──その表情が、あまりに普ふ段だん通りで。

　乱歩を嘲あざ笑わらう時と全く区別のつかない笑顔で──乱歩はそれが、理り解かい出来ない。

「……何な故ぜ君は、笑っていられる？」

　乱歩は尋たずねた。

「人を殺すなんて……そんな大たい罪ざいを犯おかして……許されざる罪つみを犯して……どうして平へい気きでいられる？」

　──ようやく、彼女のことが理解出来たのだと思った。

　悪あく人にんとして糊こ塗とされた過か剰じような演えん出しゆつの裏うら側がわに、共きよう感かん出来る本ほん心しんを見つけた気がしていた。

　しかし、今のサヱカの言葉は、表情は。

　完全に、乱らん歩ぽの理解の埒らち外がいにあった。

「……何度も言っているではありませんの」

　呆あきれたように首を振り、サヱカは溜ため息いきをついた。

「笑っていられるに決まっていますわ。平気でいられるに決まっていますわ。だってわたくしは──」

　サヱカは、もう一度その顔に笑えみを浮かべた。

「──悪あく人にんなんですもの」

「……悪……人」

「必要であれば殺す、そうしたければ殺す。そこには後こう悔かいも苦く悩のうもあるはずがないのですわ」

　──彼女は乱歩の顔を覗のぞき込んだ。

「そのことは──何度もお話ししてきたでしょう？」

　……ようやく、乱歩は理解した。

　サヱカは、本当に、悪人なのだ。

　冷れい酷こくで、残ざん虐ぎやくな、本ほん物ものの悪人なのだ。

　分かり合えるかもしれないなんて、共きよう闘とう出来るかもしれないなんて──ただの幻げん想そうでしかなかった。

　無む言ごんで立ち上がり、身み支じ度たくを始める。

「どうされるおつもりで？」

　椅い子すに座り、乱れた服ふく装そうを直しながら、サヱカは尋たずねた。

「……投とう降こうする」

　感情を押し殺し、乱歩は答えた。

「もうこれ以上……君とはいられない。出来るだけ事情を話して、警けい視し庁ちように捜そう査さしてもらうしかない」

「うまくいくと思いますの？」

「分からない。殺さつ人じん罪ざいに問われる可能性せいだってあるだろう。それでも、こうしている訳わけにもいかない」

「そうですの。まあ、好きにするといいですわ」

　言って、サヱカは一ひと口くち紅こう茶ちやを飲んだ。

　あくまで我われ関かんせず、という表情でそこにはもう、怒りも動どう揺ようも見えなかった。

「ただ、実は一つ、調べていることがありますの。結果次し第だいによっては事じ態たいはなかなか面白いことになりそうなのですけれど……それを待つ気は、ございません？」

「いいや……もう、僕は行く」

「そうですの」

　では、と、サヱカは微笑ほほえんだ。

「せいぜい、お元気で。次にお会いするのはどこでのことになるのかしらね。……良くて牢ろう獄ごく、順じゆん当とうに言って──」

　部屋を出ていく乱らん歩ぽに、サヱカは手を振った。

「──『地じ獄ごく』、といったところかしら」

　そんな彼女に言葉を返すこともせず──乱歩は屋や敷しきを出ていった。

　ただ、頭の中では、彼女の言う「地獄」という単たん語ごが、繰り返し反はん響きようし続けていた。
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　──乱らん歩ぽが警けい視し庁ちよう内ないの留りゆう置ち所じよに入れられて、数日が経たった。

　味もそっけもない朝食を摂とり、身の回りの掃そう除じを終えたところで、

「──今日きようの差し入れだ」

　金きん属ぞく製の扉とびらの小こ窓まどから、新聞が何なん紙しか差し込まれる。

「ありがとうございます……」

　礼れいを言い、傷の痛む腕を伸ばしてそれを受け取ると、乱歩は紙面を確かく認にんし始めた。

　そして──数分後ご。

「……まあ、そうだろうな」

　肩を落とし、落らく胆たんの声を漏もらした。

　──人形座ざ事件容よう疑ぎ者しや、未いまだ口を割らず。

　──墜つい落らく乙女おとめの動どう向こうは不ふ明めい。

　──警視庁の捜そう査さが及び、仲間割われか。

　並ぶ見出しは全て、乱歩とサヱカが冤えん罪ざいである可能性を一いち厘りんたりとも考えていないものだった。

　森もり栖すによる陸りく軍ぐん動どう員いん以来、乱歩たちは完全に「人形座事件自じ作さく自じ演えんの黒くろ幕まく」と世せ間けんに認にん識しきされているのだ。

　……確かに、彼女は悪あく辣らつだったし、自分は彼女について詳しすぎた。

　自分たちが主犯であったと考えれば、収まりがいいことは間違いない。

　それでも──事実、乱歩もサヱカも犯はん人にんではないのだ。

　一いつ向こうに冤罪が晴れようとしない。自分の話は全く聞き入れてもらえない、というこの状況に、乱歩は日々失しつ望ぼう感かんを募つのらせていた。

　こんなにも……誤ご解かいは浸しん透とうしていくものなのか。真実は、隠かくされ続けるものなのか……。

「……はぁ」

　重じゆう厚こうな黒い扉とびらを見上げ、溜ため息いきを漏もらす。肺はいがしぼむのに合わせて、肋ろつ骨こつに鈍にぶい痛みが走った。

　もし、このまま真しん犯人が見つからなければ。自分の無む実じつを証しよう明めいすることが出来なければ。

　……自分はここを、生きて出ることが出来るのだろうか。




「率そつ直ちよくに言えば……」

　昼過すぎの接せつ見けん時間。苦しげな表情で、桔梗は唇くちびるを嚙かんだ。

「今のところ、旗はた色いろはかなり悪い……」

「……そうですよね」

　期待をしないように努めてはいたが、はっきりそう言われると乱歩も肩を落としてしまう。

　桔き梗きようの後ろに付いてきていた睡すい蓮れんは、思いつめた表情で俯うつむいていたが……一度乱歩の顔を見ると、ぽろぽろと涙をこぼし始めた。

「話した通り、私も独どく自じに調査は進めているし、警視庁内ないにも君たちが主しゆ犯はんではないと考える者もいるよ……。帝てい都と日にち日にち雑ざつ報ぽうの方々も皆心配していてな。今日きようもほら、賜たまヒ野のと同い年の記者が接せつ見けん希望に来た。ただな……」

　参まいり切った様よう子すで、桔き梗きようは額ひたいに手を当てた。

「……警けい視しに協力的な署しよ員いんが、あまりにも多すぎる」

「……なるほど」

　この留りゆう置ち所じよに来て以来、乱らん歩ぽは森もり栖す警視の署しよ内ないにおける「権力」を、嫌いやというほど思い知らされてきた。

　警視庁ちよう内ないには、いくつもの派は閥ばつがありそれぞれがしのぎを削けずり合っており、その中でも最大派閥の頂ちよう点てんにいるのが森栖警視だったらしい。

　あんな人間に追つい随ずいする者がいるのかと乱歩は驚いたが、確かに彼には政せい府ふや軍ぐん部ぶとのつながりもあったようだし、署内政治の手しゆ腕わんも確かなのだろう。彼に気に入られれば出しゆつ世せ出来る可能性も高い、ということで、その意い向こうに従うものはかなりの数に上る。

　ゆえに──桔梗のように、公こう平へいな立場から捜そう査さを続けているものは少数。

　残りのほとんどは、警視の指し示じに唯い々い諾だく々だくと従うばかりだった。

　こんなことなら、臼うす杵きに政せい財ざい界かいと警視庁のつながりについて、教えを乞こうておけばよかった。

「ひとまず、私はこれからも捜査を続ける。協力してくれる者も募つのり続けるよ。だからどうか……気持ちを強く持っていてほしい」

「……分かりました」

　連れん日じつの厳きびしい取り調べで、乱歩は酷ひどく消しよう耗もうしつつあった。

　怒ど鳴なられ、殴なぐられ、ひたすら追い詰められる警視の取り調べは──事実の追及というよりも、もはや拷ごう問もんそのものだ。現在も、取り調べの際に出来た傷が体中で疼うずいている。

　ただ──それでも乱歩は「事件の真実」を世に広める、という意い思しを捨ててはいなかった。

　冤えん罪ざいを晴らし、自分が犯おかしてしまった罪つみを償つぐなわなければならない。警けい察さつ機き構こうの腐ふ敗はいを公表し、組そ織しきの改善を促うながさなければいけない。

　どうしても消えないその意い思しだけが──今、追い詰められた乱歩の精神を、ギリギリのところで保っていた。

「──取り調べの時間だ」

　桔梗の背後で扉とびらが開き、森栖警視がやってくる。

「ちょうどいい、火ひノ星ほしたちも立ち会え。今日という今日は──その男に白はく状じようさせねばならんのでな」




　　　＊




　警視が右手に握った警けい棒ぼうを勢いよく振り下ろす。

　脳のう天てんに鈍い衝しよう撃げきが走り、乱らん歩ぽの意い識しきはぐらりと遠のいた。

　しかし、床に倒れかけたところで警けい視しに髪かみをつかまれ、

「おっと、まだ眠られては困るのだ」

　乱歩は再び、跪ひざまずく形で警視の前に座らされた。

「いい加か減げん、口を割ってはくれんものか……」

　腕を組み、参まいったような表情で警視は乱歩を見み下おろした。

「このまま君が情報を秘ひ匿とくしたところで、痛みが続くばかりなのだぞ？　自分が犯おかした罪つみを認め、その経けい緯いを話すだけで、君は苦痛から解放されるのだが……」

　──既すでに、取り調べという名の「拷ごう問もん」は、一時間以上に及んでいた。

　警視は開始直ちよく後ごから乱歩に「肉体的苦痛」を与え、事実上の自じ白はくの強要を続けている。

「自分は何もしていません……」

　口の中に血の味を感じながら、乱歩はこれまでしてきた主張を繰り返した。

「していないことを……認めることは出来ません」

「……はあ」

　森もり栖すは溜ため息いきをつき──もう一度、警けい棒ぼうで乱歩の頰ほおを打った。

「……これ以上、わしも君に割さく時間はないんだがな……、より強い苦痛が必要と判はん断だんするしかなかろうが……」

「……警視」

　傍そばで見ていた桔き梗きようが、耐え切れない様よう子すで声を上げた。

「彼は無む実じつを主張しています……それなのに、このように暴ぼう行こうを加えるのは……人じん道どうに反します……」

　その顔は硬くこわばっている。

　この状況で森栖に反はん抗こうすることがいかに危険か、よく理り解かい出来ているのだろう。

　彼女の隣となりでは、睡すい蓮れんが両手で顔を押さえ、嗚咽おえつを嚙かみ殺していた。

「犯罪者は皆……無実を主張するのだよ」

　言いながら、警視は警棒の柄えで乱歩の頭を小こ突づいた。

「そして『痛み』は、人間を動かすもっとも原げん始し的てきで確実な方法だ。これがなければ、何人の極ごく悪あく人にんが裁さばかれないまま野の放ばなしにされていたか分からん。さらに、今回の事件は帝てい都と全体を混乱に陥おとしいれ、沢たく山さんの帝都民みんが犠ぎ牲せいになった大だい事件だ。であれば──」

　警視は右足で──乱歩の腹を蹴けりつけた。

　凄すさまじい痛みと嘔おう吐と感かんに襲おそわれ、乱歩は咳せき込む。

「──その容よう疑ぎ者しやの取り調べには、相そう応おうの痛みを用意して臨のぞまなければならない」

　あまりに手て前まえ勝かつ手てな理り屈くつに──乱歩は激しい怒りを覚えた。

　この男の行動は全て「自じ白はく」を引き出すためのもので、決して「事実」を明らかにするためのものではない。

　これまでも──警けい視しはこんな方法で、容よう疑ぎ者しやの取り調べを行ってきたのだろうか。

　だとしたら……何人の無む実じつの人が、ありもしない自らの罪つみを「自じ白はく」してきたのだろう。

「さあ、早く口を割りたまえ」

　森もり栖すは何度も、ブーツをはいた足で乱らん歩ぽを蹴けりつける。

　そして──

「そのような不ふ誠せい実じつな態度では──郷きよう里りのご両親の顔に泥どろを塗ることにもなるのだぞ？」

　──憐あわれむような声で、そんな言葉を続けた。

「これ以上、親おや不ふ孝こうを続けていいものかね……？　早く罪を認め、厳げん粛しゆくに裁さばきを受けることが、今君に出来る最大の孝こう行こうだと思うのだが」

　乱歩は歯を食いしばった。奥歯が耳みみ障ざわりな音をたてて軋きしむ。

　──一体、何を。

　この男は……自分たち家族の何を分かるというのだろう。

　ありもしない罪を着せられ、苦しんだ自分たち家族の気持ちを、ありもしない罪を着せる側の人間が、どうやって理り解かい出来るというのだろう。

「……覚えていろ」

　呪じゆ詛そに近い言葉が、乱歩の口から零こぼれ落ちた。

「真しん相そうが明らかになり……僕がここを出た暁あかつきには……」

「……ん？　どうするというのだ？」

「……お前の杜ず撰さんな捜そう査さや、違い法ほうな取り調べの実じつ態たいを、国くに中じゆうに報ほう道どうしてやる……」

「……なるほど」

　髪かみをつかんでいた手を離し、森栖警視は近くにあった椅い子すに腰掛けた。

「つまり君は……解放され次し第だいわしに報道の裁きを下すと、そう言いたいのかね……？」

「その通りだ……こんなことが明るみに出れば、免めん職しよくどころでは済まない……。今度は、お前が裁かれる番だ……」

「……賜たまヒ野の！」

　桔き梗きようが慌あわてたように声を上げるが、

「ううむ……」

　わざとらしく鼻から息を吐き、警視は首を振った。

「残念だな。そのような公務を妨ぼう害がいするような発言があれば、記録をしなくてはならない……」

「……！」

「これが明らかになれば、裁さい判ばんでも心しん証しようは悪くなってしまうのだが……」

　そこに来て乱歩は──自分が罠わなにかかったことを理解した。

　警視の拷ごう問もんは、自じ白はくを引き出すためだけのものではない。

　失しつ言げんを誘い、それを裁判で報告するためのものでもあったのだ。

　調ちよう書しよに書きつけている覚おぼえ書がきも、彼に都つ合ごうのいい脚きやく色しよくをしているだろう。

　それが法ほう廷ていで読み上げられれば──判はん決けつは、より真実から遠のいたものになってしまう。

「いやあ、実に残念だ……」

　ペンを置くと、警けい視しは椅い子すにふんぞり返り、乱らん歩ぽを見み下くだした。

「こうなってしまうと、お前の記き者しや業ぎよう復ふつ帰きは難しそうだな……一生檻おりの中か、あるいは極きよつ刑けいか……どちらにせよ、重い刑けい罰ばつが科されるだろう」

「……警視！」

　桔き梗きようが叫んだ。

　彼女は警視を睨にらみつけ、拳こぶしをぎゅっと握っている。

　そして、食いつかんばかりの勢いで彼の元に歩み寄ると、

「さすがに今の言げんは、看かん過かいたしかねます！」

　声を荒げ、そう主張した。

「容よう疑ぎ者しやにも、真まっ当とうな取り調べを受ける権けん利りがあります！　しかし、警視はそれを完全に無む視ししている！　私は巡じゆん査さ部ぶ長ちようとして、警視に取り調べのやり直しと、今後の賜たまヒ野の容疑者に対する待たい遇ぐうの改かい善ぜんを──」

「──調子に乗るな！」

　──桔梗の頰ほおに、警視の平ひら手てが飛んだ。

　パン、と乾いた音がして、桔梗はよろめいた。

「貴き様さま、上じよう官かんであるわしに刃は向むかうのか！　わしの手にかかれば、新しん米まい以下に降こう格かくさせることもたやすいのだぞ！」

　桔梗は目を見開き、頰を押さえる。

「……ふん、そうやって黙だまって見ていればいいのだ。もう一度同おなじことをすれば、今度はただじゃ済まんことを、その体で覚えておけ！」

　警視はもう一度手てに警けい棒ぼうを握り──桔梗に向けて振りかぶった。

　桔梗が目をつぶり、睡すい蓮れんが短く悲ひ鳴めいを上げる。

　その光こう景けいに──乱歩の身体からだに、熱いものが沸わき起こった。

　──桔梗が殴なぐられる。

　──自分に降りかかる理り不ふ尽じんに、巻き添えになって。

　反射的に──脚あしに力をこめた。

　ふらついたまま地面を蹴けり、腰を落として身をかがめ──

「……ぐぁ！」

　──警視に体当たりした。

　肉のつきすぎた腹に乱歩の肩がめり込み──警視はその場にもんどり打って転がる。

「賜たまヒ野の……！」

　桔き梗きようが血けつ相そうを変え叫ぶ。

「何してるんだ、お前……そんなことしたら……！」

「黙だまっていられる訳わけないでしょう！」

　頭に痛みを抱えたまま、乱らん歩ぽは叫び返した。

「冤えん罪ざいで、こんな目に遭あって……おまけに桔梗さんまで殴なぐられそうになって、放っておけるはずない！」

「……そうか、そうか」

　……呻うめくように言い、森もり栖す警けい視しがゆっくりと立ち上がる。

　どこかにぶつけて切ったのか……頭からは、真まっ赤かな血が流れ出していた。

「賜ヒ野容よう疑ぎ者しやは……取り調べ中担たん当とう警けい官かんに襲おそい掛かり、重じゆう傷しようを負わせるか……」

「──どうされました！」

　物音に驚いたらしい、複数の警官が取とり調しらべ室しつに駆かけ込んでくる。

「容疑者が暴あばれて負ふ傷しようした……」

　手の甲こうで顔の血をぬぐい、警視は警官たちの方を向いた。

「今も我々に危き害がいを加える意い思しがある。こちらの被ひ害がいを考えれば──ここで『処分』しなければならない」

　言いながら──森栖警視は、ゆっくりと腰のサーベルを抜いた。

　金きん属ぞくのこすれる音が響ひびき、銀ぎん色いろの刃やいばが鈍く煌きらめいた。

　──「処分」。その単たん語ごが、乱歩の頭の中を廻まわった。

　──ここで「処分」する？

　つまり……これから自分はここで──殺されるのか？

「……容疑者を押さえろ、私が直じき々じきに手を下す」

「……はっ！」

　緊きん張ちようの面おも持もちで、警官たちは乱歩を取り押さえた。

　身をよじって逃げようとするが、力任まかせに押さえつけられ抜け出すことが出来ない。

「警視！」

　そう叫び、止めに入ろうとした桔梗も──続いて入ってきた警官たちに羽は交がい絞じめにされた。

　そして、部屋の中心で、警視はどこか憐あわれむように目を眇すがめると──

「……『権けん力りよく』に刃は向むかった自分を、あの世で後こう悔かいするのだな」

　──静かにサーベルを振りかぶった。

「貴き様さまは少々──人間に期待しすぎたのだ」

　──殺される。

　そのことを強く実じつ感かんし──乱歩の血は沸ふつ騰とうしそうになった。

　──犯はん人にんではない自分が、容よう疑ぎ者しやとして収しゆう監かんされ、拷ごう問もんを受けた。

　そして、そのおかしさを訴えた桔き梗きようが暴ぼう力りよくにより押さえつけられ、降こう格かくの危き機きに瀕ひんしている。

　さらに、それら不ふ条じよう理りの原因である男は──今後も警けい察さつ機き構こうの上じよう層そうで君くん臨りんし続ける。

　間違いだらけだ。

　この世はおかしいことだらけじゃないか。

　父が被こうむった冤えん罪ざいと同どう等とうの出で来き事ごとが、理不尽が──今もこの世に蔓延はびこり続けている。

　のさばっているのは悪あく人にんばかり。そうでない者は、彼らの暴ぼう虐ぎやくの下もと苦しめられている。

　──そんなものはもはや地獄じゃないか。

　なぜこの世界は──そんな有あり様さまになってしまったのだろう。

　条理や道どう理りが無む視しされ、暴力が法となってしまったのだろう。

　──乱らん歩ぽの心を、絶望が雨あま雲ぐものように覆おおっていく。

　──この世にある全てのものに、失しつ望ぼうを覚える。

　そんな風ふうにこの世が回っているのなら──いっそのこと、全て滅ほろびてしまえばいい。

　全てが消えて、なかったことになってしまえばいい。

　しかし、乱歩はそう思いかけて……胸にわずかな希望が残されていることに気が付いた。

　──火ひノ星ほし姉妹だ。

　自分が殺されたあとも、彼女たちの受じゆ難なんは続くかもしれない。

　それでも──彼女たちなら。正せい義ぎ感かんにあふれる彼女たちなら──いつかこの世を、少しはましな方向に導いてくれるのではないだろうか。

　そうであってほしいと、乱歩は願う。

　そして……なぜだろう。

　火ノ星姉妹以い上じように彼女のことが──蓋けだシ野のサヱカの事が、乱歩の脳のう裏りには浮かんでいた。

　訳わけも理由も分からず、乱歩は、彼女に会いたいと思った。

　最後にもう一度、話がしたいと思った。

　あの──美しい極ごく悪人に。

　それでも──その願いはもう、叶かなわない。

「では──死ね」

　警視がそう言い、腕に力を込める。

　乱歩は静かに覚かく悟ごを決め、目をつぶった。




　──その時だった。




　──どこか遠くで、音がする。

　岩を砕くだくような、ガラスを割るような──聞き覚えのある響ひびき。

「……なんだこの音は!?」

　サーベルを下ろし、警けい視しは辺りを見渡した。

　警けい官かんたちも、不ふ穏おんな振しん動どうに表情を曇らせる。

　徐じよ々じよに音が近くなり、乱らん歩ぽは気が付いた。

　これはあの時……強きよう制せい捜そう査さの日に、角つの筈はずビルヂングで聴きいた音だ。

　屋上で怪け我が人にんの手当てをしながら、階かい下かから聞こえていた音。

　つまり──。

　次の瞬しゆん間かん──取とり調しらべ室しつの天てん井じようが、円形に切り取られ、轟ごう音おんを立て床に落らつ下かした。

　そして、天井に開いた丸い穴から──ゆっくりと、彼女が下りてきた。




　細い体を真しん紅くのドレスに包み、手には黒い日ひ傘がさ。

　小さな頭の後ろには魔ま方ほう陣じんが浮かび、整った顔に見み下くだすような笑えみを浮かべる少女。




　──墜つい落らく乙女おとめ。




　警視が腰を抜かし、その場にへたり込む。

　桔き梗きようは驚きよう愕がくに目を見開き、睡すい蓮れんは真まっ青さおな顔で彼女を見上げていた。

「──ご機き嫌げんよう。皆様お揃そろいで」

　サヱカは音もなく床に降り立ち、乱歩の前まで歩く。

「あら、生きてらっしゃるのね。乱歩さんも悪あく運うんの強いこと」

　彼女は乱歩の顔を覗のぞき込み、さほど興きよう味みもなさそうに視線を室内に戻した。

「──貴き様さま！　何をしに来た！」

　腰を抜かしたまま、警視が怒ど鳴なり声を上げる。

「まさか……共きよう犯はんである賜たまヒ野のを、逃とう亡ぼうさせに来たのか！」

　呆ぼう然ぜんとした頭で、乱歩はサヱカを見る。

　……そうなのだろうか？

　サヱカは自分を助けるためにきたのだろうか？

「いいえ、違いますわ」

　サヱカは首を振る。

「結果としては、そうなりますけれど……本来の目的は、『あるお方』に会うことですのよ」

　サヱカは踵きびすを返し数すう歩ほ歩くと──「ある人物」の前に立つ。

　そして──

「こんにちは。ずいぶんとお元気そうで」

　そう言って──「彼女」に微笑ほほえみかけた。

「今日きようはあなたに用がありましたのよ──人形座ざ座ざ長ちよう様」

　──サヱカが向かい合ったのは。

　──穏おだやかな笑えみを向けているのは。

「……な、何を言っている……？」

　全く理り解かい出来ない様よう子すで、目を白黒させている──警けい視し庁ちよう、人形座事件特とく別べつ捜そう査さ班はん所しよ属ぞく、巡じゆん査さ部ぶ長ちよう。

　──火ひノ星ほし桔き梗きようだった。




　　　＊




「私が……人形座座長……？」

　啞あ然ぜんとする桔梗の周囲で、警視も警けい官かんもぽかんと口を開けている。

　そして、乱らん歩ぽも──サヱカの発言の現実味みのなさに、言葉を失っていた。

「君は……本ほん気きで言っているのか？」

「ええ、そうですわ」

　尋たずねる桔梗に──サヱカは迷いも不安も一切垣間かいま見せず、そう言い切った。

「あなたが、今回の人形座事件の主しゆ犯はん──人形座座長です」

「……冗じよう談だんはやめてくれ」

　当とう惑わくのあまりか、桔梗の表情には、わずかに笑えみすら浮かんでいた。

「そんな訳わけが……ないだろう。君は何をしにここに来たんだ……？　そんな出で鱈たら目めを言うために、こんなことを……？」

「……ふむ、よろしいですわ」

　桔梗の態度に、サヱカはパンと手を打った。

「シラを切るというのであれば、教えて差し上げますわ──わたくしがあなたを、座長だと判はん断だんした理由を」




「最初に疑いを抱いたのは、角つの筈はずビルヂングの一件の際でしたわ」

　取とり調しらべ室しつの椅い子すに腰掛け、サヱカは説明を始める。

「あの日の活いキ人形による襲しゆう撃げきは、少々特とく殊しゆなものでした。それまでの突とつ発ぱつ的てきな襲撃とは異なり、まるでわたくしや警視庁の捜査員いんを殲せん滅めつするために行われたような印いん象しようでした」

　混乱した頭のままで、乱歩は彼女の話を聴きく。

　確かに自分も、あの襲撃には全く同じような印いん象しようを抱いていた。偶ぐう然ぜん活キ人形があの場に大量に湧わいた、という風ふうには考えられないだろう。

「ただ、そうであればおかしいではないですか。強きよう制せい捜査自じ体たいはともかくとして、それにわたくしが参加することを知っているのは、ごく限られた人々だけのようでしたから。つまり、その限られた人間、わたくしと乱らん歩ぽさん、警けい視しに桔き梗きようさんに、睡すい蓮れんさんのうちの誰だれかが、座ざ長ちようの正しよう体たいであるかもしれない」

「……そんな常じよう識しきが通つう用ようする相手だろうか？」

　桔梗は尋たずねる。

「活いキ人形、などという条じよう理り外の存在による襲しゆう撃げきだ、君の能力や何かを感かん知ちして、大量に襲おそい掛かってきた可能性せいもあるだろう？」

「その通りですわね」

　素直にサヱカはそれを認めた。

「ですから、あくまで可能性の話にはなってしまいますわ。さらに可能性の話を重ねますが、わたくしの捜そう査さ参加を知っていた者の中で、最も怪あやしいと感じたのは桔梗さんでした。だって──角つの筈はずビルヂングで、座長登場以い降こうにあなたの姿すがたを見た者がひとりもいないんですもの」

　……それも事実だ。

　自分は睡蓮、警視と常に行動を共にしていた。サヱカだって、捜査員いんに聴きけば座長と戦せん闘とうしていたことが間違いなく確かく認にん出来るだろう。

　しかし──裏うら口ぐちにいたという桔梗だけは、完全なる単たん独どく行動を続けていた。

「それは、確かにその通りだが……」

　桔梗は不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。

「可能性はあくまで可能性だ。その程度のことで犯はん人にん扱あつかいとは、失しつ敬けいにもほどがある」

「もちろん、これはあくまで疑い始めたきっかけに過ぎません」

　サヱカは話を続ける。

「ちなみにここまでは、そこの乱歩さんも気付いていたことですわ。ねえ、そうでしょう？　乱歩さん。あなたも、同じことを考えてらしたわよね？」

　突とつ如じよ話を振られ──乱歩はおずおずとうなずく。

　実は乱歩も、角筈ビルヂングで桔梗の姿を見た者がいない段階で──ほんの一いつ瞬しゆん、疑いを抱いていたのだ。

「でもこの人は、それ以上調ちよう査さをしなかったわけですわ。あなたを、桔梗さんを信じていたから。まったく、本当に詰つめの甘い事で……」

　サヱカは見み下くだすような視線を乱歩に向け、けらけらと笑った。

「さて、乱歩さんとは違い、わたくしはその後あと調べ物を始めましたわ。例えば桔梗さんの身しん辺ぺんや、家いえ柄がらにまつわることに関して。そのお話をさせていただきたいのですけど……まず前ぜん提ていとして、活いキ人形には『人の魂たましい』が宿っている、ということをご存じいただきたいのです」

　サヱカは説明した。

　活キ人形には、全国で誘ゆう拐かいされた者の魂が宿っているということを。

　実際に、様さま々ざまな地方で行方ゆくえ不ふ明めい者しやが続ぞく出しゆつしていることを。

　……もっとも、相手は警けい察さつ官かんだ。後こう者しやに関しては、既すでに知っていたようだったが。

「そして、その『誘ゆう拐かい』が発生した街は、全国津つ々つ浦うら々うら何の脈みやく絡らくもなく分ぶん布ぷしているように思われたのですが……調べるうちに、ある共きよう通つう項こうが見つかりましたわ」

「……どんな共通項だ？」

「──桔き梗きようさんの家か系けいである、菱ひし川かわ財ざい閥ばつの貧ひん困こん院いんがある、ということですわ」

　その話に──警けい視しが口をぽかんと開ける。

　どうやら、火ひノ星ほし姉妹が財閥令れい嬢じようであることは知らなかったらしい。

「誘拐された人々は皆みな一いち様ように生活に困こん窮きゆうしており、一部は貧困院周しゆう辺へんでの目もく撃げき情報もあったようです。つまりこれは……貧困院を訪れた者の中から、活キ人形のために魂を抜く候こう補ほ者しやを選び出していた、ということではありませんの？　先日、桔梗さんは『ほぼ』菱川との縁えんが切れている、とおっしゃっておりましたわね。その『ほぼ』に当てはまらないのが、この貧困院だったのではありません？」

　……乱らん歩ぽはふと、サヱカと言い争ったあの日のことを思い出す。

　彼女はあの時「もう少しで面白いことが分かる」と言っていた。

　もしかしてそれは……この貧困院の話を指していたのだろうか……。

　ただ……やはり証しよう拠ことしては、ずいぶん弱いと思う。

　偶ぐう然ぜんだ、と言う方が、説せつ得とく力りよくがあるように感じられる。桔梗が人形座ざ座ざ長ちようだ、などという突とつ拍ぴよう子しもない説に比べれば。

「……いい加か減げんにしてくれないか」

　声にいら立ちをにじませ、桔梗は吐き捨てるように言った。

「確かに、私たち姉妹は現在も菱川貧困院の運営に携たずさわっている。それは隠かくしようもない事実だよ。だが君は本当に、そんな甘い証しよう拠こで私を犯はん人にん扱いしているのか？　このところ、少しばかり君のことを見直していたのだが……どうやら買い被かぶってしまっていたようだな」

「……あまり焦じらすのも良くないですわね」

　ふう、と吐と息いきを漏もらし、サヱカはもう一いち度ど桔梗の顔を見ると、

「では、明めい白はくな証拠をお見せいたしましょう──」

　そう言って──「あるもの」を取り出した。

「──これですわ」

　白く細い彼女の手に、取とり調しらべ室しつ中の視線が集まる。

　そこにあったのは──髪かみだった。

　黒く艶つや々つやの、わずかな量の髪の毛の束たば。

「……なんだ、それは」

「桔梗さんの髪ですわ」

　サヱカは指で、その表面をどこか淫みだらに撫なでる。

「角つの筈はずビルヂングでの戦いの際、少しだけ魔ま術じゆつでいただいておいたのです。どうしても──成せい分ぶん調査にかけてみたくって」

　……確かに、あの日サヱカは桔き梗きようの髪かみを褒ほめ、それに触れていた。

　あの時に、わずかに切り取って持って帰っていた、ということか……。

　しかし……そんなことをして何になるのだろう。

　成分調査などして、一体何が分かるのだろう。

　相変わらず、乱らん歩ぽは彼女の意い図とが分からないが──ふと目をやった桔梗の表情がこわばっていて。悪い予よ感かんが、黒い雲のように胸に広がっていく。

「そして、つい先ほど結果が出たのですけれど──これ、人間の髪の毛ではなく、馬の鬣たてがみでしたわ」

　──ざわめきが、取とり調しらべ室しつ内ないに走った。

「ど、どういうことだ……！」

　警けい視しが目を白しろ黒くろさせ、サヱカに尋たずねる。

「人間の頭から馬の鬣が生はえるだと……？　そんなこと、ある訳わけが……」

「──人間ではないのですよ」

　あっさりと、サヱカはそう言った。

「そこにいる桔梗さんは、彼女の体は、人間のそれではないのです」

　──桔梗の表情が、見るからに硬くなっていく。

　そしてその背後で──睡すい蓮れんは今にも卒そつ倒とうしそうな表情で、その身を戦慄わななかせていた。

「皆さま、人形座ざ座ざ長ちようの戦せん闘とうは覚えてらっしゃるでしょう？　踏み込みは大だい理り石せきが割れるほど、飛び込めば竜たつ巻まきに見えるほどのずば抜けた身しん体たい能力でしたわ。あれはつまり──自身も活いキ人形、ということなのです。それも、他の活キ人形よりも精せい巧こうに、高こう機き能のうに作られた。ですから、座長である桔梗さんは──表面は桐きり材ざいで、内部は金きん属ぞくで、目はガラス玉で、そして──髪は馬の鬣で作られた、活キ人形の身体からだを有しているのです。……そうそう、先せん日じつ桔梗さんとお食事した際にも、紅こう茶ちやを入れた熱ねつ湯とうが指にかかったというのに、全く火傷やけどされていませんでしたわね？　それも当然ですわ──その体は、生き物とは全く違う作りなのですから」

　椅い子すに腰掛けたまま、サヱカは桔梗の方を向いた。

「いかがです？　桔梗さん。これでもまだ、自分は座長ではないと言い張られます？」

　桔梗は言葉を返さない。

「……もしそうされるようでしたら、申もうし訳わけないのですが一いち度ど体を調べさせていただけません？　純じゆん潔けつな乙女おとめの体を無ぶ粋すいな科学の手にかけさせるのは、わたくしとしても心苦しいのですけれど……是ぜ非ひ、自分が活キ人形ではないと、証しよう明めいしていただきたいのです」

　……桔梗は目を瞑つむり、俯うつむいた。

　取とり調しらべ室しつに、重く張りつめた静けさが広がっていく。

　誰だれもが息を殺し、身をこわばらせ、桔き梗きようの反応を待っていた。

　そして──永えい遠えんにも感じられる沈ちん黙もくののちに、

「……なるほど」

　桔梗は呟つぶやき顔を上げると、困ったように笑った。

「そこまでされては……認めざるをえないな」




「墜つい落らく乙女おとめの言う通り──私が人形座ざ座ざ長ちよう、火ひノ星ほし桔梗だ。今回の事件の首しゆ謀ぼう者しやは──私だよ」




　張りつめていた空気が、限界を超えて真しん空くうのような緊きん張ちよう感かんをはらんだ。

　警けい視しは額ひたいにだらだらと汗あせを流し、警けい官かんたちはサーベルにかけた手を震わせている。

「……噓うそでしょう」

　緊きん迫ぱくの隙すき間まをくぐるようにして、乱らん歩ぽは尋たずねた。

「噓ですよね、桔梗さん……。だって、あんなに悪が許せないって……理り不ふ尽じんに苦しむ人を減らしたいんだって、そう言っていたのに……」

　目が妙みようにチカチカする。喉のどが渇かわいて仕方がない。

　この期ごに及んで乱歩は──桔梗が座長だと、信じられずにいた。

　いや──信じたくないと思った。

　彼女だけは、仲間だと思ったのだ。この最悪の世の中で、信じられると思ったのだ。

　それなのに、彼女が人形座座長だとしたら……乱歩は何を信じ、どう生きていけばいいというのだろう。

「冗じよう談だんでしょう？　そうだと言ってください……」

　しかし──

「……すまない」

　──本ほん心しんから申もうし訳わけなさそうに、桔梗は首を横に振った。

「それでも事実──私がやったことなんだ。角つの筈はずビルヂングで戦せん闘とうをけしかけたのも、こうやって、お前が冤えん罪ざいで取り調べを受けているのも……墜落乙女を排はい除じよするために、私が仕組んだことだよ」

　その言葉に──乱歩の心は全ての支えを失った。

　体中の力が抜けていく。

　その目から光を失いながら、彼は板いた張ばりの床にへたり込んだ。

「──さて、ようやくこうやってお会いすることが出来た訳わけですし」

　場をとりなすかのような声で、サヱカが話を続ける。

「わたくし、どうしても座ざ長ちよう様さまに訊ききたかったのです。どうして、あのような事件を起こされたのか。よければ、お教えいただけないかしら？」

「ほう……」

　意い外がいそうな表情で、桔き梗きようは顎あごに手をやる。

「問もん答どう無む用ようで殺し合いかと思っていたが、理由を聴きいてくれるのかい。あそこまで憎にく々にくしげに、活いキ人形たちを殲せん滅めつしておいて」

「ええ、もちろんですわ」

　どこか軽やかな仕し草ぐさで、サヱカは首を縦たてに振った。

「わたくしも、何かのために人を殺あやめることを否ひ定てい出来ない立場におりますから。なのでお話を伺うかがって、その上で放ほう置ちするか、協力するか──あるいは殺すかを決めさせていただきますわ」




「──『正せい義ぎ』のためだ」

　はっきりと、恥はじることも、怖おじることも、躊躇ためらうこともなく、桔梗は言い切った。

「他の何でもない、私はただ『正義』のために、人形座ざ事件を起こしたんだ」

「ふうむ……」

　口くち元もとに手を当て微笑ほほえむと、サヱカは小さく首を傾かしげた。

「……詳しくお聞かせくださる？」

「ああ、そうさせてもらおう」

　二、三度咳せき払ばらいし、桔梗はその目を細めると──昔むかし話ばなしでもするように語り出した。

「どこから……話すべきだろうか。本当に最初のきっかけとなると……十五年ほど前のことになるな」

「先日お話しいただいた、事件の起きた頃ころですの？」

「その通りだ。その頃、私の友人だった女の子の家に強ごう盗とうが入った。そして彼女は、警けい官かん隊たいに追い詰められた犯はん人にんによって無む残ざんにも殺されてしまった。以来、私は同じような悲ひ劇げきが繰り返されないためにも、警官になるための勉強や修しゆう練れんを始め──十数年後、めでたくこの森もり栖す警けい視しの部ぶ下かとして働くこととなった。この国初はつの、女性警官になれた訳わけだ」

　当時を思い出すように、彼女はその頰ほおを緩ゆるめる。

「あの時は、有う頂ちよう天てんだったよ。誰だれからも『女が刑けい事じなんて無む理りだ』と言われていたからね、それを成し遂とげてやった喜びと、これから自らが正せい義ぎのために身を尽くせる嬉うれしさに、私は舞い上がっていた。だが──」

　桔梗は視線を落とし、

「──その喜びは、あっという間に失しつ望ぼうに変わった」

　吐き捨てるように続けた。

「その男──森栖警視は、そして警けい察さつ機き構こうは──救いようがないほどに腐ふ敗はいしていたのだ」

　──「その男」呼ばわりに、森栖が目をむく。

　しかし、桔き梗きように醒さめた視線を向けられ──尻しり込ごみするように彼は口を閉じた。

「その酷ひどさがどれほどのものかは、この取とり調しらべ室しつの様よう子すを見ても分かるだろう。平然と容よう疑ぎ者しやを拷ごう問もんにかけ、自じ白はくを強きよう要ようする。それがうまくいかない場合は、言葉尻じりをとらえて悪あしざまに調ちよう書しよを書き、犯はん人にんに仕立て上げる。その結果、何人の者が冤えん罪ざいで裁さばかれたかは到とう底てい分からない。さらに、だ──」

　そう言うと──桔梗は部屋中じゆうを。

　部屋の中にいる警察官かんたちを、一人ひとり睨にらみつけ始めた。

「──周囲の者も、この男に媚こびへつらうばかり。政治力りよくだけは一いち人にん前まえ以上だからな、この男に嫌きらわれると出しゆつ世せが望めないんだ。では、そんな人間で組そ織しきされた集団が、刑けい事じ事件を解決しようとするとどうなるか。そんなことは火を見るよりも明らかだろう。捜そう査さは遅ち々ちとして進まず、凶きよう悪あく犯はんを取り逃のがし、その結果──助かったはずの都と民みんの命が、次々奪うばわれていく。そんなことを、この男たちは何十年も続けてきたのだ。そして──ある日、過去の捜査報ほう告こく書しよを見ていた私は驚くべき事実を知った」

　皮ひ肉にくな表情で──桔梗は嗤わらった。

「十五年前まえのあの事件で──私の友人が死んだあの事件で、警けい官かん隊たいの指し揮きを執とっていたのは──この森もり栖す警けい視しだったんだ」

　──取調室内ないがどよめく。

　そしてその中心で森栖は、呟つぶやくようにぶつぶつ言うが、

「十五年前……」

　どうしても思い出せないらしい。顔中に汗あせを浮かべ、その目を泳がせている。

「……まあ、思い出せないだろうな」

　嘲ちよう笑しようするように、桔梗は彼を見下ろした。

「同じようなことは──強ごう引いんな突とつ入にゆうによる人ひと質じち保ほ護ごの失敗は、何度もやらかしているのだからな」

「そ、そんな……！」

　森栖は顔を上げる。

「人質保護の失敗など……わしは……」

「していないとは言わせんぞ。あの時、警視庁ちよう内ないではお前を警視にするという話が持ち上がっていて──お前はその昇しよう進しんを実現するため、手て柄がらを焦あせったんだ」

「……！」

　目を見開く森栖警視。

　今いま更さら思い出した様よう子すで、彼は口をぱくぱくと開け閉めする。

「──こういった経けい緯いで、刑けい事じになり一年も経たたないうちに私は警視庁ちようの実じつ態たいを知った。そして、決意をした──私が、修正しようと」

　桔き梗きようは視線を上げ、サヱカの目を見た。

「私がその組そ織しきの上に立ち、浄じよう化かしていこうと」

　ただ、と、彼女はもう一度視線を落とす。

「その道は、非常に困難だった。派は閥ばつ争いと女性差さ別べつが、警けい視し庁ちよう内ないには蔓延はびこっていたからな。世せ間けんでは女性解かい放ほうが進んでいるというのに、この組織の中では、勝ち上がれるのは派閥争いで勝ち残った男だけ。それを経ないで上に行こうとすれば、特別な成果が必要となる。例えば──凶きよう悪あくな劇げき場じよう型犯はん罪ざいを解決する、といったような成果がね。それを成し遂とげようと、私は寝しん食しよくを忘れて仕事に取り組んだよ。それでも、事件は都つ合ごうよく起きてくれない。そうしている間にも、森もり栖すの杜ず撰さんな捜そう査さによる被ひ害がいは増えていく。そんなある日、私は──彼女に出会った」

　──瞬しゆん間かん。

　桔梗の背後から──小さな白い影が飛び出す。

　それはしばし取とり調しらべ室しつ内を羽ばたき、人々の頭ず上じようを旋せん回かいしてから──桔梗の肩にちょこんと飛び乗った。

　──小鳥だ。

　小さな白い文ぶん鳥ちようが、彼女の肩に乗っている。

「紹しよう介かいしよう──この子は、ブランさんだ」

　桔梗は人ひと差さし指ゆびで、文鳥の頭を撫なでる。

「この子が私に──力を与えてくれた」

　桔梗のその言葉に──

「──やっぱりあなただったのね！」

　──サヱカの背後からかすてらが飛び出た。

　彼女はサヱカが差し出した人差し指にぶら下がると、

「そうじゃないかとは思っていたけど──まさか本当に、こんなことするなんて……」

　まじまじと「ブラン」の姿すがたを見つめた。

「その声は──『瑠る璃り香か』ね」

　──大人おとなの女性の声で、ブランは答える。

「『この時代』まで追いかけてくるとは思わなかったわ」

「ど、どういうことだ……」

　完全に腰を抜かし、警視はその声を震わせる。

「全く以もって、訳わけが分からんぞ……」

「ああ、そうだよね……じゃあそろそろ、明かそうかな」

　森栖警視の方を向くと、かすてらは二、三度その羽を羽ばたかせた。

　そして──

「私たちは──百年後の世界から来たんだ」

　──女じよ児じがおとぎ話でもするような声で、そう言った。

「……百年後……だと？」

「そう。今よりずっと先の未来だよ。本当は私たちも人間なんだけど、時間移い動どうの都つ合ごうで今はこんな姿すがたをしてる。大変だったよ、思ったように動けないし、この時代にはネットもスマホもないから不ふ便べんで……」

「ねっと……？　すまほ……？」

　森もり栖す警けい視しは、聴ききなれない単たん語ごにぽかんと口を開けた。

「……な、何を言っているのか分からんぞ……未来から来たって、どうしてそんなことを……」

「桔き梗きようと同じ、正せい義ぎのためよ」

　かすてらに続き、ブランが説明を始めた。

「私とかすてらは、そもそも未来では仲間同どう士しだったの。同じ組そ織しきに属し、魔ま術じゆつを習しゆう得とくさせた少女と連れん携けいし『反はん社会的分ぶん子し』を殲せん滅めつしていた。でも……どれだけ倒しても、反社会的分子はなくならない。そこで私は──過去の世界に戻り、少女に魔術を習得させ、自分たちの時代までに反社会分子の芽めを摘つむことにしたの。そのためには、ちょうど百年前まえのこの時代がおあつらえ向きだったのね。女性の解放が叫ばれ、実際少しずつ、女性の権けん利りが見直され始めた時代だったから。今いま以前の時期となると、少女には動いてもらいにくいのよ」

「つまり──この人たちは、歴史の改かい変へんを行おうとしているんだよ」

　憤ふん慨がいした様よう子すで、かすてらは言葉を続ける。

「自分たちの時代でうまくいかないからと言って、過去の人たちにそれを擦なすり付けようとしている。そんなこと、許す訳わけにはいかないから──私はこの人を追ってきたんだ」

「……ふむ、墜つい落らく乙女おとめは、そのような形で魔術を習得したのだな」

　話を聴きいていた桔梗が、納なつ得とくした様子で頷うなずく。

「同じようにして、私もブランさんに力を授さずけられた。そして私は──事件を起こすことにした訳だ。センセーショナルな、劇げき場じよう型犯はん罪ざいをな。被ひ害がいを最さい小しよう限げんに抑えつつ、自らの警視庁ちようでの地ち位いを確立するために。確かに、死し人にんは出てしまうが森栖たちが君くん臨りんし続けるよりはよっぽどましだろう。私が浄じよう化かすることで、そのような被ひ害がい者しやはいなくなる。そして、ブランさんの意い図との通り、私はこの力を使って悪あく人にんも駆く逐ちく出来る」

　桔梗は顔を上げ──サヱカを見た。

「──これで分かってくれただろう？　これは、正義のためなのだ。世界のためなんだ」

「……」

　視線を落とし、物もの憂うげな表情で何かを考えるサヱカ。

　彼女は深い溜ため息いきをつくと、

「ああ……ああ……」

　短くうめき声を上げる。

　そして彼女は──

「なんという……なんという浅はかな思し考こうでしょう……」

　──その手で顔を覆おおい、嘆なげくように首を振った。

「そんな選択をした上で自ら正せい義ぎと名乗る辺りにも、絶望感かんを覚えますわ」

「……どういうことだ」

「活いキ人形をけしかけ、人を殺しておいて正義とは、どれだけ面つらの皮かわが厚いんですの？　あなたは既すでに悪です。わたくしと同じ悪あく人にんですわ。少なくとも──実際に、命を奪うばわれた人々から見れば。それも自じ覚かく出来ないような人間がこの先さき人の上に立ったところで、出来ることはたかが知れています」

「正義のための殺人は──免めん罪ざいされる」

「……心しん底そこ絶望的ですこと」

　桔き梗きようが力込めた言葉を、サヱカは溜ため息いきで受け流した。

「そう言った思し想そうを持つ人間は、結局異い物ぶつの排はい除じよを止めることが出来ませんわ。まず、腐ふ敗はいし続ける上じよう司しを殺し、次に悪あく事じをなす者に手をかけ始める。その閾いき値ちは上がり続け──最後に生き残ることが出来るのはあなただけですわ」

　……と、サヱカは何かに気付いたような顔になり、

「……ああ、違いましたわね。最初にあなたが手をかけるのは──わたくしでしょう？　これまで散さん々ざん殺そうとしてきたわたくしが、ここでもあなたに反はん旗きを翻ひるがえした。となれば──あなたが今から殺すのは、わたくしですわよね？」

「……そうなるかな」

　残念そうに微笑ほほえみながら──桔梗はゆっくりとサーベルを抜く。

　我が慢まんし切れなかった様よう子すで──睡すい蓮れんが顔を押さえ、取とり調しらべ室しつを飛び出していった。

「もしかしたら、理解してもらえるのではないかと思ったんだがな……。少しずつ、仲良くなれそうな気もしていたから、残念だよ」

「あら、そうでしたの？」

　──サヱカの背後の魔ま法ほう陣じんが、徐じよ々じよに回かい転てん速度を上げていく。

「わたくしは最初からあなたのこと──いけすかないと、思っておりましたわ」

　次の瞬しゆん間かん──警けい視し庁ちよう庁ちよう舎しやの屋根が吹き飛ぶ。

　取調室の壁も凄すさまじい重じゆう力りよくで倒とう壊かいし──庁舎の一部は完全に崩くずれ去った。

「……ずいぶんと、無む茶ちやをするな」

　突とつ如じよ広がった青空を見上げ、桔梗は呆あきれたように言った。

「幸い……君が来るのと同時に職しよく員いんは避ひ難なんしたようだな。一いつ歩ぽ間違えば、大量の被ひ害がい者しやが出ていたぞ……」

「まあ、まさか座ざ長ちよう様さまにそんな忠ちゆう告こくをされるなんて……。前回は屋内での戦せん闘とうで、痛い目を見ましたからね」

　サヱカはその場に浮かび上がる。

「今回は是ぜ非ひ、全ぜん力りよくの出せる広さが欲しかったのですわ。この人たちを殺さなかった分、十分寛かん容ようでしょう？」

　言って──サヱカが視線をやると、残っていた警けい視しと警けい官かん隊たいはその場から慌あわてて逃げ去った。

「……一人残のこってしまったが、どうする？」

　桔き梗きようが瓦が礫れきの隅すみに残った男に──うなだれたまま動かない乱らん歩ぽに視線をやる。

　彼は立ち上がる気き力りよくどころか、感情自じ体たいが全て尽き果てた様よう子すで瓦礫の中に腰掛けていた。

「そうですわね……放っておきましょう」

　サヱカはあははと楽しげに笑った。

「この人のことですわ、必要があれば逃げるでしょうし、必要がなければここで死ぬだけです」

「手て厳きびしいな……。もう少し、仲がいいのかと思っていたが。しかし……それにしても──」

　桔梗は目を眇すがめる。

「──後ろから突然とは、卑ひ怯きようじゃないか」

　──次の瞬しゆん間かん。

　桔梗の背後に浮かんでいた瓦礫たちが──一いつ斉せいに彼女に襲おそい掛かり、戦いの火ひ蓋ぶたが切られる。

　桔梗はそれをかわし、弾はじき返しながらサヱカに肉にく薄はくするが──サヱカはそれを見み越こしていた。

　後ろに飛びながらも体の近くに引いん力りよくの中心を発生させ──それを起き点てんとして墜つい落らくの向きを大きく変える。

　のちの宇う宙ちゆう開発に於おいて「重力アシスト」と呼ばれる技術の応おう用ようだ。

　音速に近い速さでサヱカは桔梗の背後に回り、

「──美女を足あし蹴げにするのは、気が引けますわね」

　自らの体に加か重じゆう、靴くつの先で桔梗の背中に「墜落」した。

　桔梗の体が瓦礫に突っ込む。爆ばく音おんと砂すな埃ぼこりが上がる。

　さらに、サヱカはそこに瓦礫を叩たたき込もうとするが──それより先に、桔梗は飛び出しサーベルを振りかぶった。

「同じことですわ！」

　背後に飛ぶサヱカ。力では勝てないが、速度でなら決して負けることはない。

　前回の戦いを経て桔梗の動きを把は握あくしていたサヱカは、再度彼女の攻こう撃げきをかわし、反はん撃げきに出ようと日ひ傘がさを強く握る。

　が──

「──!?」

　──振り下ろしたサーベルが、サヱカのドレスに届く。

　すんでのところで身をひねり、それをかわしたが──スカートの先に刃やいばが届き、大きく裂さけ目が出来た。

「……速い！」

　サヱカにとって、それは予よ想そう外がいの動きだった。

　力がある分、活いキ人形の体は重い。

　それは桔き梗きようのような高こう機き能のうでも同じらしく、サヱカの移動には付いてこられないはずだった。

　しかし──

「もう、姿すがたを隠かくす必要がないからな」

　──桔梗はそう言って、サヱカに向かってサーベルを構えなおす。

「ローブをまとったまま戦うのは、動きづらくてかなわんかったよ。おかげで、ようやく全力で戦うことが出来る。実に心ここ地ちいい」

「なるほど……」

　これまでは、能力を抑えた上で戦っていた、ということなのだろう。

　手て加か減げんをされていた、というのとほぼ同どう義ぎであるその事実に、サヱカはいら立ちを覚えた。

「ブランさんがくれた体は──本当に優れている。以前の自分と区別がつかない上、こんな風ふうに戦うことが出来るのだからな。出来れば君にも、お勧すすめしたいくらいだ」

「何をおっしゃいますやら」

　桔梗の話を、サヱカは鼻で笑った。

「ご存じかしら？　殿との方がたは、女性の柔やわらかい肌はだが好きなのですわよ？」

「それは確かに残念だ」

　そう言って、桔梗も笑う。

「こんな体になってしまっては、もう嫁よめにもらってくれる男もいないだろう──」

　言って──激しく回転しながら、桔梗はサヱカにとび掛かる。

　全魔ま力りよくを動どう員いんし、サヱカも応戦を始めた。

　再び始まる、応おう酬しゆう。

　その様さまは──赤と黒の嵐あらしが瓦が礫れきの上で吹き荒れているようにも見えた。

　しかし──趨すう勢せいは明らかだ。

　桔梗の圧あつ倒とう的てきなまでの攻こう撃げきに、サヱカは確実に体力を削けずられ、押されていく。

　そして──

「──っ！」

　桔梗の放った回し蹴げりが──見事にサヱカの脇わき腹ばらに直ちよく撃げきした。

　サヱカはそのまま吹き飛ばされ──崩くずれかけた壁にしたたか頭をぶつける。

　すぐに彼女は立ち上がり、攻撃態たい勢せいを整えるが……その頭からは血が流れ、白い顔を赤く染め始めていた。
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「──乱らん歩ぽ君くん！　ねえ乱歩君！」

　聞き覚えのある甲かん高だかい声に──乱歩は呆ほうけていた意い識しきを、現実に戻す。

　気付けば彼は──瓦が礫れきの山の中にいた。

　割れた煉れん瓦がに、ガラスの破は片へんに、辺りに漂ただよう砂すな埃ぼこり。

　目の前では小さな蝙こう蝠もりが──かすてらが、必ひつ死しに乱歩の足に縋すがり付いている。

「乱歩君！　お願い！　助けてよ！」

「助ける……？　何を？」

「決まってるじゃない！」

　叫ぶように言って、かすてらはその腕に力を込めた。

「サヱカだよ！　このままじゃあの子──殺される！」

　言われて──乱歩は顔を上げる。

　少し離れた場所で、サヱカと桔き梗きようが戦っていた。

　サーベル片手に、物ぶつ理り法ほう則そくを無む視ししたかのような動きで攻こう撃げきする桔梗と、重じゆう力りよくを駆く使しし応戦するサヱカ。

　そうか……二人が戦い始めたから、辺りはこんなにも、破は壊かいし尽くされているのか……。

　はた目にはっきりと分かるほどに、サヱカは追い詰められていた。

　彼女の攻こう撃げきは全く桔き梗きように届かず、空くうを切るばかり。

　逆に、止とどめこそ刺せないものの桔梗の攻撃は着ちやく実じつにサヱカを傷つけ、そのドレスをずたずたに切り裂さき始めている。

　どこかでぶつけたのだろう。サヱカの頭からは血が滴したたり、白い顔に赤い筋すじがつたっていた。

「ねえ！」

　もう一度、足あし首くびを握られる感覚。

「お願いだよ……助けて！」

　……この生き物が。

　未来から来たという異い形ぎようの存在が切せつ羽ぱ詰つまった声を出すことに、乱らん歩ぽは不ふ思し議ぎな気分になった。小さな爪つめに込められた力は袴はかまを破らんばかりだ。事じ態たいは急を要するのだろう。

　しかし──彼はどちらにも味み方かたする気にはなれない。

「……同じじゃないか」

　呟つぶやくように、乱歩は言う。

「サヱカ君も、桔梗さんも同じだ。自分の気持ちのために、他人を犠ぎ牲せいにしている。なら僕は──」

　もう一度、乱歩はがくりとうなだれた。

「──どちらの味方もしない」

　今や彼は──心しん身しんともに、完全に打ちのめされていた。

　何をしようという気も起きない。

　もう、何がどうなっても構わない。

　全てが空くう虚きよに感じられたし、実際、全てのことは空虚なのだろう。

「……二人とも同じってのは、その通りかもしれないよ」

　かすてらは、絞しぼり出すように言った。

「他人を犠牲にしながら、自分の考えを実現させようとしている。それは少なからず自分勝かつ手てだし、その上……どちらが正しいのかは本当に難しい。私だって、サヱカが絶対に正しいなんて言い切ることは出来ないよ……。でも──」

　足をつかむ爪に、もう一いち度ど力が込められる。

「──だからって、乱歩君は何もしないの？　考えることを放ほう棄きするの？」

　考えることを放棄する──。

　かすてらの言う通り──自分は判はん断だんすることを、自分の頭で何かを選ぶことを放棄している。

　そしてそれは、今いま現在取とりうる行動の中で、もっとも簡単で──もっとも無責任なものなのだろう。

　それは乱歩も、よく分かっている。

　それでも──

「そうだよ」

　──乱らん歩ぽは光の消えた目のままで、そう言った。

「もう……それでいいんだ」

　乱歩はぽつぽつと、話し始めた。

「森もり栖すのような男が、世の中に冤えん罪ざいを作り出し続けている。そして警けい官かんも、黙だまってそれに従うばかりだ。事じ件けん現げん場ばでは死ななくてよかった人が死に、森栖は評ひよう価かされ続けてる。そんなのおかしいじゃないか……。だからこそ、僕は期待したんだ。桔き梗きようさんに。彼女なら、その狂った仕組みを変えてくれるんじゃないかって……。それでも彼女は……森栖以い上じように、訳わけの分からない方法で世の中を変えようとしていた。あんなに犠ぎ牲せい者しやを出すなんて……そんなこと、絶対に間違っている……。そして、そんな桔梗さんを止めようとしているサヱカ君は、根っからの悪あく人にんだ。人を殺しても、何とも思わない風ふうに笑っている……」

　乱歩は──ぼんやりと、かすてらを見た。

「誰だれにも──共きよう感かん出来ない。誰にも、協きよう力りよく出来ない。だから、もうどうでもいいんだ……。何をしようとも思えない」

　──遠くでサヱカが、桔梗の一いつ閃せんに吹き飛ばされる。

　その身は軽々と宙ちゆうを舞い、瓦が礫れきの山に叩たたきつけられた。

　短い沈ちん黙もくの後、

「……ねえ」

　かすてらは、ゆっくりと乱歩の顔を覗のぞき込んだ。

「乱歩君は今も本当に──サヱカがただの悪人だって、思ってる……？」

　問いの意味が分からない。

　乱歩は答えない。

「あの子が本当に、自分でそうだと言い張っているように……純じゆん粋すいな悪あく意いでだけ、動いていると思う……？」

「……知らない」

「あのね」

　乱歩の返事を無む視ししてかすてらは続ける。

「私も最初は、すごく驚いたよ。あんな風に戦う子、私たちの時代にはいなかったし……どうしてそんな風になっちゃうのか分からなくて。今でも、全ぜん部ぶ分かってるとは到とう底てい思えない。でもね、私、これだけは分かる。あの子は、きっと──自分を許せないんだ。活いキ人形を殺すことにした自分を、許せないでいるんだ」

「許せない……？」

　かすれた声で、乱歩はその言葉を繰り返した。

「何を根こん拠きよに……そんなことを言うんだ……」

　あの日のサヱカは──蓋けだシ野の家けで決けつ別べつした夜のサヱカは、自らが人を殺すことを、何とも思っていないようにしか見えなかった。

　それがなぜ……許せないだなんて思えるのだろう。

「例えば……」

　かすてらが膝ひざによじ登る。

　乱らん歩ぽと目め線せんを合わせると、彼女は話し始めた。

「私があの子に協力を持ち掛けた時。活いキ人形のことや、魔ま術じゆつのことを説明して、手伝ってほしいってお願いした時。あの子は返事するまでに一週間もかかったんだ。大切なことだから、きちんと考えたいって」

　……一週間。

　確かにそれは、意い外がいではあった。悪あく人にんであれば、即そく答とうで了りよう承しようしそうなものなのに。

　そして、かすてらの要よう請せいを「大切なこと」と表現したことも、乱歩の心をざわつかせる。

「だから……あの子が戦う動どう機きは、きっとそんなに単たん純じゆんじゃないんだと思う。本ほん人にんがそう言っていた訳わけではないし、目め障ざわりだ、というのも、理由の一部としてはあるのかもしれないけど……それだけだとは、どうしても思えない」

　……その通りなのかもしれない。

　サヱカはサヱカなりに、心の中に複雑な感情を潜ひそめているのかも知れない。

　それでもまだ……乱歩はかすてらの言うことを信じたいと思えない。

「それから、思い出してみてよ。あの子がどうやって、活キ人形を殺していたか。高いところから落とす、首を刎はねる、重じゆう力りよくで押しつぶす……。なんでそんなことをするんだろうって不ふ思し議ぎだったんだけど、あれは全部──全部即そく死し出来る殺し方なんだ。相手が痛みを覚えない殺し方なんだ。そりゃあ、反はん撃げきされた時は腕や足を飛ばすこともあったけど……あの子が無む駄だに活キ人形を痛めつけたことは、一度だってないはずだよ」

　……これまでの戦いを思い出してみる。

　確かに、殺す時に過か剰じように痛みを与えるようなことはなかったように思う。

「……でも、偶ぐう然ぜんかもしれないだろう？」

　かすれた声で、乱歩は尋たずねた。

「彼女の取れる攻こう撃げき方法が、どうしても即死をさせてしまうほどのものだっただけかもしれない……」

「それはそうだね。でもね、時々あの子、倒す間ま際ぎわに活キ人形に『あること』耳打ちするんだ。乱歩君も、見たことあるよね？　あの子が活キ人形に、小さな声で何か言っているところを」

「……そうだな」

　乱歩は思い出す。

　初めて取しゆ材ざいした日──御お茶ちやノ水みずでの戦いで、サヱカ君は何か活キ人形に耳打ちしていた。

「あれね、私は魔ま術じゆつ的てきにサヱカとつながっているから、なんて言っているのか分かるんだ」

「……なんて言っているんだ？」

「──『大だい丈じよう夫ぶよ』って」

　かすてらは、乱らん歩ぽを見上げた。

「あの子は、活いキ人形を殺すたびに『痛くしないから、大丈夫よ』って口にしているんだ」

　──心しん臓ぞうが一いつ拍ぱく弾はじけそうなほど強く鼓こ動どうする。

「そもそも……乱歩君の取しゆ材ざいを受けたのだって、きっと、知りたかったからだと思うんだ。自分のしていることを、全て理解した人間が──それでも自分のことを、悪あく人にんだと思うのかって」

　その言葉に……乱歩は思い出す。

　冤えん罪ざいを晴らそうと話した時の、サヱカの表情を。

　悪人だとは思えないという乱歩の言葉に──彼女はこれまで見せたことのない顔を見せた。

　あれは乱歩の言葉が彼女にとって必要な──ずっと求めていたものだったからではないのか。

　灰はい色いろになっていた乱歩の心が、少しずつ色を取り戻していく。

　凍っていたそれが、徐じよ々じよに駆く動どうし始める。

　しかしそれでも──乱歩は踏み出せない。

　ほとんど事実を受け入れてしまっている自分と、それに対する拒きよ否ひ感かんが、胸の中で強く背はい反はんしている。

「信じ切れないよ……」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑って、乱歩は言った。

「本当に……散さん々ざんな目に遭あったんだ。そんな風ふうに、話を聴きかされたところで、信じられない」

「……証しよう拠こがあるんだ」

「……証拠？」

「そう……サヱカがただの悪人じゃないっていう、決定的な証拠だよ。そしてそれを──乱歩君は、何度も目にしている」

「……なんのことだ？」

「そもそも──私が少女に習しゆう得とくさせられる魔術の種類はね、相手がその時抱かかえている『意い志し』や『感情』に大きく左右されるんだ。使用者の精せい神しん状況に応じて、使える魔術は変化する。例えば──何もかもを燃やし尽くすような熱い気持ちを持っていれば、火を自じ在ざいに操あやつれるようになる、と言った具合にね」

「じゃあ……」

　乱歩はかすてらに尋たずねた。

「サヱカ君は……どんな『意い志し』や『感情』を元に──『重じゆう力りよく』を操れるようになったんだ？　どんな気持ちを抱いていれば……そんな魔術が身につく？」

「──『罪ざい悪あく感かん』だよ」

　かすてらは、短くそう言った。

「活いキ人形を──かつて人間だったものを『殺す』ことを決めた彼女の胸は──私も驚くくらいの、強きよう烈れつな罪ざい悪あく感かんで満たされていたんだ」

　そしてきっと、と、かすてらは言葉を続けた。

「今も彼女は──その罪悪感で縛しばられたままなんだと思う」

　──同じじゃないか。

　乱らん歩ぽはそう、思った。

　人を殺す。

　そのことに、身も心も沈み込んでしまうほどの罪悪感を覚える。

　それはきっと──活キ人形に、人の命が宿っていると知った、あの日の乱歩と同じだ。

　サヱカもあの気持ちを抱えたまま……いや。

　自分よりも何十倍も、何百倍もの重みを抱えたまま、墜つい落らくし続けているのか。

　なら──。

　だとしたら、自分は──。

　自分がやるべきことは──。

　……その時、乱歩ははっきりと、自分の胸に「ある意い志し」が宿ったのを感じ取った。

　立ち上がり、袴はかまについた埃ほこりを手早く払う。

「……乱歩君」

　……乱歩の膝ひざから飛び上がり。かすてらは声を震わせる。

「……自分に、何か出来るとは思えないよ」

　乱歩は素直に、心しん境きようを吐と露ろした。

「あんな規き格かく外がいの存在同士が戦っているんだ、生なま身みの人間が行ったところで、何が出来るかは分からない。それでも──やれるだけのことは、やってくるさ」

「……ありがとう」

　そういうかすてらに一度頷うなずいて見せると──乱歩は振り返り、戦せん場じようへと走って行った。
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　戦いの結末は──既すでに見えたも同然だった。

　頭の傷から血が流れ続ける。

　意い識しきが次第に遠くなり、攻こう撃げきの精度もひたすら下がっていく。

　それなのに──桔き梗きようの攻撃はやむ気け配はいがない。

　雑に打ち込んだ瓦が礫れきを全てかわされ、鋭い手しゆ刀とうが叩たたき込まれた。サヱカの体は紙のように吹き飛ばされ──転がったまま動けなくなる。

「──そろそろ終わりか」

　そちらにゆっくり歩み寄りながら、桔き梗きようは残念そうにそう言った。

「意見は割れてしまったが──やはり私は、なぜか君のことが嫌きらいになれなかったよ。天てん敵てきであるはずの、悪あく人にんであるというのにね。やはり、森もり栖す警けい視し程度の下げ衆すな悪人ではなく、君のように気け高だかい悪人であれば、好こう敵てき手しゆたりうるのかもしれない」

　だから、と。桔梗はその手にサーベルを握りなおす。

「その好敵手には、出来る限りの敬けい意いを払いたい。せめて苦しむことのないよう、葬ほうむってやる」

　それを聴ききながら──サヱカはついに、自分の番が回ってきたことを実感していた。

　これまで、たくさんの活いキ人形を殺してきた。

　戦せん闘とうの過程で、間接的に人の命を奪うばったことも少なからずあるだろう。

　そしてとうとう──自分が命を失う順番が、回ってきたのだ。

　──覚かく悟ごはしていた。

　──当然の報むくいだと思う。

　むしろ、ここまで生きてこられたのは。すこしばかり不平等なほどの幸福だったのだろう。

　ただ──残念だった。

　こんな歪ゆがんだ「正せい義ぎ」に命を奪われるのが、ひたすら残念だった。

　そしてふと……サヱカは気が付く。

　混こん濁だくする意い識しきの中で、「彼」の存在が、頭を離れてくれないことに。

　──あの日、自分を訪ねてきた、全てを知りたいのだと言った「記者」のことが。

　彼がどこまで自分のことや、事件のことを理解したのかは分からない。

　それでも最後に──彼が自分のことをどう思うかを、聴いておきたかったと思う。

　彼と落ち着いて、話がしたかったと思う。

　ただ──その願いももう叶かなわない。

「それでは──然様さようなら」

　桔梗がサーベルを振りかぶる。

　自分には──それを避けるだけの体力も残されていない。

　なら──潔いさぎよく終わりを受け入れよう。

　せめて最後は──気け高だかく迎えよう。

　これが、自分に課せられた、報むくいなのだ。

　サヱカはそっと、その目をつぶった。

　そして、桔梗のサーベルが風を切る音が聞こえた──その瞬しゆん間かん。

「──サヱカ君！」

　──聴き慣れた声とともに、体がふわりと浮き上がる。

　サーベルが地面に刺さる音が聞こえ──抱きかかえられ、そのまま転がるような感覚。

　閉じていた瞼まぶたを開けると──

「──大だい丈じよう夫ぶか？」

　──そこには、最後に話したいと願った彼の、賜たまヒ野の乱らん歩ぽの顔があった。

「あら……」

　なんとか回り始めた頭で、サヱカは状況を判はん断だんする。

　桔き梗きようとの距離は先ほどよりも開いている。

　そして、埃ほこりまみれになった乱歩の着き物もの……。

　どうやら──自分は助けられたらしい。

　ギリギリのところで飛び込んできた、彼によって。

「乱歩さん……」

　礼れいを言いかけて──止やめておく。

　自分に、そんな言葉は似に合あわないだろう。

　だから、

「もう、いじけるのは止めにしましたの……？」

　そんな風ふうに、いつもの憎にくまれ口をたたいておいた。

「ああ、おかげさまで目が覚めたよ」

　言って、乱歩は顔を上げると──キッと桔梗の方をにらみつけた。

「賜ヒ野……何をしている？」

　桔梗は愕がく然ぜんと尋たずねる。

「なぜそいつを……助けるんだ……」

「見れば分かるでしょう？」

　乱歩は毅き然ぜんと言い張った。

「加か勢せいすることにしたんですよ──墜つい落らく乙女おとめにね」

「なぜだ……もしかして、その女に脅おどされているのか」

「まさか」

　あははと笑い、乱歩は自らの隣となりにサヱカを降ろした。

「全てが自分の意い志しですよ。自分で選んだ行動です」

「……わたくしにとっても意い外がいですわ」

　サヱカは眉まゆを顰ひそめている。

「よもや、こちらにつくとは……。もしかして、わたくしがしていることが、正しいとでも思われました？」

「そんなはずがないだろう」

　乱歩は首を振った。

「正しいはずがない。やっぱり君は、極ごく悪あく人にんだよ。そして──僕もそれに手を貸して、極悪人に仲間入りしようと思ってね」

「……なるほど」

　微笑ほほえみながら、サヱカは再び日ひ傘がさを手にする。

「すこしは分かり始めたようですわね……」

　その表情は、これまでの皮ひ肉にくなものでなく、本心から乱らん歩ぽを評ひよう価かしているような笑えみだった。

　しかし、それとは対たい照しよう的てきに、

「……錯さく乱らんしたか……」

　残念そうに、桔き梗きようは表情を歪ゆがめる。

「悲しくはあるが──そうなっては、私は君も殺さなければいけない」

「……まあ、こうなりますわよね」

　サヱカは乱歩の顔を見上げた。

「この戦いに打だ開かい策さくが見当たらない状況なのは変わりませんわ。乱歩さん、このままここに参加するのであれば──間違いなく、わたくしと一いつ緒しよに殺されるだけですわよ？」

　……確かに、その通りだろう。

　乱歩は桔梗をにらんだまま、状況を整理する。

　サヱカを危き機きから救い出すことは出来た。自分が加か勢せいする直ちよく前ぜんに比べれば、気持ちの余よ裕ゆうが出来たようにも見える。

　しかし──桔梗とサヱカの力りき量りよう差さは歴れき然ぜんとしている。

　それは自分程度が参加したところでひっくり返すことが出来るものでもないし──サヱカが消しよう耗もうしていることに変わりはない。

　このまま戦えば──大した反はん撃げきも出来ないまま、桔梗に殺されることは間違いないだろう。

「別に、逃げても構いませんわよ？　わたくし、死ぬのは覚かく悟ごの上ですわ」

　ただ──乱歩はこの戦いに、違い和わ感かんを覚え始めていた。

　先ほどかすてらの話を聴きいてから、いわく言い難い違和感を。

　そして、その違和感を元に彼は、ある仮か説せつを思いついていた。

　それがもし事実であれば──この戦いにも、勝しよう機きがある。

「……サヱカ君」

　乱歩はサヱカに尋たずねる。

「もう少しだけ……桔梗さんと戦い続けることは出来るかい？」

「もちろんですわ」

　あっさりと、彼女は言ってのけた。

「少しばかり休きゆう息そく出来ましたし、そもそもそうするつもりでしたもの。長くは持ちませんが、あと少しなら」

「そうか、助かるよ」

「何か策さくが？」

「確かく認にんしたいことがある。だから──」

　言って乱らん歩ぽは隣となりに立つサヱカの目を見た。

「──少しだけ、桔き梗きようさんを足止めしておいてくれ」

「……そうですか」

　サヱカは一歩前に出て、桔梗と向かい合った。

「出来るだけ、早くことを済ませてくださいな」

「分かった」

　頷うなずくと──乱歩は駆かけ出し、どこかへ走り去っていった。

「……そろそろ、再さい開かいしていいかい？」

　律りち儀ぎに話が終わるのを待っていた桔梗が、退たい屈くつそうに尋ねる。

「最後くらい、存分に話をさせてやりたかったんだが……もう十分かい？」

「ええ、お気き遣づかい、感かん謝しやしますわ」

　──サヱカは日ひ傘がさを構える。

「じゃあ──続きをいたしましょうか」
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　乱歩は瓦が礫れきの中を走り回り──ある人物を探していた。

　読みが正しければ、そう遠くに行っていないはずだ。

　出来る限り早く、見つけ出さなければ──。




　乱歩が抱いた違い和わ感かんは、桔梗の能力に対するものだった。

　かすてらの言げんによれば、彼らが与える魔ま術じゆつの種類は使用者の「精せい神しん」に左右される。

　では、桔梗のどんな「気持ち」が、どんな「意い志し」が、彼女にどういった魔術として宿ったのだろう。

　──悪を砕くだくための戦せん闘とう力りよく強化魔術？

　だとしたら活いキ人形などという形を使わず、素直に肉にく体たい強化の魔術であればいい。彼女以外も戦闘能のう力りよくが強化されたことも、説明がつかない。

　──悪と戦うための手て下したづくりの魔術？

　こちらは、自らまで活キ人形になった経けい緯いが分からない。手下を作るなら、むしろ自分は特別な存在であるべきだろう。

　ほかにも、いくつか仮か説せつは立ててみたが……どれもしっくりくるものではなかった。

　しかし──今の乱らん歩ぽの読み通りであれば、全てはごく単純に理解が出来る。

　違い和わ感かんにも説明がつく。

　それが事実であることを一いつ刻こくも早く確かく認にんするため──乱歩は瓦が礫れきの中を駆かけずり回った。




　探していた相手は──火ひノ星ほし睡すい蓮れんは、崩くずれかけた警けい視し庁ちよう庁ちよう舎しやの一室にいた。

　地面に跪ひざまずき、顔を両手で覆おおって泣いている彼女。

「……睡蓮さん」

　乱歩は、その名を呼ぶ。

　彼女に近づきながら、彼は自分の読みが正しかったことを知った。

　睡蓮は──真まっ白しろなドレスをその身にまとっていた。

　そして──その頭の後ろで回転する、金きん色いろの魔ま法ほう陣じん。

　──魔ま装そうだ。

「睡蓮さん……」

　もう一度、乱歩は彼女の名前を読んだ。

「ブランに力を与えられたのは──桔梗さんではなく、あなただったのですね」

　睡蓮は顔を上げない。
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「人の命を救いたい。その気持ちが、生命を体から抜き出し、他の器うつわへ移す能力となった。あなたは、いわば『転てん生せい乙女おとめ』だ」

　声を殺し、睡すい蓮れんは泣き続けている。

「あなたは桔き梗きようさんの指し示じで、ブランが用意した活いキ人形の素そ体たいに、さらってきた人々の命を移し替えた。そして、桔梗さんは彼らに帝てい都と民みんを襲おそうように指示。おそらく、殺した人数によっては元の体に戻す、などと脅おどしていたのでしょう」

「……その通りです」

　震える声で告こく白はくすると──彼女は涙でボロボロの顔を、乱らん歩ぽに向けた。

「私が……姉ねえさんに言われて……あんなことを……」

　乱歩は睡蓮の前でしゃがみ込む。

「睡蓮さんは……それに反対だったのですね？」

　弱々しく、睡蓮は頷うなずいた。

　──やはりそうだ。

　睡蓮は──この戦いを望んでいない。

　乱歩の昇しよう進しん祝いわいがあったあの日、睡蓮は「桔梗と喧けん嘩かしても勝てない」と言っていた。それは恐らく……この事件に関し、姉妹で言い争うことがあった、ということなのだろう。

　しかし、睡蓮はそれに勝つことが出来ず、渋しぶ々しぶ桔梗に従うこととなった。

「もう一つ、気付いたことがあるのですが」

　乱歩は続ける。

「桔梗さんが戦うには、睡蓮さんによる何らかの援えん助じよが──例えば、魔ま力りよくの供きよう給きゆうなどが必要なのではないですか？　例えば、最初にサヱカ君と桔梗さんが戦った御お茶ちやノ水みずで、桔梗さんはサヱカ君を倒すことなく撤てつ退たいした。あれは──戦いを望まなかった睡蓮さんが、魔力の供給を打ち切ったからではないのですか？」

　……睡蓮は、こくりと頷いた。

　やはりそうなのか。

　だとしたら──今いま睡蓮は、全ぜん魔力をもって桔梗の援えん護ごにあたっているのだろう。

　角つの筈はずビルヂングでは、桔梗が戦っているにも関わらず睡蓮は魔ま装そうになっていなかった。

　サヱカのように、魔装になることで全ぜん魔力を使用することが出来るようになるのであれば──桔梗は今、これまでになく魔力の満ちた状態で、サヱカと戦っている。

「……睡蓮さん」

　乱歩は、睡蓮の背中に手を置いた。

「この戦いを……終わらせましょう」

「……どうやって？」

　睡蓮の声は、今にも崩くずれ落ちそうなほどに弱々しかった。

　その表情に胸の痛みを覚えながらも、乱らん歩ぽは声に力を込め──

「──桔き梗きようさんへの、魔ま力りよく供きよう給きゆうを止めてください」

　──躊躇ためらうことなく、そう告げた。

「このままではサヱカ君は殺されます。だから……桔梗さんへの、魔力供給を止めてください」

「……姉あねを、姉を殺すのですか？」

「……その通りです」

　言いながら、乱歩は改めて実じつ感かんする。誰だれかを「殺す」という選択の苦しさを。

　きっとサヱカはこの苦しさを──倒してきた活いキ人形の数だけ味わってきたのだ。

　だから、乱歩はそれを嚙かみしめながら、胸の痛みを探るようにして味わいながら、言葉を続ける。

「僕は──桔梗さんの目め指ざす未来に共きよう感かん出来ない。そんな世界で生きていたくない。しかし、桔梗さんは僕のような異い物ぶつを排はい除じよするでしょう。ならば──彼女を倒さなくてはならない」

　この選択すらも──結局は、乱歩自じ身しんの意い思しに過ぎない。

　正せい義ぎでも何でもない、彼自身の望みに過ぎない。

　それでも睡すい蓮れんなら──彼女なら同どう意いしてくれると、乱歩は思っていた。

　しかし、

「……出来ません」

　首を振り、睡蓮はボロボロと涙をこぼす。

「姉を殺させることは……出来ません」

「……どうして」

「姉の体には……」

　睡蓮は顔を上げ、乱歩の目を見た。

「あの活キ人形の身体からだには……膨ぼう大だいな魔力が秘められています。倒せば行き場を失った魔力は暴ぼう発はつし──おそらく、辺りは一面、焼け野の原はらになります……」

　……一面、焼け野原。

　乱歩は思わず、周囲を見渡す。

　既すでに戦せん闘とうのせいで、警けい視し庁ちよう庁ちよう舎しやは瓦が礫れきと化し、異い変へんに気付いた人々が避ひ難なんを始めるのも遠くに見える。

　それでも──大きな爆ばく発はつなどが起きれば、被ひ害がいが発生する可能性がある。

「影えい響きようのある範はん囲いは……どれくらいに？」

「半はん径けい数百メートルは、少なくとも瓦礫の山になるかと……」

　数百メートル──間違いなく、多くの人々が犠ぎ牲せいになる範囲だ。

「……分かりました」

　乱歩は立ち上がる。

　そして彼は──

「それでも──魔ま力りよくの供きよう給きゆうは止めてください」

　──そう言って、睡すい蓮れんに背を向けた。

「どうされる、つもりなのですか……」

　乱らん歩ぽはそれに答えず、サヱカたちの方に向かって走り出す。

　その胸に──一つの覚かく悟ごを抱えて。
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　乱歩が再びサヱカたちの元へ戻った時──桔き梗きようの様よう子すに、明らかに変化があった。

　彼女は自らの体を確かく認にんするように触ると、

「──何をしている睡蓮！」

　顔を上げ、空に向かって叫ぶように言った。

「早く魔力を供給しろ！　あと一ひと息いきで終わるんだ！」

　ふらふらと、その足取りが危うくなり始める。サーベルを握っていた手から力が抜けていく。

　──睡蓮が、魔力の供給を止めてくれたらしい。

　想そう像ぞう以上に、その効果は覿てき面めんだ。

「何があったか知りませんが……うまくやってくれたみたいですわね」

　頰ほおについた血をぬぐい、サヱカは言う。

「あそこまで弱じやく体たい化かすれば、もはや乱歩さんでも倒すことが出来るでしょう」

「そうかもしれないな……」

　言って、乱歩はサヱカに笑って見せた。確かに、今の桔梗に負けるということは、どう転んだってありそうにない。

　しかし──彼はすぐにその表情を改めると、

「言っておかなければいけないことがある」

　サヱカにそう告げた。

「……なんですの。こんな時に、そんな真剣な顔で……」

　怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる彼女。

　その表情に──乱歩は初めて、不安の色を見み出いだした。

　しかし、乱歩はその目を見つめたまま、

「彼女を倒せば──その身に込められた魔力が暴ぼう走そうする」

　まずは端たん的てきにそう告げた。

「恐らく、爆ばく発はつが起きて半はん径けい数百メートルが破は壊かいされる。少なからず、犠ぎ牲せいが出るだろう。その上で──僕たちはどうするか」

　サヱカは……即そく答とうしない。

　悪あく人にんであれば、迷いもしなかっただろうその問いに、一いつ瞬しゆんの戸と惑まどいを見せ、

「さて、どうしましょうね……。乱らん歩ぽさんは──どうしますの？」

　首を傾かしげて、そう尋たずねた。

「あなたは──どうするのがいいと思いますの？」

　──どうするのがいいと思うか。

　墜つい落らく乙女おとめが──自分の考えを尋ねている。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんだった彼女が、悪あく辣らつだった彼女が──他人の意見を欲している。

　答えはもう……決まっていた。

　迷うことも躊躇ためらうことなく、選ぶことが出来ていた。

　なぜなら自分は──極ごく悪あく人にんだ。

「やろう」

　──はっきりと、そう答えた。

「桔き梗きようさんを……殺そう」

「……まあ、乱歩さんが、そんなことをおっしゃるなんて」

　サヱカは驚いた様よう子すで、じっと乱歩の目を見る。

「ご自分が何を言っているか、分かってらっしゃる？　無む関係の帝てい都と民みんを殺すことになりますわ。あなたも殺人に加か担たんしたことになり、罪つみと重みを背負うことになります」

「分かっているさ」

　乱歩は視線を前に向け、もはや立ち上がることも出来なくなっている桔梗を見た。

「このまま彼女を野放しにすれば、今後どれだけの被ひ害がいが出るか分からない。それに僕だって、彼女の目め指ざす世界は受け入れられない。だから僕は──ここで人を殺す覚かく悟ごをする。君と一いつ緒しよに『地じ獄ごく』に落ちてやる。これで『極悪人』は、君と僕の二人だ」

「……そうですか」

　頷うなずくと、サヱカは日ひ傘がさの先を、桔梗に向けた。

「ならば、わたくしも──ご一緒するのに、やぶさかではありませんわ」

　彼女の後ろの魔ま法ほう陣じんが、高速で回転を始める。

　その体を中心として、周囲に風が渦うず巻まき始める。

「──桔梗さん」

　まっすぐに相手を見み据すえ、サヱカはその名を呼んだ。

「これでしばらくはお別れですわね。でもきっと──わたくしたちが行きつく先は同じ、『地獄』ですわ。天てん国ごく行いきなんて、到とう底てい望めませんもの。だから、もう一度お会いした時には──」

　サヱカは残された全ての魔ま力りよくを込め──それを桔梗に放った。

「──また、お茶ちやでもご一緒しましょうね」




　次の瞬しゆん間かん、眩まばゆい閃せん光こうが桔き梗きようの体からほとばしり──凄すさまじい爆ばく発はつが起こった。

　乱らん歩ぽとサヱカの身体からだは──その爆ばく風ふうに、上空に吹き飛ばされた。




　　　＊




　──爆ばく発はつから、どれくらい経たったのだろう？

　数秒？

　数分？

　分からない。

　激しい耳鳴りと閃光に目をつぶった乱歩は──ふと自分の体が、ふわふわとした感覚に包まれていることに気が付く。

「──乱歩さん。乱歩さん」

　聞こえるのは……サヱカが自分を呼ぶ声だ。

　少しずつ感覚を取り戻し始め、乱歩は自らの右手が、温あたたかく柔やわらかい何かに包まれていることに気が付く。

「もう、目を開けてくださいな……いつまでそう、身を固くしてらっしゃるやら。臆おく病びようにもほどがありますわ」

　言われて……乱歩は恐おそる恐る目を開ける。

　そして、

「……これは……」

　広がっている光こう景けいに、彼は息をのんだ。

　──はるか眼がん下かに、帝てい都との街まち並なみが広がっている。

　自分とサヱカがいるのは──その上空。

　春の青空に、サヱカと乱歩は手をつなぎ、浮かんでいた。

「どうやら、爆発は上空方向のみに起こったようですわ」

　サヱカはそう言って、自分たちの真ま下したを指さす。

　その先には──遠くうっすらではあるものの、警けい視し庁ちよう庁ちよう舎しやの残ざん骸がいが確かく認にん出来た。

　庁舎は完全に倒とう壊かいし、その影も見えなくなっているが──周囲に被ひ害がいが及んでいるようには見えない。

「睡すい蓮れんさんだ……」

　呟つぶやくように、乱歩は言った。

「睡蓮さんが……うまく爆発をそらしてくれたんだ」

「……ふむ」

　事情が分からない様よう子すで、サヱカは乱らん歩ぽを見ている。

　彼女は魔ま術じゆつを使えるのが睡すい蓮れんだったことを知らないのだ。それも当然だろう。

「地上に戻ったら、色々と教えていただきますわ」

　サヱカがそう言ったところで、乱歩は自分たちが少しずつ、地面へ向かって「落らつ下か」していることに気が付いた。

　しばらくすれば、元いた場所に戻ることが出来るだろう。

　──周囲を見渡す。

　暖かい風が吹く空から見る、東とう京きようの街。

　ところどころ桃もも色いろに煙けむっているのは、桜さくらの花だろう。

　遠くには、雲の上から頭を出す富ふ士じ山さん山さん頂ちようが見えた。

「……きれいだな」

　そんな言葉が、口をついて出た。

「色々なことがあったけれど、この世を恨うらんだりもしたけれど、それでもこの星は──東京は、とてもきれいだ」

「……感かん傷しよう的てきですのね」

　そう言って、サヱカは忌いま々いましげに眉み間けんにしわを寄せる。

「むしろわたくしとしては、非常に不ふ本ほん意いですわ。われわれのような極ごく悪あく人にんには、このような天てん上じようは似に合あいません」
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「そうだな」

　ははは、と、乱らん歩ぽは笑う。

　実はこの娘むすめは、自分なんかに比べてよっぽど真ま面じ目めなのかもしれない。

　誇り高く、真しん摯しで、真面目で、だからこそ、悪人になることを選ばざるを得なかったサヱカ。

「それでも──」

　乱歩はサヱカの手を強く握った。

「──こうやって二人で『墜おちて』いくのも、悪くないじゃないか」

「……」

　乱歩のその言葉に──サヱカは無む言ごんで顔をそむけた。

「……サヱカ君？」

　そう言って、乱歩が覗のぞき込んだその顔は。

　普段は悪あく辣らつにゆがんでいたその顔は。

　頰ほおを染そめ──心なしか微笑ほほえんでいるように見えた。
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「政府から、組そ織しきの是ぜ正せい勧かん告こくと、長ちよう官かんの免めん職しよく命令が警けい視し庁ちように行ったそうだ」

　昼過ぎの定てい食しよく屋や。

　乱らん歩ぽの向かいの席で、臼うす杵きは新聞を読みながら言う。

「こうなれば、もう警視庁は徹てつ底てい的てきに浄じよう化かされるしかないな。そもそも、これまで取り調べでの拷ごう問もんも、一部役やく職しよく者しやの汚お職しよくも見て見ぬふりされていた訳わけで……ようやく警けい察さつ組そ織しきも『モダン』になる訳だ。ほら、あの警けい視しも降こう格かくだとよ」

「どれどれ」

　臼杵から新聞を受け取り、紙面に目を通す。

　伸ばした腕にはまだ鈍い痛みが走るが、全身の怪け我がはほぼ完かん治ちしつつあった。

　──あの戦せん闘とうの日以い降こう、新聞やラジオ各社は競きそって乱歩が明かした「真しん相そう」を報ほう道どうした。

　活いキ人形事じ件けんが警視庁の敏びん腕わん刑けい事じによって仕組まれていたこと。

　そしてそれは、署しよ内ないの腐ふ敗はいが大おお本もとの原因であること。

　墜つい落らく乙女おとめは、結果として刑事の暴ぼう走そうを止める活かつ躍やくをしていたこと。

　……もちろんその正しよう体たいや、かすてらのことは伏せたままにしておいた。

　結果──警視庁の腐敗は社会的な問題となり、ついには国こつ家か主しゆ導どうで是正がなされるに至ったのだった。

　……図らずも、桔き梗きようの遺い志しは果たされた、と言ってもいいのかもしれない。

「……それにしても」

　湯ゆ吞のみの茶ちやを飲みほし、臼杵は目を眇すがめる。

「まさか本当にお前が、墜落乙女に取しゆ材ざいを許されてるとは思わなかったよ」

「……そうだったのか？」

「半なかば当てずっぽうだったからな。何かあるとは思っていたが、本当に当たっているとは思わなかった」

「そうなのか……」

「とは言え、無ぶ事じに帰ってきてくれてよかったさ。出来る同どう期きが減るのは、張り合いがないからな」

　そう言って笑う臼杵に、乱歩は「実はな」と切り出した。

「戦いはまだ、続くかもしれないんだ」

「……なんだと!?」

「詳しくは言えないんだが、本当の主しゆ犯はんは逃がしてしまってね……。もしかしたら、再び墜落乙女に攻こう撃げきが加えられるかもしれない」

　──乱歩とサヱカが地上に戻った時、既すでにそこにブランの姿すがたはなかった。

　彼女がほかの誰だれかに魔ま術じゆつを与える可能性せいはあるだろうし、であればもう一度戦闘が始まる可能性もあるだろう。

　乱らん歩ぽの実感としては、事件が終わった、という風ふうには到とう底てい思えなかった。

「……そうなのか」

　唸うなるように言い、臼うす杵きは顎あごを撫なでる。

「……まあ、しかし、このところ賜たまヒ野のは妙みように逞たくましいからな。みすみす命を落とす、ということもあるまい」

「そうだな。僕も決して、軽々しく殺されるつもりはないよ」

「だろう。だからもう、お前の心配をすることはよそう。その代わり──」

　言って、臼杵はテーブル越しにこちらに身を乗り出した。

「──墜つい落らく乙女おとめは、美び少女なのだろう？　紹しよう介かいしてくれないか？」




　　　＊




「乱歩さん、いらっしゃい」

　蓋けだシ野の家け客きやく間までサヱカを待っていると──部屋の入り口から、そんな声が聞こえた。

　振り返ると、

「サヱカさん。もう少しかかるそうなので、今しばらくお待ちくださいね……」

　そこには睡すい蓮れんと──二体たいの小こ型がた活いキ人形がいた。

　睡蓮の手には、なにやら小さな花はな束たばが握られている。

　──戦せん闘とうを終え、それでもそこに残り続けていた睡蓮を、サヱカは蓋シ野家で引き取ることにした。いわば彼女は活キ人形事じ件けんの主しゆ犯はん格かくの一人なのだ。その上ブランから与えられた魔ま力りよくを保ほ持じしている訳わけで……安あん易いに警けい視し庁ちように引き渡す訳にはいかない。

　そう言った事情で、生き残りの活キ人形たちと共に、彼女はこの屋や敷しきで雑ざつ用ようをしながら暮らしている。

「ありがとうございます。どうですか？　ここの暮らしは。サヱカ君にいびられていませんか？」

「あはは、いびられてなんていませんよ」

　睡蓮は笑顔で首を振る。

「不ぶ愛想あいそな方ですし、時々意い地じ悪わるですけれど……私たちのことも『この屋敷に幽ゆう閉へいする』なんて言ってますけれど……本当はそうでないこと、分かっています」

「そうですか」

　ほっとして、乱歩は睡蓮に微笑ほほえみ返した。

　実はサヱカと睡蓮の性格の違いが、気に掛かっていたのだ。

　うまくやれているのなら、問題はない。

「……あら、わたくしのいないところで密みつ談だんですの？」

　睡すい蓮れんの背後から、サヱカが顔を出す。

「全く、油ゆ断だんも隙すきもありませんわ」

「密みつ談だんなんかじゃないですよ」

　睡蓮は笑い、ふと思い出したように手に盛った花をサヱカに差し出した。

「そうそう、もうサヱカさん、出かけますよね？　一いつ緒しよにこれを、持っていっていただけませんか？　あの人が……姉あねが好きだった花です」

「……分かりましたわ」

　サヱカはそれを受け取り、抱えるようにしてその手に持った。

「それでは睡蓮さん。行ってきますわね。申もうし訳わけないのですけれど、お留る守す番ばんをお願いしますわ」

「はい。行ってらっしゃい」




　　　＊




　雑ぞう司しヶ谷や旭あさひ出で町墓ぼ地ち。

　菱ひし川かわ家けの墓はか石いしの前に花を手た向むけ、サヱカと乱らん歩ぽは手を合わせた。

　──初はつ盆ぼんに合わせて桔き梗きようの墓はか参まいりをしよう、というのは乱歩の提てい案あんだった。

　てっきり断られるものかと思ったが、サヱカは同行を承しよう諾だく。こうしてこの場所を訪れることとなった。

　ちらりとサヱカの横顔を盗ぬすみ見る。

　神しん妙みような表情で、墓石を見つめている彼女。

　何を考えているのかは分からないのだけど、それは少なくとも、敵の墓を眺ながめている視線であるようには思えなかった。

「……ところで乱歩さん」

　墓石を後にし、墓地内を歩きながらサヱカは言う。

「もう少し頻ひん繁ぱんに、うちにいらしてくださいな」

「……どうしてだい？」

　彼女がそんなことを言い出すのは初めてだった。

　訝いぶかる乱歩に、サヱカは言葉に詰まってから。

「……戦いはまだ終わっていませんわ。いつ何が起きるか分からないのに、わたくしたちの距離が出来すぎるのは……あまり上じよう策さくとも思えません。それにほら、睡蓮さんも、会いたがることですし」

「……そうかい」

　言って、乱歩はサヱカに微笑ほほえみかけた。

「では……そうさせてもらうよ」

　おそらく……今サヱカが言った理由は急ごしらえの言い訳わけだろう。

　きっとうまく言葉が出てこなくて、あんな言い方になってしまったのだ。

　しかし──乱らん歩ぽ自身も、もう少し自分は、サヱカと共にいるべきである気がしていた。

　自分と彼女は、罪つみを抱えた。

　二人とも、行きつく先は同じ、地じ獄ごくだろう。

　でもそれまでは、二人でそばにいて、共に重みに耐えていたいと、そう思った。




　大きく息を吸い込み、東とう京きようの空を見上げる。

　夏草の匂においが胸に広がり、視し界かいいっぱいの青色に墜おちていきそうになる。




　今はこの世界こそが、自分と彼女の生きる、美しい地獄。










　　　あとがき




　前シリーズが終わった段階では「次はハッピーな感じのコメディを書きたいです！」などと担たん当とう編集Ｋ氏しに話していたはずなのに、蓋ふたを開けてみればこのような作品が完成しておりました。自分自じ身しんとても驚いております、岬みさき鷺さぎの宮みやです。

　この作品を書くにあたり、種々の方法で大たい正しよう時代のことを調べました。

　書しよ籍せきを読み込んだり、当時の地図を細かく見たり、昭しよ和うわ三年創そう業ぎようという、ギリギリ大正の匂においをかぎ取れそうな飲食店にも行ったりもしました。

　そんな風ふうにして当時のことを知っていく中で、様さま々ざまな大正時代の魅み力りよくに触れることができたのですが、その中でも特に心惹ひかれたのが当時の女学生たちの文化でした。

　数々の流は行やり言葉を生み出したり、オシャレに気を遣つかったり、歌か劇げき団だんのスターに憧あこがれたり……現代の女子高生にも負けない活いき活きとした生活を送る彼女たちに、僕はあっという間に夢む中ちゆうになったのです。友達同どう士しの手紙のやりとりも盛んだった、というあたりには、ああ、女の子はいつの時代も女の子なのだなと、妙みような感動を覚えたほどでした。

　百年近ちかく前のこと、と考えると、もうまったく実じつ感かんがわかないほど昔であるような気がするのですが、人の気き質しつはそんなに大きくは変わらないものなのかもしれませんね。




　さて、本ほん作さくのヒロインは、そんな女じよ学生たちと同どう年代、十代の少女です。

　しかし、僕個こ人じんの好みをこれでもかと詰め込みまくった結果、もうなんか女学生とか現代の女子高生に通ずるとかそういう次元じゃないキャラに成長してくれました。

　かなり偏かたよりがあるやっかいな子ですが、なかなかにいいところもあるのではないかと生みの親おや自身は思っております。皆様にも気に入っていただければ幸いです。




　さて、手て短みじかに謝しや辞じを。

　担当編集Ｋ氏、ナチュラルにサヱカのことを「サヱカさま」と呼び続けてたのがなんだかうれしかったです、ありがとうございます。イラストを担当してくださったＮＯＣＯ様、お忙しい中なか引き受けてくださってありがとうございます。これを書きながら今ラフを拝はい見けんさせていただいているのですが、素す敵てきすぎてちょっとテンションがおかしくなっています。

　そして何より読んでくださった皆様。本当に本当にありがとうございます。

　願わくは、次じ作さくにてまたお会いできますことを。





岬みさき鷺さぎの宮みや
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岬みさき 鷺さぎの宮みや

「執筆には頭使うからね……脳には糖分がいるからね……これは燃料補給だ……」と甘いお菓子を食べまくった結果、デビュー以降結構な勢いで体重の増えている男性作家。最近は主にイチゴ味のチョコを燃料に駆動しています。
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イラスト／NOCO

発売おめでとうございます！

最寄りのたこやき屋が潰れてしまったので家で自主的にたこやき作るようになりました。おすすめの具を募集中です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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